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プロローグ



「だって、私は、忍しのぶくんのことが──」

　いつもの凜りんとした表情は影を潜め、その瞳ひとみは不安に揺れている。そしてなめらかな白い頬ほおを朱に染めて、五ご行ぎよう聖ひじりはそっとオレの服の袖そでを掴つかむ。

　長く艶つややかな黒髪からはほのかに花の香りが漂い、彼女の言葉の続きを待つオレは、自身の鼓動が大きく波打つのを感じた。

　とある休日の午後。オレは五行家の道場に向かい、聖が見守る中、近ちか頃ごろでは習慣になりつつある退魔の稽けい古こを行っていた。

　そんな中、聖は『大事な話があるんだ』と切り出し、頬を真っ赤に染めながら一生懸命に言葉を紡ぎ、端整な顔立ちをゆっくりと近づけてくる。続いてしっかりとオレの目を見つめ、躊ちゆう躇ちよは一瞬。形の良い唇を開いた。



「忍くんのことが……好きだから」



　掴んだ服の袖にわずかな力を込め、

「もっと忍しのぶくんと一緒にいたい。もっと仲良くなりたい。もっと近くにいたい。もう、形だけの許嫁いいなずけなんて、いやなんだ……」

　想おもいを言葉に乗せてそう告白し、不安を瞳ひとみに湛たたえたまま、聖ひじりはおずおずと訊たずねてくる。

「忍くんの方はどうかな？　私のこと、どう思っているんだ？」

「オレは……」

　戸惑いが大きく、言葉に詰まった。

　うまくまとまらない思考の中、心臓がうるさいぐらいに高鳴り、こみあげてくる嬉うれしさとは裏腹に……頭をよぎるのはひとりの女性の姿。

　自分が守ると約束した、女性の笑顔。

　……本当はどうすればいいのか、もう半ばわかっていたことなのかも知れない。

　けれどオレにとって聖は憧あこがれで、魅力的で、大切な女の子だから……伝えるべき言葉が、どうしても口から出てこなかった。

　ただ目を伏せて拳こぶしを握り締め、オレが口を閉ざしていたところ、わずかな沈黙のあと、聖は穏やかに切り出す。

「……答えは、いまじゃなくてもいいんだ」

　ふと視線をあげると、いつものように凜りんと輝いた瞳がオレを見つめており、聖は柔らかな微笑ほほえみを浮かべていた。

「忍くんが答えを出してくれるまで、ずっと待っている。急な話だったと思うし、ゆっくりでいいんだ。それに忍くんが振り向いてくれるように、これからも頑張るから」

　そう言って不安を隠すみたいに、聖は微笑みを濃くする。

　彼女の微笑みはすごく綺き麗れいで、少し眩まぶしい。

　……オレが答えを出したあとも、聖はこんな風に笑ってくれるだろうか？

　自分の気持ちを口にした途端、言葉ひとつで、いままでの関係が崩れていきそうな気がして、このとき胸に抱いた感情は……。



    

  
    
      


第一章　見つからない答え



　体育祭も終わって秋も深まり、いよいよ肌寒くなってきた季節の朝。

　まどろみの中、不意に心地よい重さを身体に感じ、柔らかなぬくもり、そして淡い花の香りを覚え、どこか照れたような声が頭上から降ってくる。

「し、忍しのぶくん、もう朝だぞ。そろそろ起きような」

　……ん？　忍くん？

　それはいつもの鈴を転がした美声とは違う、透き通ったやんわりとした声音。

　怪け訝げんに思って重い瞼まぶたを開けたところ、朝日と共に目に飛び込んで来たのは、クールな美び貌ぼうの少女の姿。長い睫まつ毛げに澄んだ瞳ひとみ、通った鼻筋の彼女はどう見ても聖ひじりではあるが……どうしてオレの部屋にいるんだ？

　大胆にも、聖はこちらの腰に跨またがるような姿勢を取っており、彼女の豊かなお尻しりが身体に当たっている。けれどそのまろやかなヒップの感触を楽しむ余裕もなく、オレがぽかんと戸惑っている中、にっこりと聖は温かな笑みを浮かべた。

「おはよう忍くん。今日は一緒に学校に行こう」

「……ああ、ドリームか」

「えっと、忍くん？　これは夢なんかじゃないからな？」

「ふむ、仮に夢ではないとしても、聖はなにをやっているんだ？　なんだか寝込みを襲っているようにも見えるぞ？」

「ええっ!?　そうなのか？　私はただ、こういう風に起こしてあげれば男の子が喜ぶって薫かおるさんに教わったから、ルナさんにお願いして忍くんの部屋に来たんだけど──って、説明の途中で寝ないでくれ忍くん！」

　なにやら聖の困ったような声が耳に触れたが、ほとんど聞かずにオレは枕まくらに頬ほおを預ける。

　学校でも人気があり、ファンクラブまであると噂うわさの聖。そんな学校のアイドルとも言える聖はいつも凜りんとしており、朝から無防備にも馬乗りでオレを起こすとは思えない。それに毎朝部屋に来てくれるのはルナだ。

　……おそらくこれは夢だろう。

　寝ね惚ぼけ頭でそう結論づけ、再びまどろみへと舞い戻ろうとしたのだけれど、

「あぁ、忍くんの寝顔、可愛かわいいなあ……じゃなかった。忍くん、起きないと朝ご飯を食べる時間がなくなっちゃうぞ？」

　そんな優しい声が聞こえたと思ったら、軽く身体を揺さぶられ、同時に腰のあたりで先ほどよりも強く、ぷにぷにとした張りのある感触を覚えた。

　こ、これは聖のお尻だろう。

　彼女が身体を動かすたび、むっちりとした弾力あるヒップが腰の上で弾み、とろけるような柔肉がこちらの身体を刺激する。

「ほら、起きてくれ忍しのぶくん。起きないと、もっと強くしちゃうぞ？」

　言葉と共に身体の揺さぶりが大きくなり、聖ひじりのお尻しりが腰の上でより一層激しく弾む。

　うっすらと目を開けると、聖はオレに跨またがったままこちらの両肩を揺らしており、彼女の豊満な乳房がたゆんと悩ましく上下に動いている。本人は無自覚かも知れないが、見ようによってはオレの身体の上で腰を振っているようにも感じられ、どうにも色っぽい。

「あの、忍くん、そのまま寝ていたら……キ、キスしちゃうぞ？」

「望むところだ。好きにしてくれ」

「ほ、本当にいいのか？　それならその、もう我慢しないからな？」

「構わんよ。どうせ夢だ」

　クールにそう返して再び瞼まぶたを閉じたものの……なんかおかしくないか？

　両肩に触れる聖の手のぬくもり。腰に乗った柔らかくて気持ちいいお尻。頭上から降ってくる声。夢にしてはあまりにもリアルである。

「う～ん、忍くんは寝ね惚ぼけているのか？　それともいつもの冗談なのかな？　よくわからないけど、起きてくれないと……本気にしちゃうぞ？」

「オレはいつでも本気だ。そして都合の悪い時は冗談……って、ちょっと待ってくれ！」

　いくらなんでもキスはまずいだろう。夢うつつの状態からハッと我に返り、眠気をおして跳ね起きた瞬間、「きゃっ」と小さな悲鳴があがり、続いて視界に映ったのは、魅惑的な黒のパンツ。

　……ど、どうやら、寝惚けてとんでもないことをしてしまったようだ。

　オレが勢いよく上体を起こしたため、体勢を崩した聖は両手を後ろにつき、あろうことかＭ字開脚のような姿勢を取っていた。

　ストッキングに包まれたしなやかな両の美脚は大きく開かれ、あでやかな太ふと股ももはその付け根まで眼前にさらされており、黒の下着が丸見えである。

　実に扇情的なポーズだ。

　と、オレがうっかり凝視していたところ、聖も自分の姿勢に気づいたらしい。瞬く間に真っ赤になり、彼女はこちらからそっと目を逸そらし、オレの方は勢いよく頭を下げた。

「すまん聖。寝惚けていた」

「う、うん、わざとじゃないって、ちゃんとわかっているから、これぐらい大丈夫だよ。それに謝らなくてもいいんだ。忍くんが見たいのなら……いいよ。もっと見ても」

「……え？」

　予想外の発言に顔をあげると、聖はＭ字開脚のままさらに頬ほおを赤らめ、小さな声をもらして続ける。

「忍しのぶくんが喜んでくれるのなら、私も嬉うれしい。なにかほかにして欲しいことがあったら、遠慮なく言ってくれていいから……」

　柔らかな声音とは裏腹に、羞しゆう恥ち心しんのためか、耳まで赤くしてぎゅっと両目を瞑つぶる聖ひじり。

　もしかしたら、彼女はこのままオレの要求にすべて応こたえてくれるかも知れない。そう、たとえば……いや、いかん。変な妄想なんてしたら失礼だろう。

　起き抜けの頭にカツを入れるべく軽く両りよう頬ほおを叩たたき、オレが深呼吸を繰り返していたところ……まさに最悪のタイミングで自室の扉がノックされ、

「聖さん、忍さんはもう起きましたか？」

　やんわりとした声と共に、眩まばゆい美び貌ぼうの女性が部屋に入って来てしまった。

　しっとりとした光沢を放つ金の長い髪。透き通ったエメラルドグリーンの瞳ひとみ。きゅっとくびれた腰に、知り合いの中でもトップクラスの大きさを誇る圧倒的なバスト。

　メリハリのある実に魅惑的な体型の彼女は、我が家の頼れるお姉さん、意外とスキンシップが大好きなルナだ。柔らかで清せい楚そな雰囲気に似合わず、彼女は悪魔だったりもするが、オレ自身は気にもしていない。

　しかしまあそれはともかく。問題はいまの状況だ。

　頬を朱に染め、ベッドの上で両脚を広げている聖。それをじっと眺めているオレ。

　傍はたから見たら、オレが聖に何かいかがわしいことをする前みたく見えるかも知れない。そしてルナは見事に早合点してしまったらしく、目に涙をためて声を震わせた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……もしかして私、お邪魔でしたか？」

「ち、違うんだルナさん！　勘違いしないで欲しい！」

　誤解を解くためか、聖ひじりは居住まいを正して慌てて両手を振った。

　が、ルナは変わらず涙目のままである。

「でも、忍しのぶさんが聖さんにエッチなこと──」

「そうじゃないんだ！　忍くんはなにもしていない！　そもそも私が寝ね惚ぼけている忍くんに、『起きないとキスしちゃうぞ』なんて言ったのがよくなかったんだと思う！」

「あの、話が見えないんですけど、ひょっとして聖さんが自分からあんな格かつ好こうを……？」

「いやいや、それも違うぞルナ」

　どうやら聖はひどく動揺しているようだ。オレはすかさずフォローに回る。

「聖がＭ字開脚なんてした原因はすべてオレにある。悪いのはこのオレだ」

「わ、悪いのは忍さん？　それじゃあまさか、忍さんが聖さんにお願いをして、エッチなポーズを取ってもらった、ということなんでしょうか？」

「……お願いというよりは、もう無む理り矢や理りだったかな」

「無理矢理!?」

「ああ、聖には悪いことをしたと思っている」

　だけどあれは事故だったんだ──と、説明するよりも早く、ルナは小さく頬ほおを膨らませ、涙ぐみながら抗議してきた。

「忍さんひどいです！　いつも忍さんを起こしているのは私なんですよ！　どうして聖さんのときだけそんなことをするんですか！」

　一度言葉を止め、ルナは涙目のまま声をあげる。

「私だけ仲間外れなんていやです！」

　……な、なんか、微妙に怒るポイントがズレていないか？

　と、そんな感想を抱いていたところ、ルナは頬を上気させて続ける。

「忍さんも男の人ですから、色々と我慢できなくなっちゃうのはわかります！　でも我慢できないときは私にも言ってください！　聖さんだけなんてずるいです！　言ってくれれば、私だって、その、頑張ってエッチなポーズを取ります！」

「──では早速服を脱いでその美巨乳をぷるんと持ち上げ、それを自分の口で咥くわえ、ちゅっちゅっといやらしく吸う姿を見せてくれ」

「ええっ!?　な、なんだか、聖さんよりもハードルが高いような気がしますけど、忍さんのお願いでしたら……って、よく考えたらいまの声は忍さんじゃないです！」

　うん、その通り。いまのはオレのセリフではない。

　ひとの物もの真ま似ねなんかをして突然割り込んできた第三者の声。服に手をかけたルナから素早く視線を移すと、メイド服姿の女性が部屋に入ってくるのが見えた。

　抜けるように白い肌。切れ長の瞳ひとみに細身ながら均整の取れた見事なプロポーション。

　相変わらず目の覚めるような美び貌ぼうの彼女は、五ご行ぎよう家の変態メイドであり、聖ひじりの姉──かおるんこと五行薫かおるである。

　おそらく、かおるんがオレの口くち真ま似ねをしたのだろうが……どうして聖だけではなく、かおるんまでうちにいるんだ？　思わず突っ込みも忘れてオレが首を捻ひねる中、何な故ぜかかおるんの方は戸惑った様子。

「えっと、忍しのぶ様？　いつもの辛しん辣らつながらも愛のある突っ込みはまだですか？　といいますか、朝からなにを騒いでいるんです？　なにかあった──」

「聞いてください薫さん！」

　かおるんの言葉を遮り、ルナは彼女の服の袖そでをぎゅっと掴つかむ。

「忍さんがなかなか起きてこないので！　様子を見に行ったら！　聖さんが忍さんの前でエッチなポーズを取っていたんです！」

「……ちなみにそれはどんなポーズだったんですか？」

「Ｍ字開脚でした！」

　間髪を容いれずにルナがそう答えると、かおるんは目を瞬かせたのち、そっとルナの両肩に手を載せ、少しだけ口調を優しくする。

「どうやらルナさんは疲れているようですね。きっと幻でも見たのでしょう。確かに馬乗りになって忍様を起こすようにと聖ちゃんに勧めたのはわたくしです。ですが考えてもみて下さい。普段クールな聖ちゃんがＭ字開脚なんかをして忍様を起こすと思いますか？」

「いえ、そうじゃなくて、忍さんが強引に……」

「忍様が？　それこそないと思いますよ。忍様はヘタレ──ではなく、もどかしいぐらい理性の強い方です。現場を見たわけではないので強くは言えませんが、ただの事故だったんじゃないんですか？」

　珍しくかおるんがふざけずにそう返すと、聖は肯定するように勢いよく頷うなずいた。

「薫さんの言う通りなんだ。忍くんは別に変なことをしようとしたわけじゃなくて……」

　と、聖がベッドから降りてルナに事の顛てん末まつを話す中、オレはこちらに近づいてきたかおるんに、そっと耳打ちをする。

「ありがとうな。ルナのやつ勘違いしているみたいだったから、正直助かったよ」

「そうでしょう？　ふざけるのを我慢したんですよ？　もっと褒めてください」

「まあ、それはいいけど、お前さっきオレのことを『ヘタレ』とか言わなかったか？」

「ええ、言いましたよ。ですがヘタレな忍様も愛らしいと思います。あとそんなことはどうでもいいので、早く褒めてください。頭撫なで撫でを希望します」

「残念ながら、その要望は棄却されました」

「……そうですか。それにしても、忍しのぶ様は今日も素敵ですね。格かつ好こういいですよ」

「今更おだててももう遅い──って、そんなにしょんぼりするなよ。どれだけ頭を撫なでて欲しいんだ、お前は」

　というか最近こいつ、以前にも増して表情が豊かになってきてないか？

　不覚にも可愛かわいいと思い、そっとかおるんの頭に手を伸ばしたのだが、その途中でふと違和感を覚え、オレはじっと彼女の顔を見つめる。

　するとどうしてか、かおるんはぽっと頬ほおを赤らめた。

「忍様、そんな風にエッチな目で見つめなくとも、忍様の愛にでしたら、無条件・無報酬・時間無制限でお応こたえしてあげますよ？」

「いや、お前の目は節穴かと突っ込みたいところだけど……なんだお前、その『忍様』ってのは止めたんじゃなかったのか？」

　違和感の正体に気づき、オレはかおるんの目を見つめる。

　こう見えてもかおるんは半人半魔の悪魔だ。物心がついた頃ころから退魔の組織の中で道具として扱われ、誰だれかに甘えることを苦手としていた。

　けれど、もう色々と吹っ切れたのだろう。

　退魔の組織を変えようと努力している聖ひじりと、いまは一緒に歩いており、親しい人に限ってではあるが、以前の様付けはもうなくなっていたはずだ。現にルナのことはさん付けで呼んでいる。

「……なあかおるん、前にも言っただろう？　もうオレに『様』なんて付けなくてもいいんだぞ？」

　少しだけ口調を柔らかくして、優しくかおるんの頭を撫でてはみたものの、彼女は小さく首を横に振って応じる。

「お気持ちは嬉うれしいのですが、忍様はいずれわたくしのご主人様になられる方です。わたくしとしてもこの呼び方の方がしっくりときますし、これからも忍様と呼ばせて下さい」

「……ちょっと待ってくれ。いずれご主人様になるってなんだよ？　オレはお前の主人になるつもりはないぞ？　お前とはずっと対等な関係でいたいし、それに人間関係で上とか下とか決めるのは、あまり好きじゃないんだよ」

「なら形だけのご主人様でも構いません。そういうプレイだと思って楽しんで下さい」

　こっちはわりと真面目まじめだったのに、なんとも軽い乗りのかおるん。

「あと忍様、どうしても様付けがいやだというのでしたら、今日から忍様のことを『ダーリン』と呼びますが、それでもいいですか？」

「別に構わんぞ。ちょっと楽しそうだ」

「まさかの乗り気っ!?」

　今度はふざけて返したところ、かおるんは目を丸くしたあと、微かすかに頬を赤く染める。

「あの、忍しのぶ様、自分から言い出しておいてなんなのですが、やっぱり『ダーリン』は恥ずかしいです。できれば『ご主人様』か『お兄様』のどちらかにしてくれませんか？」

「おいおい、肝心の『忍様』を選択肢から外すなよ。それにいまのは冗談だ。本気にしないでくれ。呼び方はいままで通りでいいから……」

　軽く肩をすくめてそう返し、さり気なく聖ひじりたちに目を向けると、なにやらルナが「ごめんなさい。勘違いしちゃいました」と申し訳なさそうに縮こまっていた。

　おそらく聖が誤解を晴らしてくれたんだと思う。オレは胸を撫なで下ろしてかおるんに視線を戻し、ふと気になって話題を変える。

「それはそうと、今日はお前も聖も朝からどうしたんだ？」

　今更ながら疑問に思って訊たずねたところ、かおるんは小さく微笑ほほえんで応じる。

「実は忍様を驚かせようと思いまして、わたくしの提案で聖ちゃんと一緒にお邪魔してみました。幼おさな馴な染じみの女の子風に忍様を起こしてドキッとさせる作戦です」

「……なるほど」

　正直あまり幼馴染の雰囲気は感じなかったが、多分あれは聖なりのアプローチだったのだろう。そしてもしかしたら、今朝みたいなことはこれからも続くのかも知れない。かおるんに相あい槌づちを打って腕を組み、天井を見上げながら……重く思い返す。

　先日の聖の告白。まだ答えを返していない自分。オレと聖の関係。

　このままではいけないと理解していながらも、いまの関係はオレにとってあまりにも心地良すぎて、だから、知っているはずの答えに足踏みして……オレは未いまだに答えを出せないでいた。

　と、そのとき、思考を現実に引き戻すように、かおるんがこちらの顔を覗のぞき込み、悪戯いたずらっぽい微笑みを向けてくる。

「どうですか忍様。聖ちゃんが起こしに来てくれて、さすがにびっくりしたでしょう？」

「……ああ、そうだな。腰が抜けるかと思った」

　咄とつ嗟さに心情を隠してオレが冗談を飛ばすと、何な故ぜかかおるんは微かすかに眉まゆをひそめた。

「なんだか少しエッチな言い回しですね」

「一体どこがだ？　エロいのはお前の頭なんじゃないのか？」

「むっ、そんなことはないです。疑うというのなら、試しに先ほどのセリフをルナさんにも言ってもらおうではありませんか。というわけでルナさん、吐息混じりにお願いします。ベッドにうつ伏せになってくれれば尚なおいいです」

　振り返りながらかおるんが話を振ると、聖と一緒にオレたちの様子を眺めていたルナは戸惑った様子で微苦笑をひとつ。

「あの、なんで私に言うんですか？　できれば遠慮したいんですけど……」

「ルナさん、もしお願いを聞いてくれたら、忍様の寝顔写真をプレゼントしますよ。それに忍しのぶ様も喜んでくれると思います」

　などとかおるんが冗談混じりにそう返したところ、予想外にもルナではなく、聖ひじりが頬ほおを赤くして控え目に手をあげた。

「えっと、ルナさんも迷っているみたいだから、私が代わりにやろうかな……」

「ああ！　聖さんずるいです！　ベッドにあがろうとしないでください！　私も忍さんの写真欲しいです！」

　聖に対抗するようにベッドへと足を伸ばすルナ。一方かおるんは彼女たちの動きを制するように、ぐいっと掌てのひらを突き出した。

「ふたりとも待ってください。喧けん嘩かはよくありません。ここはふたりの間を取って、わたくしが忍様の期待に応こたえる──ということでどうでしょう？」

「……おい、なんでそうなるんだ？　大体オレは期待なんてしていない。というか、朝からあんまりふざけないでくれ」

　半ば呆あきれて突っ込みを入れつつ、オレは心の片隅で思う。

　このままなにも変わらず、こんな風に賑にぎやかで楽しい時間がずっと続けばいい──なんて望むのは、きっとオレのわがままなんだろうと……。



　それから身支度と朝食を済ませ、ルナとかおるんに見送られていまは通学路の住宅街。オレの傍そばには聖のほかにも、ふたりの女の子の姿があった。

　ひとりは我が家の乗り突っ込み担当、マキナ・リーベライ・オランジェロ。彼女はルナの義理の妹であり、こう見えても半人半魔の悪魔だ。

　長く優美で艶つやのある赤い髪。気の強さを窺うかがわせるつり目がちな琥こ珀はく色の瞳ひとみ。グラビアアイドルさえも霞かすませるほどの豊かな両の胸や、スラッと伸びた美脚は目に眩まぶしい。

　そしてもうひとりの女の子はオレの妹、南なん条じようなずな。

　どこか愛らしい仔こ猫ねこを思わせる顔立ちのなずなは中学二年生、この前空手部の部長に就任したわけだが……きちんと部員たちをまとめているのだろうか？

　のほほんとした笑みを浮かべ、妙な鼻歌を口ずさんでいるなずな。そんな部長とは程遠いイメージを持つ妹を横目で眺めつつ、オレはふざけ半分で訊たずねる。

「それにしても、お前は今日も元気一杯だな。一応多感な年とし頃ごろだろう？　なにか悩みのひとつでもないのか？」

「悩み？　う～ん、最近寒くなっちゃったことかなあ……？」

「お前寒いの苦手だもんな」

　そういや毎年冬になると、なずなはよくうちの飼い猫と一緒に、コタツで丸くなっていたっけ。などと突っ込みを放棄して当時のことを思い返していたところ、話を聞いていたマキナが少し心配そうに口を挟んできた。

「ねえなずな、本当に悩みはないの？　この前、もうすぐ実力テストがあるとか言ってたわよね？　勉強の方は大丈夫なの？」

「……なんだかわたし、急に月曜日の朝みたいなテンションになっちゃった」

　いままでテストのことをすっかり忘れていたのか、しょんぼりと肩を落とすなずな。

　まあ自業自得だな。オレは苦笑をもらし、軽くなずなをたしなめる。

「いつも遊んでばかりいるから、そんなテンションになっちゃうんじゃないのか？　これからはオレのようにきちんと予習復習をしたらどうだ？　その方が楽だと思うぞ？」

「でもねお兄ちゃん、若い頃ころの苦労はね、買ってでもするものなんだよ」

「微妙に意味が違わないか、それ……」

　しかしなずなも来年は受験生なわけだし、今回はオレが勉強を見てやろうか。

　と、そんなことを考えていたところ、それまで静観を保っていた聖ひじりが柔らかな微笑ほほえみを浮かべ、そっとなずなの肩に手を載せた。

「なずなちゃん、よかったら、私が勉強を見てあげようか？」

「……いいの？」

「もちろんだよ。せっかくだから、私だけじゃなくて薫かおるさんにも協力してもらおう。薫さんは教えるのが上う手まいし、今度三人で勉強しようか」

「うん！　ありがとう聖お姉ちゃん！　勉強のあとは一緒に遊ぼうね！」

「あの、なずなちゃん、テストが終わったあと遊ぼうな？」

　微苦笑をもらしてなずなの頭を撫なでる聖。ぎゅっと聖に抱きつくなずな。そしてどうしてか、切ない顔をしてオレの服の袖そでを掴つかむマキナ。

「……忍しのぶ、あたしが言いたかったこと、全部聖に言われちゃったわ」

「言いたかったこと？　ふむ、『テストが終わったあと遊ぼう』ってやつか？」

「そうそう、なずなったらエルニとはよく遊んでいるのに、あたしとはあまり遊んでくれないから──って、違うわよ！　勉強を見るって話！」

　ひょっとしたら、その話がしたくて実力テストのことを持ち出したのかも知れない。

　きっとマキナもなずなの前でお姉さんぶりたかったのだろう。じっと聖たちの様子を眺め、彼女は再び切ない顔になる。

「なんだか、なずなは聖にすごく懐なついているわね。あたしのことは『マキナちゃん』なのに、聖のことは『聖お姉ちゃん』って呼んでいるし……」

「羨うらやましいのか？　それならお前もなずなに『お姉ちゃんと呼んでくれ』とでも頼んだらどうだ？　なずななら応こたえてくれると思うぞ？　恥ずかしくて直接頼むのが無理なら、代わりにオレが──お前のことを『姉さん』と呼んでやろう」

「……いいの？」

「もちろんだ。せっかくだから、オレだけじゃなくてかおるんにも仲間に入ってもらおう。ふたりでお前のことを『姉さん』と呼んでやるからな」

「うん！　ありがとう忍しのぶ──なんて言うわけがないでしょう！　どうしてそうなるの!?　あたしの代わりに忍がなずなに頼んでよ！　大体、忍が弟で薫かおるが妹であたしが姉なんていやよ！　忍に至ってはダメなところばかりだもの！」

「ダメなところばかりですまん。だけどそんなダメさ加減が、女性の母性本能をくすぐったりしないものかな……マキナ姉さん」

「まあ、少しは可愛かわいいと思うけど──って、なにさり気なく呼び方を変えてるの！　恥ずかしいからやめてよ！」

「……姐あね御ごの方がよかったか？」

「尚なお悪いわよ！」

　うーむ、どうやらお気に召さなかったようだ。オレは腕を組んで数秒考えたのち、ぽんと掌てのひらを叩たたいて冗談を飛ばす。

「よし、それじゃあ今度はオレがお前の兄になってやろう」

「な、なんでそういう話になるのか、全然わからないんだけど……」

「いやなに、お前もオレの妹になったら、自然とお前はなずなの姉になるわけだろう？　そうなったらなずなもお前のことを『お姉ちゃん』と呼んでくれるかも知れないぞ？　試しにやってみたらどうだ？　もしこれがきっかけでなずながお前のことを姉のように思ってくれたら、もう万々歳じゃないか」

「……一理あるわね。わかったわ。やってみる」

　いやいや、納得する要素は一理どころか一ミリもないからな？

　と、オレが胸中でそう突っ込む中、マキナはその気になってしまったらしく、コホンと咳せき払ばらいをひとつ。わずかに頬ほおを赤くし、上目遣いでオレを見つめてくる。

「えっと、今度あたしと一緒に買い物に行きましょう、忍お兄さま」

　い、いかん。想像以上の破壊力だ。マキナが妹だったら猫可愛かわいがりするかも知れん。

「ん？　どうしたの忍お兄さま。なんだか顔が赤いけど……もしかして、照れてるの？」

「……妹よ、いくら相手が大好きなお兄様だからって、ひとの心を読むのはやめてくれ」

「え？　まさか本当に照れてるの？　そ、それじゃあ、今日はずっと、忍のこと『忍お兄さま』って呼んであげてもいいわよ？」

　なにやら上機嫌な様子のマキナ。対してオレたちの様子を見ていたなずなは「……マキナちゃんが、わたしのライバルになっちゃうかも」と不安そうであり、聖ひじりの方は「忍くんはああいうのが好きなのかな……」と、微妙に勘違いをしていた。

　そんなふたりを視界の端に収めつつ、そろそろオレも冗談をやめることにする。

「なあマキナ、この遊びはこのあたりで終わりにしないか？　なんか、エルニやかおるんがふざけてお前の真ま似ねをしそうで怖い」

「それもそうね……って、いま忍しのぶ『遊び』って言ったでしょう！　またあたしを騙だましたのね！　忍のバカ！」

「……バカですまん。だけどそんなバカなところが、女性の母性本能をくすぐったりはしないものか──あっ、痛い。謝るから耳を引っ張るのはやめてくれ」

　なんてやり取りをしながら、それからなずなといつもの場所で別れ、聖ひじりとマキナと肩を並べて学校を目指していたところ、不意に冷たい風が吹き、オレは小さく身体を震わせた。

　……なずなの言う通り、ほんとに寒くなってきたな。

　これから朝起きるのがますます辛つらくなりそうだ。オレが再び身震いをしていると、なにを思ったのか、聖が控え目にこちらの腕を取り、途端むにゅんという弾力が肘ひじに触れた。

　聖のふっくらとした豊潤な乳房。

　それが押しつけすぎず、離れすぎずの絶妙なタッチで身体に当たっている。さらに聖はわずかな躊ちゆう躇ちよのあとぎゅっとこちらに抱きつき、むっちりとしたふたつの膨らみに挟まれるオレの腕。この感触は堪らない。

　自身の鼓動が高鳴る中、聖は頬ほおを上気させ、窺うかがうようにオレを見つめてくる。

「あの、こうすれば寒くないと思ったんだけど、どうかな……忍兄さん」

　先ほどのマキナの影響か、照れた様子で呼び方を変える聖。

「……聖、それはもういい。妹プレイは飽きた」

「もう飽きちゃったのか!?　あんなに楽しそうだったのに……」

「すまんが熱し易やすく冷め易い年とし頃ごろなんだよ」

　なんて軽口を叩たたきつつも、実際のところは頬がかなり熱い。そっと彼女から目を逸そらしたところ、何な故ぜかマキナが聖に対抗するように勢いよくオレの腕を掴つかんだ。

　瞬間、今度はボリュームたっぷりの乳房がふにゅんと身体に押しつけられる。

　まろやかで温かく、柔らかさと弾力感に富んだマキナの両の胸。それは聖の胸よりも強く腕に当たり、こちらの頬が一層熱くなる中、マキナは眉まゆを寄せて聖に目を向ける。

「……聖も懲りないわね。また例の誘惑？」

　マキナの言う誘惑とは、おそらく陰陽術のことなのだろう。

　男性の陽ようの気と女性の陰の気を混ぜ合わせて身体能力を高める房ぼう中ちゆう陰おん陽みよう術じゆつ。

　これを使うためにはエッチなことをする必要があり、退魔士である聖は術によって能力を高めようと、以前はなにかあるたび、オレに誘惑を仕掛けていた。

　しかしいま思えばあれらの誘惑は全部、オレへのアプローチだったのかも知れない。マキナの質問に、聖は頬を赤くしたままきっぱりと否定して返す。

「マキナさん、これは誘惑なんかじゃないぞ。陰陽術は関係ない。私は忍くんのことが好きだから、こうしていたいんだ」

「忍のことが好き？　それはわりと前からじゃない……って、ええっ!?　なによそれ！　もう告白しちゃったの!?」

　瞳ひとみを見開いたあと、何な故ぜかマキナは涙目になり、さらに強くオレに抱きついてくる。

「ひ、聖ひじり、考え直した方がいいんじゃないかしら？　忍しのぶなんかを好きになったら、きっと苦労するわよ？　ほら、なんと言うかその、忍は女たらしだし、目付きだって悪いわ」

「それでも私は忍くんがいい。確かに忍くんはあまり目付きがよくないけど、ちゃんと見たら優しい顔をしているってわかるし、時々すごく可愛かわいい顔にもなる」

「そ、それはそうだけど、でも、忍はいつも妙な冗談ばかり言うわよ？」

「うん、忍くんは照れ隠しのときなんかに、すぐ冗談で誤ご魔ま化かすって、薫かおるさんも愚痴っていた。だけど私は照れ隠しだけじゃないと思う。忍くんは見た目が少しだけ怖いから、他人を怯おびえさせないようにって、冗談で場を和まそうと努力しているんじゃないかな？」

「そうだったの？　知らなかったわ……」

　……オレも知らなかった。

　などとジョークを飛ばそうと思ったものの、どうにもできそうになかった。

　聖とマキナの甘い匂においと柔らかなぬくもりに動揺していたのもある。さっきから擦れ違う人々がオレに冷たい視線を向けているのも気にはなる。本当はこのあたりで注意をした方がいいのだろうが、なんだか口を挟める雰囲気ではなかったのだ。

　しかしまあ、しばらくしたらふたりも落ち着くだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      

　と、そう楽観していたものの、校門に近づくにつれて自然と生徒たちの数が増える中、聖ひじりとマキナは未いまだにオレの腕にくっついたまま口論を続けていた。

　周囲の人々の視線を独占である。

　こちらへと突き刺さる嫉しつ妬とや殺意にも似たみんなの眼まな差ざしが少し痛い。もっとも、聖もマキナも学校では男女問わず人気があるみたいなので、これは無理もない話かも知れない。

　が、そろそろやめて欲しい。ふたりは周囲の視線に気づいていないのか、それぞれオレの腕を取ったまま、わずかに声のボリュームをあげる。

「聖の言う通り、忍しのぶにはいいところもあるわ。だけど、忍はよくセクハラをするわよ？　あたしも何度か胸やお尻しりを触られたもの。聖はセクハラをされてもいいの？」

「忍くんはわざとセクハラをするような人じゃない。それに忍くんにだったら、私はどんなことをされてもいい。忍くんが望んでくれるのなら、その、私も嬉うれしいから……」

「ど、どんなことをされてもいいって……なんでそんなにも大胆なのよお！　やっぱり聖はムッツリスケベだったのね！」

「わ、私はムッツリスケベなんかじゃないぞ！　忍くんだからいいんだ！　忍くん以外の人にこんなことは言わない！」

　校門前であるのにも拘かかわらず、白熱した様子のマキナと聖。彼女たちがそうこうしているうちに、とうとう後輩と思わしき女の子たちがこちらへと近づいて来た。

　聖のファンの娘たちだろうか？　彼女たちは一様にキッとこちらを睨にらんでおり、とりあえずオレは控え目に声を掛けてみる。

「えっと、なにか用か？」

「ひぃ！　こ、怖くなんか、ないわよ！」

「そ、そうよ！　脅しには屈しないわ！」

「五ご行ぎよう先輩はあたしたちが守るんだから！」

　言葉とは裏腹に、女の子たちは怯おびえた様子で脚を震わせている。なんだか見ていられない。あまり怖がらせるのも悪いと思い、オレはぎこちなくも笑みを作ってみたのだが、

「ヤ、ヤクザ！　人殺し！　悪魔ぁ！」

「やっぱり私たちじゃ無理よ！」

「……ご、ごめんなさい！　わたしたち調子に乗っていました！」

　目に涙を浮かべ、引き止める間もなく、そそくさと逃げ去って行く女の子たち。

　なかなかに傷つく反応だ。オレが小さく肩を落とし、さすがに聖とマキナが言い争いを止める中、今度は見知った女の子がこちらに近づいて来た。

　彼女はクラスメイトでありオレの幼おさな馴な染じみ、南みなみ桜花おうかだ。

　愛らしく大きな瞳ひとみ。花びらを思わせる薄紅色の唇。Ｆカップと噂うわさの巨乳は彼女が歩みを進めるたび存在を主張するように豊かに弾み、ついついその動きを目で追いそうになっていたところ、

「忍しのぶちゃんおはよう！」

　南みなみは挨あい拶さつと共に軽くジャンプ。そのままこちらへと抱きついてきた。

　すると量感たっぷりの乳房が顔に当たり、両りよう頬ほおになんとも言えない柔らかさを覚えたものの……これでは息ができない。オレが酸素を求めてもがく中、南はさらに強く抱きつき、すぐさまマキナが注意を飛ばす。

「ちょ、ちょっと、なんであんたまで忍に抱きつくのよ。早く忍から離れなさい」

「えー、忍ちゃんに抱きつくのなら、あたしも混ぜてよ。友達同士のスキンシップだよ。それにほら、忍ちゃんだって喜んでくれているしね。さっきからあたしの胸にいっぱい顔を擦こすりつけて……ちょっと気持ちいいかも……」

「あの、南さん？　よく見てくれ。なんだか忍くん、少し苦しそうなんだけど……」

　そんな聖ひじりのたしなめるような声が聞こえたと思ったら、南までオレに抱きついたせいか、周囲のざわめきが一層大きくなる。なにやら、

「南なん条じよう君ったら、校門の前でまたすごいことをしているわね」「さすが南条。俺おれたちができないことを平然とやってのける」「そこに痺しびれる憧あこがれる」「だけどやっぱり羨うらやましいよ。ボクも南条君に抱きつきたい！」「わたしも女装した南条くんに抱きつきたい！」

　などとクラスメイトのものと思わしき、のほほんとした声が耳に触れるが、それはあくまでも少数だ。大半の生徒たちは、

「五ご行ぎよう先輩やオランジェロ先輩だけでは飽き足らず、あんな巨乳の先輩といちゃいちゃしてるなんて……！」「許せないわね」「呪のろってやる！　四六時中！」「いいえ、呪うだけなんて生温いわ。この場で八つ裂きにしてやりましょう」

　といった具合で穏やかではない様子。なんとか南を引き剥はがしたところ……剣道部の連中だろうか？　視線の先で数人の女の子たちが竹刀を片手にじりじりとこちらに近づいて来る姿が確認でき、彼女たちは一様に不気味な笑みを浮かべている。

　……これはどう説得したものか。

　相手が男でも女でも暴力で解決するのは好きじゃない。オレが腕を組んで悩んでいる中、聖が一歩踏み出し、静かに口を開いた。

「みんな待ってくれ。少し落ち着いて欲しい。竹刀なんて持ち出したらダメだ」

「で、でも、五行先輩、そこの不良が──」

「忍くんは不良なんかじゃない」

　女の子の言葉を遮り、聖は強い口調で言う。

「忍くんは私の大事な人だ。みんなが私のことを心配してくれるのは嬉うれしいけど、忍くんのことを悪く言わないでくれ。忍くんが傷つくのはいやだ」

　珍しく怒ったような口振りの聖。しんと静まり返る周囲の生徒たち。これは嵐あらしの前の静けさというやつじゃないだろうか？

　胸中でオレが冷や汗をかく中、聖ひじりは「行こう忍しのぶくん」と優しくこちらの手を取って歩き出し、しばらくすると背中から、

「だ、大事な人ってどういうこと!?」「ま、まさか、五ご行ぎよう先輩はあの悪人面の男の事が好きなの!?」「あなたたち落ち着きなさい！　きっと五行先輩はあの男に身も心も調教されてしまったのよ！」「な、なに言ってるのあんた！　自分こそ落ち着きなさいよ！」

　と、そんな風に騒ぐ生徒たちの声が響き渡った……。



　●　　●　　●



　いつも通りに授業は進み、そのまま迎えた昼休み。用事を済ませたあと、オレが教室に戻って自分の席につくと、隣からマキナが少し心配そうに話しかけてきた。

「おかえり忍。後輩の女の子たちはなんだって？」

「さあ？　悲鳴だけしか聞けなかったからよくわからん」

　鞄かばんから弁当箱を取り出しながらそう返し、オレは胸中で小さくため息をつく。

　実は今朝の一件のせいか、休み時間のたびに『五行先輩について話がある』と手紙や人ひと伝づてなんかで呼び出され、見知らぬ生徒たちに会いに行ったものの、どいつもこいつもひとの顔を見るなり怯おびえた様子で逃げ去って行くのだ。

　失礼にも程がある。

　しかしああいう反応は慣れているのであまり気にせず、鼻歌混じりに弁当箱の包みを開いていると、マキナがどこか呆あきれた口振りで言う。

「ねえ忍、聖は学校でも人気があるんだから、あまりファンの娘たちを刺激しない方がいいと思うわよ？　悲鳴をあげられるなんて……一体なにをしたのよ？」

「別になにもしていないぞ？　刺激を与えたつもりもない。ただ笑ってみただけだ。そしたら逃げられた。まあオレぐらいロックになると、ただ存在しているだけで十分刺激的なんだろう……って、なんで急に頭を撫なでるんだよ」

　ボケたんだから突っ込んで欲しかったのだけれど、多分マキナも慰めてくれているんだと思う。だから特に抵抗はせず、されるがままになっていたところ、視線の先でクラスメイトたちに囲まれていた聖がそっとその輪から外れ、こちらに近づいてくるのが見えた。

　聖の手には弁当箱が握られており、彼女は笑顔で声をかけてくる。

「忍くん、マキナさん、よかったら、私も一緒にいいかな？」

「ん？　珍しいな。みんなと一緒に食べないのか？」

「えっと、今日は朝からみんな騒いでいて、質問攻めにされるから少し困っているんだ」

　……なるほど。避難してきたというわけか。そういや質問攻めにされるといえば、聖も休み時間なんかによく呼び出され、廊下で誰だれかと話をしている姿を見かけたな。

「それじゃあ、今日は一緒に食べるか」

「うん。ありがとう忍しのぶくん……」

　礼を言いながら聖ひじりは空いた椅い子すを借り、何な故ぜかじっとマキナを見つめる。正確にはオレの頭を撫なでるマキナの手を凝視している。

「なんだ、ひょっとして羨うらやましいのか？」

「え？　あの……うん。私も忍くんの頭を撫でて──」

「ではオレが代わりに聖の頭を撫でてやろう」

「えっと、忍くん？　私は頭を撫でられたいんじゃなくて、逆に撫でたいんだけど……」

「遠慮するな」

「な、なんだか、忍くんがちょっと強引だ」

「気にするな」

　マキナと揃そろって聖にまで頭を撫でられたら恥ずかしくてたまらない。

　若干焦りつつ、オレは聖の頭に手を伸ばした。すると艶つややかな黒髪が指先をくすぐり、聖も特にいやがった様子もなく、気持ち良さそうに目を細める。

「んぅ……これ……すごくいいかも……声が出ちゃいそうだ……」

　どうやら喜んでくれているようだ。

　そっと髪の中に指を入れて梳すいてみると、サラサラの髪は指通りもよく、中に篭こもっていた熱を感じた。そして聖の方は幸せそうに頬ほおを緩めていたので、しばらく頭を撫で続けていたのだが、

「やぁ……」

　ふとこちらの小指が耳に触れた瞬間、彼女は妙に悩ましい声をあげる。

「し、忍くん、耳はちょっと、その、困る……」

「どうしてだ？　いやなのか？」

「いやなんかじゃないんだけど……うぅん……くすぐったいから……」

「ふむ、くすぐったいか……」

　なにやら悪戯いたずら心ごころが湧わいてきた。

　どうにもそれを抑え切れず、触れるか触れないかのフェザータッチでゆっくりと形の良い耳をなぞっていくと、聖はビクッと身体を震わせ、甘い声をもらしはじめる。

「あぁん……忍くん、意地悪だ……んぁ……ダメなのに……」

「ふふ、ダメだと言うわりには、気持ち良さそうな顔をしているぞ？」

「そんなこと……ぁん……言わないで欲しい……」

　頬を朱に染めあげ、恥ずかしそうに目を伏せる聖。

　……これはまずい。ただの悪戯のつもりだったのだけれど、このままだと歯止めがきかなくなりそうだ。とりあえず胸中で深呼吸を繰り返して気を鎮めていたところ、今度はマキナが軽くこちらの服の袖そでを引いてきた。

　……なんだか怒られそうな予感がする。

　そう思っておそるおそる振り返ったものの、マキナは別段なにも言わず、どうしてか気まずそうに教室の扉を指差す。

　なんだろう？　怪け訝げんに思って彼女の指先を目で追うと……開かれた扉の隙すき間まや教室の窓から、複数の女子生徒たちの姿が確認できた。彼女たちも聖ひじりのファンなのだろうか？　みんな目付きを鋭くしてこちらを見つめており、口々に低い声をもらしている。

「や、やっぱり、噂うわさは本当だったのね」「五ご行ぎよう先輩がヤクザに脅されて交際を迫られているだなんて……！」「あのヤクザ、獣のような目で五行先輩の髪に触っていたわ」「五行先輩が可哀かわい想そう……」

　もしもオレの目付きがもうちょっとマシだったら、妙な噂も広がらなかったのかも知れない。しかしまあ、人の噂も七十五日。

　特に気にもとめずオレが軽く手を振って応じたところ、女の子たちは「き、聞こえちゃったのかしら」と顔を青くし、聖の方は勢いよく席を立った。

「どうした？　トイレか？」

「ち、違う。ちょっと誤解を解いてくる。忍しのぶくんもマキナさんも先に食べていてくれ」

　そう言うが早いか、女の子たちのもとへと駆け寄っていく聖。対してそれまで黙っていたマキナは机に頬ほお杖づえをつき、小さなため息をこぼした。

「……人気者も大変ね」

　いや、お前も陰で『女王様』とか呼ばれて多くの生徒たちに慕われているんだぞ？

　と、口を挟もうかと思ったが、ショックを受けそうなのでやめておいた……。



　その後クラスの連中から、「苦労は多いと思うけど、頑張れよ南なん条じよう」「応援してるからね」「でも五行さんが羨うらやましい」「……加か藤とう君はそればっかりだよね」などと温かく声をかけられ、その一方で見知らぬ生徒たちから嫉しつ妬との眼まな差ざしを受け続けたのちの放課後。

　クラスメイトたちとお喋しやべりを楽しむマキナの姿を横目で眺めていると、いつもならすぐに部活に行く聖が竹刀袋を肩にこちらへと近づき、小さく頭を下げた。

「ごめん忍くん。今日は私のせいでいっぱい迷惑をかけたと思う。こんなことになるなんて考えていなくて……」

「まあ気にするな。別に謝らなくてもいい。緊張感を楽しんでいたから平気だ」

　事実、あの程度なら可愛かわいいものだろう。それにクラスの連中も味方になってくれている。

　……オレが中学のときはいま以上に怖がられていて、ほとんど話し相手もいなかったから、クラスメイトたちの反応は本当にありがたい。だからオレは笑顔を浮かべたのだけれど、聖ひじりは少し不安そうにこちらの肩に手を載せる。

「忍しのぶくん、もしなにかあったらすぐに教えて欲しい。私がちゃんと忍くんを守るからな」

「う～ん、そこまで心配しなくてもいいんじゃないか？　聖のファンは女の子が多いんだろう？　相手が女の子なら……甘い言葉で落としてみせるさ」

「……なんだかすごく心配になってきた。忍くんなら本当にやりそうだ」

「おい、お前もなかなか失礼なことを言うようになったな」

　つーか、冗談を本気にしないでくれ。

　思わずオレは苦笑をもらしたのだが、聖は真面目まじめな面持ちで言う。

「忍くんは薫かおるさんと同じで自分の魅力に気づいていない。きっと忍くんが本気になったら、後輩の娘たちもみんな忍くんを好きになると思う。それはいいことなのかも知れないけど、これ以上ライバルが増えるのは、その、やっぱり困る」

「だ、だが人はライバルがいることで、より高みを目指せるのではないのか？」

「……誤ご魔ま化かさないで欲しい」

　じっとオレの目を見つめ、聖はわずかに頬ほおを上気させる。

「忍くんも男の子だから、色んな女の子に目移りしちゃう気持ちはわかる。だけどもし忍くんが私を選んでくれたら、一生懸命頑張る。私ができることならなんでもする。ちゃんと忍くんを満足させてみせるから……」

　ま、満足させる？　オレを？

　大胆な発言を受け、不意に、今朝聖が見せたＭ字開脚が思い出された。さらに彼女のたわわに育った胸元や引き締まったウェスト、そして見事な美脚に目が行きそうになる中、聖はさらに頬を赤らめて「だから」と続ける。

「もうちょっとだけでいい。私のこともしっかり見て欲しい」

　言いながら聖は顔を伏せ、「……ルナさんだけじゃなくて、私のことも……」となにかを口にしたが、その声はあまりにも小さく、よく聞き取ることができなかった。

　オレが首を傾かしげていたところ、

「話はそれだけだから」

　と、締め括くくり、聖は軽く手を振って教室を出て行く。一方残されたオレは小さく肩を落とし、そのまま机に頬を預けた。

　……私のこともしっかり見て欲しい、か。

　結局、彼女の言葉になにも返せなかった。

　なにをやっているんだろうな、オレは。このままではいけないと考えていたのに、実際はこの体たらくだ。後悔ばかりが胸に募る。

　覚えず机に頬を預けたまま項うな垂だれていると、まだ帰っていなかったのか、ふと目元涼しげな男と視線が合った。あいつは我がクラスの変態であり、オレの友人の浅あさ田だ耕こう太ただ。

「……どうした南なん条じよう、浮かない顔をしているな」

　怪け訝げんそうにこちらへと近づき、浅あさ田だはわずかに眉まゆをひそめる。

「もしかしてお前、あまりにも五ご行ぎようさんと仲良くなったもんだから、ファンクラブの娘たちに夜道で襲われたらどうしよう、とか考えているのか？」

「おいおい、オレみたいな人畜無害が襲われるのなら、お前みたいな変態は今いま頃ごろ七回ぐらい刺されているわ」

「ははは……違わねえや」

「違わないのかよ！　目がちっとも笑ってねえから怖いぞおい！」

　勢いよくオレが突っ込む一方、浅田は「まあ冗談はともかく」と少しだけ口調を正す。

「ファンクラブのことなら心配しなくてもいいと思うぞ。ちょっと調べてみたんだが、クラブの会長はお前と同じ中学出身らしい。色々とお前の噂うわさも聞いているようだから、滅めつ多たなことでは手を出してこないんじゃないか？」

「ちょっと待て。オレの噂ってなんだよ？　どんなやつだ？」

「ヤクザの若頭とか殺し屋とか、そういう感じのやつ」

「……わかった。それ以上はなにも言わなくていい。どうせオレは悪人面だ」

「そう落ち込むなよ南条。ファンクラブの連中なら俺おれがなんとかしてやる。だからお前はいままで通りに振る舞っていればいいんだよ」

「……」

　浅田の気遣いは素直に嬉うれしい。ファンクラブの連中のことも少しは気になっていた。しかし本当に、いままで通りに振る舞っていていいのだろうか？

　聖ひじりの気持ちから、逃げ続けているというのに……。

　気がつくと握り締めていた拳こぶし。そっとそれを解いて浅田に礼を言い、それからオレは教室を後にする。

　ちなみに、マキナはクラスの女子に誘われて遊びに行ったらしく、オレがひとりで廊下を歩いていたところ、部活はどうしたのか、視線の先で聖の姿を捉とらえた。

　相変わらず聖は複数の生徒たちに囲まれており、彼女の佇たたずまいには華がある。

　けれど、聖はオレと目が合うや否や微笑ほほえみを浮かべ、周りの生徒たちからも離れ、瞳ひとみを輝かせながらこちらへと駆け寄ってきた。

　……どこか無邪気で、愛らしい笑顔。それは彼女が普段クラスのみんなや後輩たちに向けているものとは少し違っていて、いつもの凜り々りしさはなかったけど、もう少しだけあの微笑みを独占したいと、身勝手にもそんなことを思う。

　そんな中、聖はオレに笑顔を向けたまま、わずかに声を弾ませた。

「忍しのぶくん、これから帰るところなら、途中まで一緒にいいかな？」

「ああ、それは構わないけど、部活はもう終わったのか？」

　まだ時間も早い。少し怪け訝げんに感じていたところ、聖ひじりがそっと耳打ちをしてきた。

「……部活の途中で仕事の連絡が入ったんだ」

「なるほど。早退したわけか」

　オレも小声で返しながら、先ほど聖の傍そばにいた生徒たちにチラリと視線を移す。

　おそらく、聖は生徒たちの目を気にして耳打ちをしたのだろう。彼女は自分が退魔士であることを隠している。しかし聖の温かい吐息が耳に触れ、彼女の艶つややかな黒髪も肩に触れ、いい匂においまで漂ってくるものだから、やはり少し落ち着かない。

　さらに生徒たちもどこか睨にらむようにしてオレのことを見つめていた。

「……なあ聖、一緒に帰ることには賛成なんだが、あいつらのことはいいのか？」

　生徒たちに視線を向けたまま訊たずねると、

「大丈夫だよ。みんなが話しかけてくれたのは嬉うれしいけど、そろそろいかないといけないんだ。一緒に帰ろう」

　言葉と共に、また無邪気な微笑ほほえみを見せてくれる聖。

　みんなと一緒にいるよりも、オレと一緒の方がいいと、そう思わせるような微笑み。

　その笑顔に応じるように頷うなずき、オレは聖と肩を並べながら学校を出る。それから彼女の凜りんとした横顔に目を奪われつつも、何気なく口を開いた。

「それにしても、家の仕事もあって部活も続けていて……大変だな」

「う～ん、大変だと言われればそうなんだけど、それでも部活は続けたいな。剣道はいい息抜きになるんだ」

「息抜き？」

「うん。みんなと一緒にスポーツで汗を流すのは楽しい。退魔の稽けい古こや仕事なんかだと、どうしてもそうはいかないから……」

「そうか、それで続けているんだな」

　確かに聖の言う通り、退魔の稽古等には、スポーツのような爽さわやかさはない気がする。仕事で悪魔と対たい峙じした際、命を落とす危険性もあるためだろう。剣道のような活人剣とは違い、退魔の技は相手を叩たたき潰つぶすことを目的としたものが多いと思う。

　以前からオレも聖のうちの道場で稽古を受けているため、なんとなくだが、そのあたりのことはわかる。

　と、相あい槌づちを打ちつつそんなことを考えていたところ、聖がこちらに微苦笑を向けた。

「やっぱり、忍しのぶくんも退魔の稽古は少し辛つらいだろう？」

「多少はな。だけどそれ以上に楽しいよ」

　このまま稽古を続けたら、きっと自分はいまよりも強くなれる。そんな予感を覚え、オレが口元を緩めると、聖はわずかに目を丸くした。

「忍くんはすごいな。稽古が楽しいだなんて言う人はあまりいないんだぞ？　そういえば、父さんも忍しのぶくんは驚くほど上達が早いって褒めていた。でも……」

　言葉の途中で微かすかな不安を乗せ、聖ひじりは控え目に訊たずねてくる。

「お爺じいさんの道場のことはいいのか？　ここのところはよく退魔の稽けい古こを受けに来てくれるけど、忍くんは本当に、お爺さんの道場を継ぐつもりはないのかな？」

「ああ、前にも言ったと思うが、爺ちゃんの道場を継ぐつもりはないよ」

　たしか体育祭前だったか？　退魔の稽古を受けに行ったとき、似たようなことを聞かれた記憶がある。そのことを思い返しながら、オレは言葉を続ける。

「こう見えても子供の頃ころ、オレはすごく弱くてな、弱いまま誰だれも守れないのがいやで、爺ちゃんの道場に通ったんだ。目的は道場を継ぐためじゃない。強くなるためだ」



「……忍くんは、誰のために強くなろうと思ったんだろう……」



　ぽつりと、独り言のような響きを持った小さな囁ささやき。

　それを受け、ひとりの女性の姿が脳裏を掠かすめ、オレが言葉に詰まる中、聖はじっとこちらを見つめて、前触れもなく話題を変えた。

「忍くんは、これからもルナさんやマキナさんたちと一緒にいられたら、嬉うれしいかな？」

「そりゃあまあ……あいつらは家族みたいなものだからな」

　質問の意図が読めず、戸惑いながらも頷うなずくと、

「そっか。それじゃあ私は、もっと頑張って仕事をする」

「……ん？　どうしてそうなるんだ？」

「ふふ、秘密だよ」

　悪戯いたずらっぽく、だけど少し誇らしそうに笑う聖。

　今度は言葉の意味がわからず、オレは首を傾かしげながらも、やんわりと声を掛ける。

「仕事を頑張るのもいいけど、あんまり無理はしないでくれよ？」

「うん。ありがとう忍くん」

　聖は微笑ほほえみを濃くして、しばらく足を進めたのち、

「私はこっちだから。またな忍くん。今度なずなちゃんの勉強を見にお邪魔すると思うから、勉強が終わったあと遊ぼう」

「おう、楽しみにしているよ」

　オレが小さく手を振って返すと、聖は微笑んだまま立ち去って行く。多分これから仕事先へと向かうのだろう。

　……オレも仕事を手伝えればいいんだけどな。

　仕事中に聖が怪け我がでもしたらと考えると、どうにも胸がざわつく。退魔の稽古を重ねて早く現場に出て、聖の力になれたらと思う。

　などと思考を巡らせつつ、本屋に寄ろうと駅前に足を伸ばしていたところ、雑踏の中、「忍しのぶさーん」とルナの声が聞こえてきた。

　少し驚いて足を止め、声の方に目を向けると、そこには嬉うれしそうに頬ほおを緩めたルナの姿。彼女は手にスーパーの買い物袋をぶら下げており、笑顔でこちらへと駆け寄ってくるが、

「忍さ──きゃあ！」

　その途中で思いっ切り転んでしまうルナ。さすがにオレは慌てて走り寄る。

「だ、大丈夫か？」

「はい！　卵は無事です！」

　買い物袋の中身を確認し、ルナは大きく頷うなずいて返す。

「うん、もっと自分の身体のことを心配してくれ」

　卵なんていくらでも替えがきくだろう。

　オレが優しく手を取ると、ルナは「どうして転んでしまうんでしょう？」と不思議そうに首を傾かしげて立ちあがったのち、こちらに微笑ほほえみを向けてくる。

「これからお帰りですか？」

「まあ、本屋に寄るつもりだが、お前は買い物か？」

「はい、アルバイトが終わったので、夕食の買い出しです」

　……アルバイトか。

　実は最近、ルナは社会勉強と、大学に行くためのお金を貯ためる理由で、浅あさ田だの姉の紹介もあり、近くのファミレスでアルバイトをはじめたのだ。そしていまは研修中である。

　おそらく仕事にもまだ慣れていないだろうし、邪魔をしても悪いと思い、いままで一度も店に顔を出したことはなかったが、研修が終わったら遊びに行ってみようかな。

　なんてことを考えつつ、オレは柔らかく口を開く。

「なあルナ、せっかくだから、今日は一緒に帰らないか？」

「えっと、私もそうしたいんですけど、まだ買い物の途中で……」

　なにやらルナは特売品を買っただけで、これから別のスーパーに向かうところらしい。

　それなら本屋はまた今度にすることにして、オレはルナに付き合い、ふたりで近くのスーパーへと足を運び、そのまま店内へと入る。

　と、オレは買い物カゴを手に持ち、ルナは夕食のメニューを選びはじめた。

　そんな中、刺身コーナーの前で足を止めるオレ。

　……大トロとか食べてみたい。

「忍さん、今晩はなにが食べたいですか？」

「んー」

　やっぱり値段も高いし、買ってくれなんて言ったら怒られるだろうか？

「よかったら、忍さんが好きな麻婆マーボー豆どう腐ふにしましょうか？」

「そうだなあ……」

　しかし夕食に刺身が並べば、なずなもエルニも喜ぶと思う。

「あの、忍しのぶさん、私のお話聞いてくれていませんよね？」

「これはどうしたものか──って、うわぁ！」

　気がついたときには耳に柔らかな唇の感触。甘い吐息。ルナの甘あま噛がみ。思わずオレが我に返ると、ルナは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「忍さん、ちゃんと聞いてくださいね？　今晩はなにがいいですか？」

「あっ、はい、すみません、大トロが食べたいです」

「え？　それはちょっと高いので、巴ともえさんにも怒られちゃいますから……」

「頼む。お前を男と見込んで」

「えっと、私は男性ではありませんよ？」

「ふむ、それならキスをプレゼントするから頼む」

　途端、冗談だったにも拘かかわらず、本気にしてしまったのか、ルナはきょとんとしたあと、迷わず大トロを買い物カゴの中に入れ、ご機嫌な様子で歩き出す。

「い、いやちょっと待ってくれルナ！　ただのジョークだ！　突っ込みをくれ！　ほんとに買わなくてもいいから！」

　焦りながらルナを止めつつ、その後結局、夕食は麻婆マーボー豆どう腐ふに決まり、買い物を済ませてオレたちはスーパーをあとにする。そしてふたりで家を目指していたところ、ふとルナが近くの公園に視線を移した。

　あの公園はこのあたりでも有名なデートスポット、緑みどり川かわ公こう園えんである。

「なんだ、寄って行きたいのか？」

「いえ、今日は夕食の準備がありますから、また今度にします」

　少しだけ残念そうに言葉を返し、歩みを進めるルナ。そんな彼女の足並みに合わせて歩き、買い物袋を持ち直しながら、オレは軽い口調で訊たずねた。

「そういえば、バイトの方はどうだ？　うまくやれているか？」

「はい。お店の人たちはみんないい人ですから、すごく楽しいです」

「……また転んだりしていないか？」

「に、二回ほど、転んじゃいました……」

　ルナは恥ずかしそうに頬ほおを赤らめ、オレは口元を緩めてそっと手を伸ばす。

「もし愚痴りたくなったら、いつでも聞くからな？　大変だとは思うけど、頑張れよ」

　言葉と共に頭を撫なでると、ルナは「ありがとうございます」と微笑んだのち、嬉うれしそうに目を輝かせる。

「頑張ってアルバイトを続けてお金を貯ためて、忍さんと同じ大学に行けたら、今日みたいに一緒に帰れるかも知れませんね」

「ああ、そうかもな」

　ルナがアルバイトをはじめた理由。

　大学を目指したり、社会勉強をはじめたのは、たとえ自分が悪魔でも、人間界に溶け込めるように、ずっとみんなと一緒にいられるようにと、そう考えてのことだろう。

　──私はこれから先もずっと、忍しのぶさんたちと一緒にいたいですから。

　いつかルナが伝えてくれた言葉。

　不意にその言葉を思い返し、ゆっくりと胸の中が温かくなっていく。そしてルナは微笑ほほえんだまま、柔らかく想おもいを紡いだ。

「マキナや聖ひじりさん、それに薫かおるさんとも同じ大学に行けたらいいですね。みんなと学校に行ったり、一緒に帰ったり、たまには寄り道したりして、そんな風に過ごせたら、すごく楽しそうです」

　夢を語るように、幸せそうに口元を緩めるルナ。

　彼女が思い描く未来は、オレの望みでもあり、ルナと一緒に歩く何気ない穏やかな帰り道が、どうしてか妙に愛いとしく感じた……。
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　休日の昼下がり。パリパリとお菓子をかじる小気味いい音が響く中、視線の先にはせんべいの袋を持ったひとりの女の子の姿があった。

　彼女は神を名乗る我が家のボケ担当エルニだ。

　精巧な人形を思わせる整った顔立ち。大きな瞳ひとみはルビーのように紅あかく、ツインテールに纏まとめられた銀の髪は今日も艶つややかに輝いている。また幸せそうにお菓子を食べる仕草は見ていて飽きないが、

「……実はさあエルニ、最近オレ、少し悩んでいるんだ」

　エルニからそっと視線を移し、オレは自室の窓枠に目を向けて静かに切り出す。

「学校での話なんだけどな、みんながオレのこと『鬼』だとか『悪魔』だとか言うんだよ。まあそれはわりと前からなんだけど、ここのところは『ハーレム魔王』なんてあだ名までつけられちまった……」

　多分、それはマキナがいつもオレの傍そばにいることや、聖の行動、南みなみのスキンシップなどが原因なんだとは思う。

「もちろん、クラスの連中はそんなこと言わないし、オレも陰口ぐらいは受け流せる。人の目ばかり気にしていても仕方がないしな」

　気がつくとせんべいをかじる音が消えていた。きっとエルニも真剣に聞いてくれているのだろう。オレは窓に目を向けたまま話を続ける。

「だけど聖ひじりが気にしているみたいなんだよ。マキナも少し心配している。それに浅あさ田だも裏で動いているみたいなんだ。だからオレもなにかした方がいいかなって考えてみたんだが、お前はどう思う？」

　窺うかがうように視線を戻すと、

「……すうすう」

　あろうことか、エルニはせんべいの袋を大事そうに抱え、あどけない顔で寝入っていた。

　その寝顔はとても愛らしいものではある。

　が、オレはわずかに眉まゆを寄せ、ペチペチと軽くエルニの頬ほおを叩たたいた。

「おいこら起きろ。いま真面目まじめな話をしていたんだぞ？　こんなときに寝るなよ」

「んん？　あっ、ごめん。知らない間に寝てた。お菓子を分けてあげるから許してくれ」

「……菓子なんて要らない」

　ひとの話も聞かずに寝ていた癖に、あっけらかんとした顔をしやがって。

　試しに軽く突き放してやろう。そうすればエルニも少しは反省するかも知れない。

「もうお前なんて知らん。早く部屋から出て行ってくれ。そして自分の部屋で好きなだけ惰眠を貪むさぼるといい」

「……え？　な、なんでそんなに怒っているんだ？　いつもの忍しのぶだったら、頬ほっぺたをつねるぐらいで許してくれるじゃないか。ほら、いくらでもつねってくれていいんだぞ？」

　エルニはどこか不安そうにしていたが、オレは悪戯いたずら半分で背中を向ける。

「ふむ、お前が出て行かないというのなら、オレが部屋を出よう」

「う、うわぁあああ！　待ってくれ忍ぅ！　もう絶対居眠りなんかしない！　お菓子も全部あげる！　なんでも言うことを聞く！　お願いだから許してくれ！」

「いやいや、そんな予想以上に反省しなくてもいい。オレも悪乗りが過ぎた。すまん」

　頭を下げつつ、半泣きのエルニからせんべいをひとつだけもらい、オレはベッドに腰を下ろしてため息をこぼす。

「しかしなんでオレは怖がられるんだろうな？　こんなにプリチーなのに不思議だ……」

「う、う～ん」

「なんだエルニ、その『道を歩いているだけで１１０番通報されそうな面をしてどんな妄言だよ。お前を見たら道行くガキも泡を吹くわ』とでもいいたげな顔は？」

「そ、そんな顔なんてしていないぞ！　もう忍に怒られるのはいやだからな！」

「……そうか。悪かった。被害妄想だったようだ」

　再びオレが頭を下げると、エルニは珍しく真剣な面持ちで腕を組んだ。

「確かに忍は目付きが悪いと思う。でもわたしが思うにな、目付きよりも忍の雰囲気の方に問題があるんじゃないか？」

「雰囲気？」

「うん。たとえばルナは優しい感じがするだろう？　マキナは女王様でなずにゃんは仔こ猫ねこ。巴ともえさんなんかは女め豹ひようだな」

「それじゃあオレは？」

「野生の虎とら」

　……そりゃあそんなやつが目の前に立っていたら、普通はビビるな。

「ほら、忍しのぶは格闘技をやっているじゃないか。それでなんと言うか、ただ者じゃないって感じがするんだ。だけど本物の達人なら、そういう雰囲気を出さないって聞くぞ。忍も早く達人になればいいんだと思う」

「まあ、爺じいちゃんや父さんなんかはそんな感じだが、手っ取り早く達人になれたら苦労はしねえよ。他ほかの解決策はないのか？」

「そうだなあ……。いつも笑顔でいるっていうのはどうだ？」

「おお、それならたまにやっているぞ？　こんな感じだ」

　オレが試しに笑ってみせると、エルニはビクッと肩を震わせた。

「……た、食べられるかと思った」

「へっへっへっ、お前、なかなか美味そうだな」

「うわぁああ！　食べないでくれ！　忍のエッチ！」

「こらこら、そういう意味じゃねえよ。かおるんみたいな反応はやめろ」

　こいつめと、軽く頬ほっぺたを突っついてしばらく遊んでいたところ、ふとエルニが部屋の壁時計に目を向け、思い出したように口を開いた。

「そういえば、そろそろ聖ひじりとかおるんが遊びにくるな」

「……エルニ、遊びではない」

「そうだった！　これは戦争だったな！　今日こそかおるんにゲームで勝つぞ！」

「おいおい、遊びたい気持ちはわかるが、聖もかおるんもなずなの勉強を見に来てくれるんだぞ？　今日は我慢しなさい」

　ちなみに聖がうちに来る話は昨日なずなから聞いた。なんでも先日の約束通り、実力テストに向けて勉強会を開いてくれるそうだ。

　もっとも、肝心のなずなは昨夜ゲーム機のコントローラーを握り締め、『わたし明日から本気になる。明日からは欲しがりません、勝つまでは』などと口走り、夜遅くまで遊んでいたため、いまは昼寝の真っ最中。

　まあそれはさて置き……もうこんな時間か。

　暇だし茶菓子でも用意しておこう。オレはゆっくりと立ちあがり、エルニと一緒に部屋を出てリビングに顔を出したのだけれど、

「……ウェイトレスさん？」

　その姿を見た途端、思わず首を傾かしげた。

　白のブラウスにピンクのサスペンダー付きタイトスカート。そして彼女の美脚はブラウスと同じ白色のニーソックスで覆おおわれている。

　ひょっとして、バイト先の制服だろうか？　確か今日も夕方からバイトのシフトが入っていたはずだが、どうしてルナは家であんな格かつ好こうをしているんだ？

　当のルナはソファーに座り、アルバムらしきものを眺めてはうっとりとしており、彼女の傍そばには鋭く整った顔立ちの女性の姿。

　あの見た目だけは若い女性はオレの実の母親、南なん条じよう巴ともえである。なにやら母さんは上機嫌な様子でデジカメをいじくっていたが、オレはルナの方が気になった。

「なあ母さん、なんでルナはあんな服を着ているんだ？」

「ふふ、可愛かわいいでしょう？　アンタはまだ知らないでしょうけど、あれはルナちゃんのバイト先の制服。さっき頼んで着てもらったのよ」

　……やはりバイト先の制服だったのか。

　よし、研修が終わったら絶対に遊びに行こう。

　きっとルナの制服姿を眺めているだけで心癒いやされるに違いない。

　オレがそっと頬ほおを緩めていると、母さんが手に持ったデジカメを軽く振り、こちらに笑顔を向けてきた。

「ねえ忍しのぶ、あたしはこれから写真を撮るつもりだけど、アンタもルナちゃんの写真とか欲しいでしょう？　一枚千円でどう？」

「……母さん、オレの笑顔に免じてデータごと、いやむしろカメラごと寄よ越こせ」

「その笑顔と言葉と手つきだと、まるで盗賊みたいね。カメラが欲しいのなら、アンタもルナちゃんみたいにバイトでもしなさい。まあ写真ぐらいだったら、肩かた揉もみひとつで手を打ってもいいわよ？」

「肩どころか腰や脚まで揉もんでやろう」

「……胸は揉まないでよ？」

「そんなもん誰だれが揉むか！　真顔で妙なことを言うな！」

　勢いよくオレがそう突っ込むと、それまで静かだったエルニがわずかに眉まゆをひそめ、くいくいとこちらの服の袖そでを引いてきた。

「忍、巴さんはかおるんと同じＤカップなんだぞ？　揉みたいと思う人はいっぱいいると思う。『そんなもん』なんて言い方をしたらダメだ」

「そ、そうか。すまなかった──じゃねえよ！　なんでオレが怒られているんだ！　つーかＤカップなんて情報は要らねえんだよ！」

　しかしかおるんもＤカップだったのか。

　内心でオレが少しドキドキしていたところ、騒いでいるうちにルナも夢見心地から戻ってきたのか、「あっ」とオレとエルニに目を向け、笑顔で話しかけてきた。

「忍しのぶさんもエルニちゃんも見てください。すごく可愛かわいいんですよ」

「ああ、そのウェイトレスの制服、よく似合っていて可愛いよ」

「いえ、そうじゃないんです。写真のことですよ」

　……照れをおして感想を伝えてみたのに、ルナには笑顔のままスルーされてしまった。

　若干の切なさを胸に抱いている中、ルナが差し出したのは一冊のアルバム。

　広げられたページにはなんとも愛らしい顔をした赤ん坊の写真。そして『忍君・生後三ヵ月・お昼寝中・巴ともえが何度も「愛してる」と繰り返しているから、ちょっと嫉しつ妬とした』という父さんが書いたと思われるコメントが確認できた。

「ふむ、この赤ん坊、将来は有望だな。光ひかる源げん氏じも夢ではないだろう」

「……当時はあたしもそう思っていたのよね」

　オレのジョークを受け、母さんは深いため息をつく。

「赤ん坊の頃ころは純じゆん粋すい無む垢くって感じだったのに、いまは光源氏どころかメフィストフェレスね。悪魔のような不吉さがあるだけよ。一体どうしてこうなっちゃったのかしら？」

「きっと母さんに似ちゃったんだな」

「……アンタぶっ飛ばすわよ？」

　と、母さんが拳こぶしを鳴らした途端、ルナがむっと眉まゆを寄せて口を挟んできた。

「巴さん、忍さんは不吉なんかじゃないです。忍さんすごく格かつ好こういいんですよ？　変なことを言わないでください」

「や、やーねルナちゃん。冗談に決まっているじゃない。ルナちゃんの言う通り、忍は格好いいと思うわ。ええほんとに……」

　どこか焦った様子で、素早くルナから視線を逸そらす母さん。

　相変わらずルナには弱いな。オレが苦笑をこぼす中、ルナはエルニと一緒に再びアルバムを眺めはじめ、どこか色っぽい吐息をもらす。

「あぁ……私もこんな可愛い赤ちゃんが欲しいです……」

「それならルナちゃん、忍にでも頼んで──むぐ」

　おかしなことを言う前に、オレは母さんの口を掌てのひらで塞ふさぐ。

　すると母さんはやんわりとオレの手を振り払い、そのまま言葉を変えた。

「でもルナちゃん、赤ちゃんを育てるのも結構大変よ？　忍の場合は『おっぱいが欲しい』ってよく泣き出して、それを見た旦だん那なが『ボクも』なんてふざけて……すごく可愛かったわね。旦那が……」

「あんたどれだけ父さんのことが好きなんだよ？」

　半ば呆あきれてそうコメントするものの、母さんは特に気にした様子もなく、なにか妙なことでも思いついたのか、ポンと手を叩たたいて悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみをひとつ。

「ねえルナちゃん、せっかくだから、いまから赤ちゃんを育てる練習をしてみない？　練習台になってくれる人なら……ここにふたりもいるしね」

　言葉と同時に、母さんがエルニとオレの肩を叩たたいた瞬間、

「神、まだ見ぬ明日に向かって逃亡！」

「オレたちの戦いはこれからだ！」

　さすがのエルニも赤ちゃんになるのはイヤなのか、さっと立ちあがって逃走を試み、こちらもそれに続こうとしたのだが、ガシッとオレだけ母さんに肩を掴つかまれた。さらに視線の先ではルナが目を輝かせ、満面の笑みを見せている。

　前方には天然エロスお姉さん。後方には我が家の暴君。これはもうダメかも知れない。オレはゴクリと生なま唾つばを呑のみ込んだ。



　……その数分後である。



　オレは赤ちゃん抱っこというなんとも恥ずかしい格かつ好こうでルナの腕の中にいた。

　普段なら彼女の甘い匂においや柔らかなぬくもりによって心満たされていたとは思う。だがいま胸にあるのは羞しゆう恥ち心しんだけだ。

　こちらの頬ほおが熱く火照る中、何な故ぜかルナは練習に乗り気な様子であり、優しい声音と共にそっとオレの頭を撫なでてくる。

「忍しのぶさん、そろそろお昼寝の時間ですよ。ねんねしましょうね？　ママが子こ守もり唄うたを歌ってあげますよ？」

「──唄うたはロックで頼むぜ母さん。夢の中でもバイクに跨またがりたいんだ」

「もう、忍さん、赤ちゃんが喋しやべったりしたらダメです」

「……赤ん坊に言論の自由はないのか？」

「そ、そんなことはないんですけど、できれば赤ちゃん言葉で喋って欲しいです」

「おい、無む茶ちやを言うな。ロックでクールなオレがそんな真ま似ねできるわけがないだろう。数少ないオレのファンたちを裏切れとでもいうのか？」

「……どうしても、ダメですか？」

「いいえ、『期待を裏切り予想を超える』のもアイドルの務めです。やってみましょう」

　ああ、オレもルナに弱いな。

　しかしルナも楽しそうだし仕方がない。オレは肩をすくめて唇を噛かみ締めたのち……きちんと練習に付き合うことにした。

「それじゃあ忍さん、いまからお昼寝をしましょうね」

「……や」

「えっと、忍さんはまだ眠たくないんですか？」

「ん……」

　肯定するように頷うなずくオレ。一応断っておくが、普段はもっとクールでニヒルなんだぜ？　なんて心の中で言い訳をしていたところ、それまで静観を保っていた母さんが思いっ切り噴き出すや否や、口元を押さえて忍び笑いをこぼしはじめた。

　……あ、なんか、死にたい。うまく言えないけど、やっぱり死にたい。マジでなにやっているんだろう、オレ……。

　きっとルナも気持ち悪いと思ったに違いない。ちょっぴり泣きそうな気分で視線を移すと、意外にもルナは「はぁん」と妙に甘い声をもらしており、

「忍しのぶさんが可愛かわいすぎます。ずっと私がお世話をしていたいです。もうこのまま離したくありません！」

　我慢できないといった様子で、愛いとおしそうにオレに頬ほおずりを繰り返すルナ。

　……なんだろう。急に生きる気力が湧わいてきた。ルナの頬の感触が気持ちよく、小さな幸せを胸に覚えていたわけだが、それもわずかな間だけ。なにを考えているのか、母さんは忍び笑いをもらしたまま余計な口出しをする。

「ルナちゃん、遊んでばかりいたらダメよ。ちゃんと忍を寝かしつけないと」

「でも忍さん、まだ眠たくないみたいなんです。どうすればいいでしょうか？」

「それなら──おっぱいね！」

「おっぱい、ですか？」

　オウム返しに訊ねるルナに、母さんは「ええ」と断言。

「赤ちゃんもお腹なかがいっぱいになれば眠たくなるわ。それに忍はおっぱいが大好きよ。というわけでルナちゃん、忍におっぱいをあげてみなさい」

　……おいおい母さん、笑いながらなにとんでもない冗談を飛ばしているんだよ。大体なあ、いくらルナでもさすがにそこまではしないだろう──って、頬を赤らめながらも胸のボタンを三つも外しちゃってるよ、この天然エロスお姉さん。

　思わずオレが目を見張り、母さんも驚いた様子で制止の声をあげる。

「ル、ルナちゃん！　練習だから真ま似ねだけでいいのよ！　真似だけで！　本当におっぱいを吸わせる必要はないから！」

「あっ、それもそうですね。忍さんが可愛かったので、つい……」

　ついで乳まで吸わせてくれるつもりだったのか、ルナは。

　オレが見張った目をさらに見開き、母さんが「ま、まさか、本気にするだなんて……」とこぼす中、ルナは笑顔でオレに膝ひざ枕まくらをプレゼント。そのままボリュームたっぷりの乳房をぷるんと揺らしたと思ったら、

「忍さん、おっぱいですよ」

　赤ん坊に接するような穏やかな口調で、ゆっくりと大きな胸をこちらへと近づけてくるルナ。胸元のボタンが外されたことで確認できる黒のブラジャー。まろやかな膨らみが寄せ合ってできた丘と深い胸の谷間。

　形良く質感たっぷりの美巨乳は徐々にこちらへと迫り、オレの目と鼻の先でたゆんと悩ましく揺れ動いて一いつ旦たん停止。

「苦しかったら、すぐに言ってくださいね」

　そんな言葉と共に乳房が再び揺れ動き、とうとうむっちりとした胸がオレの両りよう頬ほおに優しく押し当てられた。すると頬にとろけるような柔らかさ、その中にある見事な張りと弾力を覚え、甘い温ぬくもりと芳かぐわしい匂においを感じる。

「どうですか？　忍しのぶさんが大好きなおっぱいですよ？　気持ちいいですか？」

「…………ん」

「ふふ、気持ちいいんですね？　それならもっと強くしちゃいますよ？　痛かったら止めますから、ちゃんと言ってくださいね？」

　嬉うれしそうな声をこぼし、ルナは温かな両の胸をぎゅっと押し当ててくる。さらに豊満な乳房をオレの頬の上で軽く弾ませ、時折左右に揺らすものだからこれはもうたまらない。

　……り、理性がぶっ飛びそうだ。

　心臓が早鐘を打ち、息遣いまでもが微かすかに荒くなる。しかしよく考えてみたら、これって赤ちゃんプレイみたいじゃねえ？

　そう気づくや否や瞬く間に理性が舞い戻り、顔から火が出そうなほど恥ずかしくなってきた。こんなところを誰だれかに見られでもしたらオレは終わりだ。いや母さんに見られている時点ですでに終わっているのかも知れないが、このままではいけない。



    

  
    
      



    

  
    
      

　可及的速やかに逃げなければ──と、オレが焦っていたところ、



「し、忍しのぶくんとルナさんは、一体なにをやっているんだ？」



　突如割り込んできた動揺に震えた声。

　いやな予感を覚えて怖々視線を向けると、目に映ったのは、一様に瞳ひとみを見開いている聖ひじりとマキナとかおるんの姿。

　そ、そういや、聖もかおるんもうちに来る予定だったな。しかし何な故ぜこんなタイミングで三人揃そろっちまうんだ。というか、いつから見ていたのだろう？　未いまだに彼女たちは目を見開いたままであり、痛いぐらいの静寂を破ったのは、かおるんとマキナだった。

「ま、まさか忍様が、実の母親の前で赤ちゃんプレイを楽しむ勇者だったなんて……」

「ごめんなさい忍！　そんなになるまで忍が母性を求めていたのに！　あたし全然気づかなかったわ！　これからは気をつけるから、もうそんな悲しいことはしないで！」

　完全に誤解したかおるんが上擦った声をもらし、マキナも勘違いしたまま涙目になる中、聖だけはこちらへと歩みを進め、拗すねたように頬ほおを膨らませる。

「ルナさんだけずるいぞ！　私だって忍くんを甘やかしてあげたい！」

「ええっ!?　ひ、聖？　突然なにを言い出すのよ？」

「マ、マキナの言う通りですよ聖ちゃん。自分から赤ちゃんプレイがしたいだなんて大胆にも程があります──って、聞いていらっしゃらない!?」

　かおるんの言葉通り聞いていないのか、聖は素早くルナの隣に腰を下ろし、「私にもやらせて欲しい」と言うが早いかオレを自身の豊満な胸に抱き、優しく頭を撫なではじめた。

「ほら忍くん、お母さんだぞ。よしよし」

「あぁ！　聖さん！　横入りはダメですよ！　いまは私が忍さんのママなんです！」

「で、でも、忍くんの顔を見ていたら、我慢ができなくなっちゃったんだ。少しだけでいいから、私と替わってくれないかな？」

「……ごめんなさい。今回は譲ってくれると嬉うれしいです。せめてあと一時間だけ待ってくれませんか？」

「ルナさんは一時間もこんなことをするつもりだったのか!?　そんなのずるい──じゃなくて！　羨うらやましい──でもなくて！　忍くんを独占するのはよくないぞ！」

「そ、それはわかっています！　だけど私も我慢ができないんです！　お願いですから忍さんを返してください！」

「いやだ！　私も忍くんを離したくない！」

　なんて言い合いながら、オレを引っ張り合うルナと聖ひじり。

　……うん、なにこの状況？

　確かにふたりの胸の感触にはときめきを覚える。

　しかしオレのために争わないでくれ──なんてボケを飛ばせる雰囲気でもない。誰だれか助けてくれ。オレは縋すがる思いでかおるんとマキナに視線を移した。

　が、こちらのＳＯＳに気づいているのかいないのか、かおるんは瞳ひとみを動揺の色に染めており、焦った様子で口を開く。

「あの、えっと……し、忍しのぶ様！　聖ちゃんは母性本能が強いんです！　もし聖ちゃんと結婚したら、毎日おっぱいで甘やかしてくれると思いますよ！」

「ちょっと薫かおる！　あんたなに言ってるのよ！」

　そうだマキナ。テンパったかおるんをお前がとめてくれ。

「まったく、どうしてあんたはこんなときまで聖のフォローに回るの？　一応言っておくけど──お姉さまだって聖には負けていないわよ！」

　いや、そうじゃないんだよ。なんでお前までテンパっているんだ。

　ガクッとオレが肩を落とす一方、マキナは拳こぶしを握り締めて力説する。

「お姉さまは甘やかすだけじゃなくて、飴あめと鞭むちをきちんと使いこなすことができる女性なのよ！　お姉さまならいい奥さんにもいいお母さんにもなれるわ！」

「聖ちゃんだっていい人妻になれますよ！　わたくしが保証します！　聖ちゃんは決めるときにはビシッと決める凜り々りしさを持つ一方で、さり気なく男性を立てる大和やまと撫子なでしこのような女性なんですからね！」

「た、確かに聖は格かつ好こういいし、結構尽くすタイプだとは思うわ。だけどテクニックにおいてはきっとお姉さまの方が上だわ！」

「……テクニックですか。それならわたくしにも自信があります。聖ちゃんのあとにわたくしも甘い赤ちゃんプレイで忍様を楽しませ、見事それを証明してみせましょう」

「な、なんでそういう話になるのよ！　聖の次はあたしでしょう！　ここはあたしのうちでもあるんだから、少しは遠慮しなさいよ！」

　……ダメだこりゃ。

　どうやらあのふたりは味方ではなく伏兵だったようだ。まずいことにますます状況が悪化する中、未いまだにルナと聖はオレを引っ張り合っていた。

「聖さん！　忍さんから離れてください！」

「ルナさんこそ手を離してくれ！　ルナさんはもう十分楽しんだだろう！　きっと忍くんだって、その、私の胸でも甘えたいはずだ！」

「……それはそうかも知れませんけど、忍さんは私のおっぱいが気持ちいいって頷うなずいてくれたんですよ？　忍さんは私のおっぱいでもっと甘えたいんだと思います！」

「そ、それでも、忍しのぶくんは私の胸だって好きなはずだ！　そうだよな、忍くん！」

「は？　え？　あの……」

　急に話を振られてオレが戸惑うと、ルナと聖ひじりはそれぞれ不安そうな表情を見せる。

「忍さんは私のおっぱいの方がいいですよね？　ね？」

「選んでくれ忍くん。私とルナさん、どっちの胸がいいんだ？」

「忍さんが選んでくれた答えなら、私たちも納得します。だから教えてください」

「……残念ながら、赤ん坊は質問に対して『ばぶー』としか答えられません」

　ふたりに同時に迫られ、とりあえずお茶を濁そうとしたものの、

「忍さん！　いまは赤ちゃん言葉を忘れてもいいです！　ちゃんと答えてください！」

「私もルナさんと同意見だ！　はぐらかさないでくれ忍くん！」

「いや、だけど、えっと……」

　返答に窮して視線を移し、冷や汗を覚えていたところ、珍しく慌てふためいている母さんの姿を捉とらえ、ふとオレは誤ご魔ま化かしの言葉を思いつく。

「お、お前らには悪いが、やっぱり一番は母さんの胸だな。ほ、ほら、子供は母親の胸に抱かれて安心するものだろう？　もちろんお前らの胸もすごくいいとは思う。だけど母さんの胸には勝てないかな、なんて、あははは……」

　我ながら最悪のウソだ。しかしもうあとには引けん。

　笑い声をあげながらオレが必死で話を逸そらそうとしていると、一体いつマキナとの言い争いを止めたのか、かおるんが目を瞬かせたのち、ビシッとオレを指差した。

「この人シスコンな上にマザコンです！」

「う、うるさいなあ。いいだろう別に。好きなんだから……」

　図星を指され、うっかりオレは本音を半分程もらしてしまった。

　途端、何な故ぜかルナと聖は目に涙を溜ため、揃そろって勢いよく母さんへと詰め寄る。

「巴ともえさんずるいです！　なにもしていないのに忍さんに選んでもらえるだなんて！」

「本当だ！　忍くんは照れ屋だから滅めつ多たに『好き』だなんて口にしないのに！　巴さんは忍くんに好かれていて羨うらやましい！」

「……な、なんであたしが怒られているのかしら？」

　自分に矛先が向くとは思わなかったのだろう。母さんは困惑した様子で後ずさったが、ルナと聖はさらに距離を詰めて続ける。

「それに忍さんは巴さんの言うことなら、不満や愚痴をこぼしながらもちゃんと聞きます！　巴さんが相手だと頭を撫なでられてもいやがったりしません！　忍さんは巴さんを贔ひい屓きしているような気がします！」

「し、忍くんはそこまで巴さんのことが好きだったのか？　もしかして、忍くんは巴さんみたいな女性がタイプなのかな？」

「えっと、ルナちゃんも聖ひじりちゃんも少し冷静になりなさい。なに熱くなってるのよ？　大体忍しのぶなら、ほら、なんと言うか……あっ、そうだわ。これ知り合いから貰もらった水族館のチケット。ふたりにあげるわ。これで機嫌を直してちょうだい」

　こらこら母さん、動揺する気持ちはわかるけど、いくらなんでも物で釣るなよ。オレも大概だとは思うが、ひどい誤ご魔ま化かし方だな、おい。

　さすがに少し呆あきれていたところ、母さんはそそくさとリビングから逃げて行き、一方ルナと聖はテーブルの上に置かれた二枚のチケットをじっと見つめはじめる。

「……チケットは二枚。残念ですけど、水族館に行けるのはふたりだけみたいですね」

「ルナさんと一緒に行くのも楽しそうだけど、やっぱり私は忍くんと一緒がいい。ルナさんもそうなんだろう？」

「はい。私も忍さんと行きたいです」

「それなら、もう一度忍くんに選んでもらおう。それで選ばれなかった方が忍くんにチケットを渡す──というのはどうかな？」

「いいアイディアだと思います。恨みっこなしでいきましょう」

　互いに頷うなずき合い、熱い握手を交わすルナと聖。

　な、なにやらまた雲行きが怪しくなってきた。気がつくと額に浮かんだ冷や汗が頬ほおを伝い、オレが胸中で頭を抱える中、



「──ちょっと待った！」



　不意にきりっとした声がリビングに響き、視線を向けると、そこには先ほど赤ちゃんプレイから逃れたエルニの姿があった。

　一体エルニはいつから隠れていたのか？　またエルニはなにをするつもりなのか？　そしてエルニが胸に抱えているのは客用の茶菓子ではなかったか？

　様々な疑問が脳裏をよぎる。けれどこの際ルナと聖を止めてくれるのならなんだっていい。オレは助けてくれと藁わらにも縋すがる思いでエルニを見つめ続けた。

　が、現実はハチミツのように甘くはない。エルニは真面目まじめな面持ちで腕を組み、そのままルナたちに視線を飛ばす。

「ルナ！　聖！　その勝負──一いつ旦たんわたしに預けてくれ！　ふたりがフェアに勝負できるようにこれからセッティングをする！　かおるんもマキナも協力してくれ！」

　……多分、これでもう有う耶や無む耶やにすることや誤魔化すことはできなくなっただろう。期待は瞬く間に落胆へと変わり、覚えずオレはため息をこぼした……。



    

  
    
      


第二章　わがままな願い



　……争いというのは、基本的になにも生み出さないと、オレはそう思う。

　やはり殴り合いや口くち喧げん嘩かなんかには関かかわらないに越したことはないだろう。しかし場合によっては、どうしても戦わなければいけないときもある。そう、いまがそのときだ。今回ばかりは暴力も辞さない覚悟である。

　もっとも、情けないことに、戦う相手は自分自身だったりもするが……果たしてオレの理性はどこまでもつのか？　目の前には揃そろってメイド服を着たルナと聖ひじりの姿。

　ルナは頭に猫耳カチューシャをつけており、聖の方は犬耳カチューシャである。

　……リビングでの騒動のあと、みんなは準備をするとかで部屋を出て行き、しばらくして戻って来たと思ったらコレだ。

　マキナにエルニにかおるんが見守る中、メイド服姿のルナと聖はそれぞれ頬ほおを赤らめ、ゆっくりとこちらへと近づいてくる。

　状況から鑑かんがみるに、これからふたりはなんらかのアプローチを仕掛けてくるに違いない。そしてオレはふたりのうちどちらが良かったのか選び、勝者と水族館に行く──ということなんだと思う。

　……こいつは厳しい勝負になりそうだ。

　ひょっとしたら、勝負の途中で理性が悲鳴をあげるかも知れない。

　胸に一抹の不安を覚えつつもそれを隠し、平静を装ってふたりに目を向けていたところ、まず聖が躊躇ためらいがちに動いた。

　彼女は頭に載った犬耳カチューシャを揺らしながらこちらの足元に跪ひざまずき、なにを考えているのか、そっとオレの太ふと股ももに自身の頬を預けてくる。

　すると聖の艶つややかな黒髪が太股に触れ、柔らかな体温がオレの心をかき乱した。

「ひ、聖？　なにをしているんだよ？　どうしたんだ？」

「……わんわん」

　こちらの質問に対し、小さな鳴き声で応じる聖。

　ど、どうやら聖は犬になりきっているようだ。これが誰だれの入れ知恵かは知らないけれど、彼女の上目遣いや恥ずかしがる仕草は反則だと思う。

　しかしここは落ち着いて対処しよう。とりあえず頭を撫なでてみよう。もうすでに冷静ではないような気もしたけれど、抑え切れずにオレは聖の頭に手を伸ばす。

　と、そのとき、今度はルナが動いた。

　彼女はこちらの隣に腰を下ろすや否や、甘えるようにぎゅっと腕に抱きつき、甘い匂においやボリューム満点の乳房が、オレの心を鷲わし掴づかみにする。

「えっと、ルナも急にどうしたんだ？」

「にゃ、にゃあ……」

　な、なるほど。彼女が頭に装備した猫耳カチューシャから考えるに、多分ルナは猫になっているのだろう。

　若干の照れを見せつつも、幸せそうに頬ほおを緩める姿はとても愛らしい。

　思わずオレは聖ひじりへと伸ばしていた手をルナに向ける。続いてしばらくルナの頭を撫なでていたところ、ふと寂しそうに聖がオレの服の袖そでを引いてきた。

「あっ、悪い。聖のことも忘れていないからな？」

　謝りつつ頭に手を載せると、聖は満面の笑みを浮かべ、再びオレの太ふと股ももに頬を預ける。

　もし聖が本物の犬だったら、嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っていたのかも知れない。

　なんだか、聖の笑顔を眺めているうちにオレまで楽しくなってきた。

　オレが小さく口元を緩め、聖の頭を撫でていたところ、構って欲しいのか、ルナが羨うらやましそうにこちらを見つめてくる。

「……順番だからな？　すまんがもう少しだけ待ってくれ」

　オレの言葉を受け、ルナはこくりと頷うなずいたものの、待っている途中で我慢できなくなってしまったのか、さらに強くこちらに抱きつき、頬を染めて顔を近づけたと思ったら、

「ん……ちゅ……ちゅっ……」

　艶つややかな唇をオレの耳に押し当て、軽くキスを二回。

　さらにそのあと、薄桃色の舌を伸ばしてこちらの耳をなぞり、ときには優しく突っつき、そしてちろりと舐なめあげてくる。

　ひょっとしたら、ルナはただじゃれているだけなのかも知れないが、熱くあでやかな吐息がじかに触れ、早くも理性にヒビが入った。

　一方、ルナに対抗するように聖もオレの腕に抱きつき、迷いながらも頬を真っ赤に染めて顔を寄せてくる。そして桜色の舌先を伸ばし、

「んんぅ……」

　微かすかな吐息と共に、控え目にオレの頬を舐めてくる聖。

　なめらかな舌が頬をくすぐり、彼女の恥じらいを見せつつもどこか嬉しそうであり、また艶つやのある表情も間近で確認でき、ルナに至ってはあろうことか甘あま噛がみをはじめている。

　……もうダメだ。このままだと自分がなにをするかわからない。

　下手に動くこともできず、自身の理性が軋きしみをあげる中、オレの窮状に気づいてくれたのか、様子を見ていたエルニとかおるんとマキナがすぐにこちらへと駆け寄り、

「ブレイク！　ブレイク！」

　と、エルニが素早くルナと聖をオレから引き剥はがし、かおるんの方はぐいっとひとに不可視のマイクを向けてくる。

「忍しのぶ様、判定をお願いします。忍様は犬耳メイドと猫耳メイド、どちらの方をペットにしたいと思いましたか？」

　……なんともひどい質問だ。

　しかしそれよりも問題なのは、どちらを選ぶかである。

　ルナも聖ひじりもとても可愛かわいらしく、甲乙付け難い。オレは腕を組んでしばし悩んだのち、ルナと聖の期待の眼まな差ざしから逃げるようにエルニへと視線を移し、目を泳がせつつ答えた。

「うん、ペットなら、マッドドッグだけで十分だな」

「……え？　忍はルナや聖よりも、わたしの方がいいのか？　な、なんだか照れるな……」

　いやいやエルニ、お前はいま怒ってもいいと思うぞ？

　失礼なことを言われたのにも拘かかわらず、ほんのりと頬ほおを赤くするエルニ。

　対して小さく頬を膨らませるルナと聖。そしてそれを見たマキナはさっと聖の頭から犬耳カチューシャを外し、それをエルニへと装着させた。

「うわっ、予想以上に似合うわね、あんた……」

「ふふ、そうだろう。がるるぅう！」

　本人はマッドドッグのつもりかも知れないが、犬耳をつけたエルニは非常に愛らしく、

「……エルニちゃんが相手なら、仕方がないですね」

「そうだな。残念だけど、勝てる気がしない」

　小さく肩を落としつつも、ルナも聖も納得した様子。

　ちなみにかおるんはといえば、さり気なくルナの頭から猫耳カチューシャを外し、「忍様、メイドでしたらわたくしが一番ですよね？」などと口走って猫耳をつけていたけれど、それは笑顔でスルーした……。



　その後も勝負はまだまだ続き、その間ルナと聖はセーラー服や巫み女こ服を着たり、バスガイドさんや婦警さんになったり、果ては白衣や軍服を身に纏まとったりと、インターバルを挟みながらも衣装とアプローチを変え、終始オレの理性を激しく揺り動かした。

　しかし我ながら優柔不断だとは思うが、どうしても勝者を決められず、とうとう勝負は九回戦へと突入。どこか疲れた顔をしたマキナとエルニと共に、ルナはレースクイーンの衣装に着替えてリビングに戻ってきた。

　ウェスト部分が大胆に露出したチューブトップ。ひどく短いホットパンツ。両目に映るくびれた腰、長く伸びた美脚、締まった足首はなんとも色っぽい。

　……いままでで一番肌を見せているな。覚えずオレが息を呑のむ中、ルナは怪け訝げんそうにリビングの扉に目を向ける。

「あの、聖さん？　そんなところで何をしているんですか？　早く勝負を続けましょう」

　こちらの理性はもう触れるだけで崩れてしまいそうなのに、元気一杯にぎゅっと両手を握るルナ。対して聖ひじりは何な故ぜかドアの隙すき間まから顔だけを覗のぞかせ、身体を隠したまま焦った様子で首を後ろに回す。

「ど、どういうことだ薫かおるさん。これじゃあ話が違う。ルナさんも同じ衣装だって聞いたから、私も──って、薫さんやめてくれ！」

　慌てて聖は制止の声をあげたものの、時すでに遅く、彼女はかおるんに背中を押されてリビングに姿を見せた。

　が、聖の衣装はあまりにも予想に反している。

　てっきりルナと同じレースクイーンだと思っていたものの、いま聖が身につけているものは、なんとセクシーなランジェリーと靴下だけであった。

　いやらしく透けたピンクのネグリジェ。その下には白のブラジャーに覆おおわれた豊満な乳房、細いウェスト、程よく引き締まった太ふと股ももが確認できる。さらに聖が少し動くたび、ふたつの大きな膨らみがふるふると揺れ、オレの心をひどく惑わした。

　ル、ルール違反だ。こんなの聞いていない。しかし目が逸そらせない。もはや平静を保つ自信もなくなり、わずかに残った理性さえも放ほうり投げそうになっていたところ、かおるんが不敵に笑って口を開いた。

「忍しのぶ様の反応から考えるに、どうやらこの勝負、聖ちゃんの勝ちのようですね」

「な、なに言ってるのよ薫！」

　かおるんの発言を受け、すぐさまマキナが不満をぶつける。

「こんなの認められないわ！　どうせ全部あんたの悪知恵なんでしょう！　お姉さまみたいに正々堂々と勝負しなさいよ！」

「……そうは申されましても、このままではいつまで経たっても勝負がつきませんよ？　いい加減マキナもエルニさんも疲れたでしょう？　まさかの九回戦ですよ？　もう聖ちゃんの勝ちでいいじゃないですか」

　若干くたびれた様子でかおるんは微かすかなため息をついたが、どうやらルナも納得がいかないのか、「待ってください！」と必死で声をあげる。

「これが最後でいいです！　もう少しだけ続けさせてください！　それに勝負はまだ終わっていません！　私も頑張ります！」

「まあ、勝負には付き合いますけど、ルナさんはこれ以上どう頑張るおつもり……」

　言葉の途中で目を丸くし、そのまま発言を止めるかおるん。

　うん、彼女の気持ちはよくわかる。

　なんせルナは身につけたホットパンツに手を伸ばすや否や、聖に負けじと服を脱ぎ、黒のパンツを覗かせていた。さらに彼女はチューブトップの裾すそに手をかけ、ゆっくりと上着をたくしあげている。

　……このとき、ルナを止めるべきだったんだと思う。

　このまま上着をめくってしまったら、たわわな乳房が露出することになる。ルナもきゅっと唇を噛かみ、耳まで真っ赤にしている。

　けれど、羞しゆう恥ち心しんと戦いながら服を脱ごうとする様は非常になまめかしく、結局なにも言えないでいると、ルナは手の動きを一度止めたのち、

「……勝負に勝って、忍しのぶさんと水族館に行くんです！」

　そう自分に言い聞かせるようにしてチューブトップの裾すそを掴つかみ直し、躊ちゆう躇ちよは一瞬。ぐいっと勢いよく上着をまくりあげた。

　途端、窮屈な上着から解放されたまろやかな乳房がぷるんと顔を出す。そして黒のブラジャーに包まれた乳房は一いつ旦たん左右に弾はじけたと思ったら、その反動で谷間の白い柔肉がぶつかり合い、たゆんと淫みだらに揺れ動く。

　……すごい迫力だ。大ぶりのメロンを彷ほう彿ふつとさせるふたつの膨らみ。それが揺れ惑う様から目が離せず釘くぎ付づけになっていたところ、視界の端でマキナがおろおろとエルニの両肩を掴んでいる姿が見えた。

「た、大変よエルニ。お姉さまが大胆すぎるわ。きっと変なスイッチが入っちゃったのよ。やっぱり止めた方がいいわよね？」

「いや、ここは敢あえていけるところまでいってみよう！　これはルナにとってチャンスだと思う！　だからルナ！　勝負に勝つためだ！　もう一枚服を脱いでくれ！」

「ちょっとエルニ！　とんでもないことを言い出すのはやめてよ！　大体いくらお姉さまでも、さすがにそこまでするわけが──」

「わかりましたエルニちゃん！　やってみます！」

「ええっ!?　お姉さま納得しちゃうの!?」

「そんなバカな！」

「信じられないわ──って、なんでエルニが一番驚いているのよ！」

「だって！　まさか本気にするとは思わなかったんだ！」

　互いに目を白黒させて騒ぐマキナとエルニ。

　言葉もなく唖あ然ぜんとしている聖ひじりとかおるん。

　そんな彼女たちを尻しり目めに、ルナは赤い頬ほおのまま後ろ手でブラジャーのホックを外す。

　しかしやはり恥ずかしいのか、動きには迷いがあり、しばらく手を止めていたものの、

「忍さんと水族館。忍さんと水族館。忍さんと水族館……」

　勇気を振り絞るためだろう。ルナは呪じゆ文もんのようにそう三回繰り返したあと、躊躇ためらいながらもブラの肩かた紐ひもを外し、ゆっくりと黒のブラジャーをずり下げ……とうとう量感たっぷりの乳房が完全に露出してしまう。

　大きいにも拘かかわらず、彼女の乳房には一切の弛たるみがなく、きっと心地よい張りと見事な弾力感に富んでいるに違いない。

　まさに芸術品を思わせる白い美乳。

　その両胸の先端は淡い桜色に染まっており、芸術品と呼ぶだけでは済まされない刺激的な艶つやがあった。

「綺き麗れいだな……」

　こんなにも間近で、しかもはっきりとルナの胸を見たのははじめてだ。我知らず口から心の声がもれ、オレはごくりと生なま唾つばを呑のむ。

　一方こちらのぶしつけな視線を受け、ルナはますます赤くなり、両手で胸を隠そうとしたものの、ぎゅっと目を閉じ、頑張って羞しゆう恥ち心しんに耐えていた。

　正直、触りたい。物もの凄すごく触りたい。むしろ触らないのは失礼なんじゃないだろうか？

　気がつくとぼろぼろと理性が音を立てて崩れていき、かなり危険な状態になっていたところ、マキナが慌てて口を挟んできた。

「し、忍しのぶの伸びきった鼻の下を見るに、どうやらこの勝負、お姉さまの勝ちのようね」

「ま、まだだぞマキナさん！」

　マキナの言葉を受け、それまで呆ぼう然ぜんとしていた聖ひじりが間髪を容いれずに声をあげる。

「勝負は──これからだ！　私も負けない！」

「ええ、そうね聖。勝負はこれまで──じゃなくてこれからなの!?　一体どうして!?　もうお姉さまの勝ちでいいじゃない！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「そんなのダメだ！　絶対に負けたくない！」

　マキナに叫んで返して服に手をかけ、

「忍しのぶくんとデート。忍くんとデート。忍くんとデート……」

　ルナみたく呪じゆ文もんのように三回言葉を唱となえたあと、聖ひじりは真っ赤になりながらも身につけてしたネグリジェを脱いでしまった。

　瞬間、マキナが目を剥むき、今度はかおるんの両肩を勢いよく揺さぶる。

「こ、このままだとお姉さまも聖も裸になっちゃうわ！　こんなことになった責任はあんたにもあるでしょう！　なんとかしてよ薫かおる！」

「そ、そうですね。わかりました。任せて下さい」

　どこか焦った様子でかおるんは何度も頷うなずき、「聖ちゃん！」と視線を飛ばす。

「直ちにその手を止めて下さい！　何があっても──靴下を脱いではいけません！」

「なにそのアドバイス!?　なんで薫までテンパってるのよ！　もう頼りになるのは薫だけなの！　お願いだから冷静になってよ！」

「わ、わたくしはいつでも冷静です！　それに見て下さい。ほ、ほら、忍様が女性に迫られる姿って、ほんと絵になりますよね」

　額に冷や汗を滲にじませながら、かおるんはオレに目を向けて親指を立てる。

「忍様！　素敵ですよ！　もう女性ファンは体育館裏に集合ですね！」

「はは、相変わらずお前は面白いことを言うな。こんな状況なのに思わず笑っちゃったよ。でもお前あとでぶつからな？」

「ぶつならお尻しりにしてくださいね──ではなく！　恥ずかしいからやめてください──でもなく！　こ、こんなとき、わたくしはなんて言えばよかったんでしょうか!?」

「……あんた意外に頼りにならないわね。どれだけ動揺してるのよ」

　呆あきれた仕草でマキナがもっともな感想をもらす一方、赤い頬ほおのまま聖はブラのホックを外そうとしており、それを見たエルニはすぐさまストップをかけた。

「やめるんだ聖！　この勝負はここまでにしよう！　引き分けでいいじゃないか！　ルナも服を着てくれ！　そもそも、こんなところをなずにゃんにでも見られたら──」

「え？　わたしがなに？」

　エルニの言葉の途中で、まさかの本人登場。

　突然ひょこっとリビングに顔を出したなずな。オレを含めみんなが揃そろって硬直する中、いままで昼寝を楽しんでいたのか、なずなは頭にアホ毛みたいな寝癖をつけており、

「みんななに騒いでるの？　今日はわたしの勉強会だよ。そろそろ勉強──って、うわぁああ！　どうしてルナお姉ちゃんも聖お姉ちゃんも服を脱いでるの!?　一体なにごと!?」

　ルナと聖に視線を投げるや否や、目を丸くして驚くなずな。

　対してなずなの反応を受け、ようやくルナと聖も我に返ったようだ。

　それぞれこれ以上ないくらいに真っ赤になり、そのまま身体を隠して縮こまる。そしてそんな中、動揺を見せながらも、かおるんがすかさずフォローを飛ばした。

「な、なずなちゃん、これは保健体育の勉強ですよ。なずなちゃんの勉強を見る前に、予習がてら、わたくしが講義をしていたのです」

「でも薫かおるさん、実力テストの範囲に保健体育はないよ？」

「それは、知りませんでした。し、失敗してしまいましたね。ですがまあそれはさて置き、なずなちゃん、早く勉強をしましょう。時間は限られています。これからわたくしの力で見事、なずなちゃんを優等生へと変えてみせましょう」

「うん！　わかった！　テストが終わるまでわたしも優等生になる！　さっきお母さんにも『寝てないで勉強しなさい』って怒られたから！」

　かおるんのウソを鵜う呑のみにしたらしく、大きく頷うなずいて返すなずな。

　一方、かおるんはほっと胸を撫なで下ろし、それからなずなの手を引いて早足でリビングをあとにしようとしたが、

「あっ、そうだ」

　思い出したように足を止め、なずなはポケットからチケットのような物を取り出す。

「お兄ちゃん、お母さんからのプレゼントだよ。水族館のチケット。もう一枚あったから、ルナお姉ちゃんと聖ひじりお姉ちゃんと一緒に行ってきなさい、だって。よかったね」

「ま、まさに天の助けですね忍しのぶ様。これで勝負を終わらせることもできますし、聖ちゃんとルナさんの三人でデートもできますよ。世の中には三人でしかできないプレイもあります。よかったですね」

「……そうだな。嬉うれしくて泣けてきたわ。だけどまあ、なずなのおかげで助かった。もう抱き締めたい気分だな。ははは……」

　かおるんに乾いた微笑ほほえみで応じると、なずなは抱き締めてもいいよと言わんばかりに両手を広げたが、オレは「気分だけだ」と受け流し、小さくため息をこぼす。

　なにを考えているんだ母さん。チケットが余っているのなら最初から言ってくれよ。オレ達をからかったのか？　それともチケットが三枚あることを忘れていただけなのか？

　真相は定かではないが……しかしそれにしても、ここまでよく理性がもったもんだ。

　セクシーに次ぐセクシー、クールなオレでなければ間違いを犯していたかも知れない。安堵と疲労を覚えてオレがソファーに背中を預ける一方で、

「それじゃあ聖さん、忍さんと三人で水族館に行きましょう」

「うん。楽しみだな。それでルナさん、日時はどうする？」

「えっと、私は今日も明日もアルバイトなので、来週の日曜日なんてどうですか？」

「その日だったら私も大丈夫だ。忍くんの方はどうかな？」

　ルナと聖は互いに頷き合い、目を輝かせてオレを見つめてくる。

　……断る理由なんてどこにもない。オレはそっと口元を緩めて首を縦に振り、こうして来週の日曜日、三人でデートをすることになった。
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　騒動のあと、聖ひじりとかおるんはなずなを連れてリビングから立ち去って行った。きっとなずなの部屋で勉強を見てくれているのだろう。

　なずなも真面目まじめにやっているのか、遊び声が聞こえてくることはなく、そのまま時間が過ぎてルナがバイトへと向かい、いまは夕暮れ時。

　庭で身体を鍛えたのち、オレがリビングにあがると、不意にかおるんが部屋に顔を出した。彼女はこちらを認めると足を止め、オレは軽い口調で声を掛ける。

「よお、なずなの調子はどうだ？」

「はい、思った以上になずなちゃんも頑張ってくれていますから、夕食と休憩を挟んだあと、もうしばらく勉強のお付き合いをさせていただこうと思います。それと先ほど巴ともえさんともお話したのですが、今晩の食事はわたくしが作ることになりました」

「おお、そいつはありがたいな」

　一応メイドであるためか、かおるんの料理の腕前は抜群だ。

　今夜はルナもバイトで出掛けているし、これは助かる。オレが頬ほおを緩めると、かおるんは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「忍しのぶ様、今夜はわたくしが腕によりをかけた夕食をご用意しましょう。ですがそのお代金として、わたくしは忍様のキスを要求します。忍様のテクニック次第で、わたくしもお釣りとしてキスをお返ししますよ？」

「キスの代わりに頭を撫なでてやる。すまんがそれで手を打ってくれ」

「……約束ですよ？」

　意外にも頭を撫でるだけでもいいようだ。こちらの返答を受け容いれ、かおるんはどこか上機嫌な口振りで訊たずねてくる。

「ときに忍様、夕食のご希望はありますか？」

「う～ん、別になんでもいいぞ」

「忍様、作る側としては、そういう答えが一番困るんです。なにか食べたいもののひとつやふたつはあるでしょう？」

「いやだけど、仮にも作ってもらうわけだしなあ……」

「遠慮なんかしなくてもいいんですよ？　わたくしと忍様の仲ではありませんか。食べたいものがあるのでしたら、どうぞ遠慮なくおっしゃってみてください」

「じゃあ満漢全席」

「……忍しのぶ様、親しき仲にも礼儀ありです。あんまりふざけたことをおっしゃるのなら、忍様の夕食だけ犬用の骨にしますよ？　ここは忍様らしく、『グヘヘ、俺おれは聖ひじりの女体盛りが食いたいぜ』と、涎よだれを垂らしながら思ったことをそのまま口にしてください」

「おい、お前こそふざけるなよ？　家族で女体盛りなんか囲んで食べられるか」

「まあ、それはそうなんですけど、満漢全席ですか……」

　考えるように、かおるんは頬ほおに人差し指を添える。

「頑張ってなるべくご期待に添おうとは思いますが、本当に作ってもいいんでしょうか？　その場合、食費はきちんと南なん条じよう家に請求しますよ？」

「か、勘弁してくれ。もしそんなことになったら、間違いなく母さんに問答無用でボコられ、食事も喉のどを通らない身体になってしまう。いま食べたいものは親おや子こ丼どんだ。できればそれで頼む」

「親子丼？　一応確認しておきますけど、そこにエッチな意味はないんですよね？」

「あってたまるか！」

　なんてジョークを飛ばし合いながら、オレたちは揃そろってダイニングキッチンへと移動。かおるんは冷蔵庫の中身を確認したのち、「これなら作れそうですね」と小さく頷うなずき、こちらに笑顔を向ける。

「忍様、わたくしはいまから夕食の準備をはじめます。忍様は邪魔なので、早くあっちに行っていてください」

「……もうちょっと言葉を選べよお前。オレだって手伝いぐらいできるぞ？」

「それではアニメでも見ながら料理が美お味いしくなるように祈っていてもらえますか？　男子厨ちゆう房ぼうに入らずです。ちなみに、『それならしのむん今だけ女の子』なんてボケをかましたら、忍様には即座に女装していただきますが……どうします？」

「大人しくアニメを見ています」

　女装はもうイヤだ。

　オレは手伝いを諦あきらめてリビングに戻り、ぼんやりとテレビを眺め続けているうちに、いつしか夕食が完成。

　その後、聖やなずな、マキナにエルニ、そして母さんもダイニングへと集まり、ルナがいなくて残念だったが、みんなでかおるんが作った夕食を味わうことにした。

　食卓に並んだ彩り豊かなサラダ。ほのかに湯気がたちのぼる味み噌そ汁しる。メインの親子丼に箸はしをつけると、口の中でふんわりとした卵の食感が広がり、しっかりと味付けされた鶏とり肉にくの旨うま味みがこちらの頬を綻ほころばせる。

　これは美う味まい……。

　みんながかおるんの料理に舌鼓を打つ中、ふと母さんが聖に目を向け、感心したような声をもらした。

「聖ひじりちゃんは行儀もいいわね。ご飯を食べているときでも、なんだか品があるわ」

「あ、ありがとうございます……」

　照れたように聖がわずかに頬ほおを赤くすると、母さんは微笑ほほえみながらチラリとなずなに目を向ける。するとなずなは満面の笑みで食事を楽しんでおり、一方母さんは聖に視線を戻し、そのまま柔らかく口を開いた。

「今日はありがとうね。なずなの勉強も見てくれて」

「いえ、好きでやっていることですから。なずなちゃんの勉強を見るのは楽しいです」

　そう返しながら聖が優しく頭を撫なでると、なずなはさらに笑顔を輝かせる。

「聖お姉ちゃんと薫かおるさん、勉強を教えるのがすごく上う手まいんだよ。だからご飯を食べたあと、もうちょっと勉強頑張る」

　おお、なずにゃんがこんなにも真面目まじめに勉強をするなんて珍しい。

　少し驚いていると、聖がこちらに視線を移し、やんわりと声を掛けてきた。

「えっと、忍しのぶくん、頬ほっぺたにご飯粒がついているぞ？」

「……こ、こういうファッションなんだ。あまり気にしないでくれ」

　苦しまぎれの言い訳をしつつも、恥ずかしいことには変わりない。オレはすぐに頬に手を伸ばしたのだけれど、それよりも早く、

「ふふ、忍くんすごく可愛かわいい」

　くすりと笑みをこぼして聖はオレの頬に手を伸ばし、そっとご飯粒を取ってくれた。そして彼女はご飯粒をつまんだ指先をじっと見つめ、何な故ぜか頬を朱に染める。

　と、それを見たエルニがご飯粒に熱い眼まな差ざしを送った。

「……聖、食べないのなら、わたしがもらってもいいか？」

「だ、だめだ！　わたしがちゃんと食べるから……！」

　言葉と共に聖は形の良い唇を開き、わずかな迷いを見せながらも、しなやかな指先を咥くわえ、小さくちゅっと音を立てる。

　そんな何気ない仕草が、どこか色っぽい。

　オレが目を逸そらす中、かおるんがまた悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「きっといま聖ちゃんは、『あぁ……忍くんの頬っぺたについていたご飯粒だ。ほんとはチュッとかやって、ご飯をとってあげたかったな……』なんて考えていることでしょう」

「か、薫さん！　おかしなことを言わないで欲しい！　私はそんなことちょっとしか考えていないぞ！」

「……ちょっと？」

　怪け訝げんそうにマキナが口を挟んだ途端、聖は「あぅ……」と瞬く間に真っ赤になり、母さんが「可愛いわね」とこぼすと、どうしてかかおるんが自慢げに胸を張った。

「ご覧の通り、聖ちゃんはとても可愛い女の子なんです。そのうえ美人でスタイルも性格もよく、料理の腕もピカイチなんですよ」

「へえ、それじゃあまた今度、聖ひじりちゃんにも料理を作ってもらいたいわね」

　相あい槌づちを打ちながら母さんが頬ほおを緩めると、対抗するように再びマキナが口を挟んだ。

「巴ともえさん、料理ぐらいなら、あたしにだってできるわ」

「え？　そうなの？　それならルナちゃんがバイトのときは、マキナちゃんにもご飯を作ってもらおうかしら」

「……知りませんでした。マキナにも料理ができたんですね」

　意外そうな表情を見せる母さんとかおるん。

　対してマキナの料理の腕前を知っているオレと聖とエルニは揃そろって顔を青くしてストップを掛ける。ちなみになずなは笑顔のまま、未いまだに親おや子こ丼どんに夢中だった……。



　夕食後、風ふ呂ろからあがってリビングのソファーでまったりとしていたところ、マキナが部屋に顔を出した。彼女はオレを認めるとこちらの隣に腰を落ち着かせ、そのままどこか優しく微笑ほほえむ。

「ねえ忍しのぶ、なずなったら、ずいぶんと頑張っているみたいよ。さっきお菓子の差し入れに行ったんだけど、熱心に勉強していて、聖たちももう少しだけ付き合うって」

「……急に頑張りすぎて、知恵熱なんか出さなきゃいいんだけどな」

「エルニじゃないんだから、なずなならきっと大丈夫よ」

「こらこら、その言い方はちょっとエルニに悪いんじゃないか？」

　オレが微苦笑を浮かべると、マキナは真顔で返す。

「だって、エルニが真面目まじめに勉強をしているところなんて見たことがないもの。いつも遊んでばかりいるし、エルニがいきなり勉強なんかはじめたら何事かと思うわよ。読書すらしている姿を見たことがないわ」

「まあ、確かに似合わないだろうけど……そういや、エルニはどこにいった？」

　なんて話をしていたところ、噂うわさをすればなんとやら。今度はエルニが妙に難しい顔をしてリビングに姿を見せた。

　が、非常に珍しいことに、エルニは数冊の本を胸に抱えている。

　あれは漫画本ではない。これはどういうことだ？　まさかエルニが読書なんかをはじめようとしているのか？

　思わずオレが目を瞬かせていたところ、エルニはテーブルに本を並べてソファーに腰を下ろし、それを見たマキナは戸惑いがちに口を開いた。

「エ、エルニ？　その本はどうしたの？　その本をどうするつもり？」

「ん？　これは図書館から借りた本で、いまから優雅に読書を楽しむ予定だぞ？　なにか問題でもあるのか？」

「……あんた誰だれよ？　エルニをどこにやったの？　いままでエルニが漫画以外の本を読んでいるところなんて一度も見たことがないわ」

「マキナ、確かにわたしはこれまで漫画ばかりに現を抜かしてきた。だけどそれも今日で終わりだ。読書は人の心を豊かにしてくれる。わたしは読書に目覚めたんだ。そうしたらもうすっかり知的な気分だな」

　冗談が混ざったような表情を見せるマキナに、エルニは不可視のメガネを中指でぐいっと押しあげ、そのままクールに返す。

「──人は、知識のみで生きられるのだろうか？　それが知りたい」

「あ、あたしはエルニの頭の中が知りたいわね。実は空っぽなんでしょう？　その頭」

　再び戸惑いを露あらわにしつつも、なんとか普段の乗りを見せるマキナ。対してエルニは意外にもマキナをスルー。涼しい顔をして視線を落とし、静かに本を広げた。

　途端、マキナは「ええっ!?」と大きく目を見開く。

「エ、エルニ、いつもみたいに怒ったりしないの？　普段のエルニだったら、『バカにバカって言うのはとても残酷なことなんだぞ』とか言ってふくれるじゃない。そんな風に黙っているだなんて、なんだかエルニらしくないわよ？」

「……悪いがマキナ、読書の妨げになる。少し静かにしてくれないか？」

「本当にどうしちゃったのよ、エルニ……」

　明らかにいつもと違うエルニの反応。

　それを受け、マキナは不安そうにこちらに視線を移し、ゆさゆさとオレの肩を揺さぶってくる。

「どうしよう忍しのぶ、エルニが変になっちゃったわ」

「……あいつは普段から少し変だぞ？」

「そうじゃないわよ！　いつも以上に変だって言っているの！」

「お前もなかなか失礼だな……」

　半ば呆あきれて立ちあがり、少し興味を惹ひかれてオレはエルニの手元を覗のぞき込む。

「……これは手品の本だな。なんだお前、自宅警備員からマジシャンへと華麗にクラスチェンジでもするつもりなのか？　その努力は大いに買うぞ」

「う～ん、どんなに頑張っても、わたしだと忍みたいな言葉の錬金術師にはなれないから、遊び人のまま賢者を目指すつもりだ。マジシャンになるつもりはないぞ。それにこの本も、なずにゃんに手品を教えてあげようと思って借りただけだ」

「言葉の錬金術師や遊び人はともかく。なずなに手品？　なんでまた？」

「実はなずにゃんの学校で、もうすぐ生徒会選挙がはじまるみたいなんだ」

「ああ、そういえば、うちの高校でもそろそろだな」

　軽く相あい槌づちを打ちつつ、オレはエルニの話に耳を傾ける。

「それでなずにゃんの友達が生徒会長に立候補するとかで、なずにゃんはその友達から応援演説を頼まれたらしい」

「……相変わらずあいつは人望があるな。けど応援演説と手品とどう関係があるんだ？」

「えっと、その、なずにゃんから話を聞いたとき、『どう応援したらいいかな？』って相談されたんだけど、『印象に残るように、手品でもしてインパクトを出したらどうだ？』なんて思いつきを口にしたら、なずにゃんが本気にしちゃって……」

「なるほど。だからいま手品の勉強をしているわけか」

　おそらくさっきの態度も、勉強に集中するために気分を変えようとしていただけなのだろう。納得して頷うなずき、オレはチラリとマキナに視線を移す。

　エルニの反応にマキナは面食らっていた。もしかしたら、『紛らわしいことをしないでよ！』などと言って怒るかも知れない。

　と、そう思っていたものの、予想に反してマキナは大きく胸を撫なで下ろしていた。

「よかったわ。いつも通りバカなエルニだったのね……」

「むぅ、マキナは失礼だな」

「というかお前、マジで心配していなかったか？　実はエルニが大好きなんだろう？」

　エルニが小さく頬ほおを膨らませ、オレがからかい半分に訊たずねると、こちらの質問に対して特に否定もせず、マキナは目を泳がせながら、「お、お風ふ呂ろに入ってこようかしら」なんて呟つぶやき、頬を赤くして逃げるようにリビングを出て行った。

　一方オレは苦笑をもらしてその場に留とどまり、そのままエルニと一緒に手品の本に目を通す。けれどしばらくしてふと気になり、部屋の壁時計に視線を移した。

　……今日はルナの帰りが遅いな。いつもならもう帰って来ている時間だ。

　少し心配になり、オレは携帯電話を取り出す。それから試しに電話をかけてみたところ、数回のコール音のあと、妙にとろけたルナの声が聞こえてきた。

『こんばんは～』

「お、おう、こんばんは。いつもクールな忍しのぶさんなんだが……ルナだよな？　今日はどうした？　まだ帰って来られないのか？」

『……忍さんの声、素敵です』

「は？　え？　なんかお前、ちょっと変じゃないか？」

『そんなことありませんよ。いつも通りです。忍さんの声、もっと聞かせてください』

　どこか色っぽい声をもらすルナ。明らかに様子がおかしい。戸惑いつつも、オレはやんわりと本題に入った。

「それでえっと、ひょっとしてまだ仕事中なのか？」

『いいえ、お仕事ならもう終わりましたよ』

「ん？　それならなにをしているんだ？　早く帰って来てくれよ」

『はい、わかりました。早く帰って忍しのぶさんの耳を触ったり、頭を撫なでたりぎゅっとしたり、それにキスもしたいです』

「……な、なにを言っているんだ、お前」

　さらに戸惑うオレを他所に、ルナは耳から携帯を離したのか、若干電話の声が遠くなる。

『みなさん、忍さんが呼んでいますから、私もう帰りま──きゃあ！』

「ルナ？　おいどうした？　なにがあったんだ？」

　小さな悲鳴と同時にあがった物音。

　困惑よりも不安が強くなる中、もしかして店の人たちだろうか？　ルナを含め、数人の女性たちの声が微かすかに耳に触れる。

『やっぱり、誰だれかがルナちゃんを家まで送ってあげた方がいいわね』『はじめからそのつもりよ。私に任せておきなさい』『……店長、色っぽくも舌舐なめずりをするのはやめてください。それとルナさんも大丈夫ですか？　転んで怪け我がとかは……』『大丈夫です。問題ありません。忍さんが呼んでいるので私はもう帰ります』『そ、それはさっきも聞きましたけど、あの、忍さんって誰なんですか？』『私の大好きな人ですよ』

　なんて会話が繰り広げられ、さらにルナが『忍さんはすごく優しくて格かつ好こうよくて、それに冗談も面白くて……』などと嬉うれしくも恥ずかしいことを饒じよう舌ぜつに語ってはいたものの、不意に話の途中で電話が切れてしまった。

「……なんだったんだ、いまの」

　思わずぽかんとしてしまい、しばらく首を傾かしげて携帯電話を眺めたのち、

「迎えに行ってみるか」

　なんだかさっきよりも心配になってきた。オレはソファーから立ちあがり、何な故ぜか本で顔を隠しているエルニに声を掛ける。

「エルニ、ちょっとルナのところに行ってくる」

「はっ!?　わたしは寝ていない！　寝ていないぞ！」

「……すまん。邪魔をしたな。気にせず居眠りを続けてくれ」

　今回ばかりは突っ込みを放棄。オレは一抹の不安を抱えて玄関に向かう。

　と、ちょうど階段から降りてきた聖ひじりと出くわした。彼女はオレを見るなり、不思議そうに訊たずねてくる。

「どうしたんだ忍くん。なんだか急いでいるみたいだけど……」

「ああ、実は帰りが遅いんで、さっきルナの携帯に電話をかけてみたんだが、ルナの様子がちょっとおかしくてな。いまから迎えに行ってくる。なずなの勉強を見てくれてありがとうな」

　早口で捲まくし立て、すぐさま振り返ってオレは家を出る。

　しかし、振り返る前に一瞬だけ見えた……どこか寂しそうな聖の表情。どうしてかそれが頭から離れず、そのままルナのバイト先へと急いでいたところ、

「あっ、忍しのぶさんです」

　前方から不意にあがったのは、心なしか艶つやが混ざったルナの声。

　すぐに足を向けると、そこには見知らぬ女性に肩を支えられているルナの姿があった。

　……ルナはともかく、あの人は誰だれなんだ？

　見知らぬ女性は非常に整った顔立ちをしており、年の頃ころは二十代半ばぐらいだろう。どこかクールな雰囲気を醸し出しつつ、彼女はルナを支えたままこちらに目を向けていた。

　一方、ルナは顔を輝かせて女性から離れ、駆け足でこちらへと走り寄り、

「忍さん迎えに来てくれたんですね。ありがとうございます。すごく嬉うれしいです」

　色っぽい声音と共にぎゅっとオレに抱きつき、大ぶりの乳房を押し当てる。続いて止める間もなく、挨あい拶さつでもするようにちゅっちゅっとこちらの両りよう頬ほおに甘いキス。さらに耳にまでキスをしようとしてきたので、さすがにオレは慌てて彼女を押し留とどめる。

「……忍さんの耳、触れませんでした」

　なにやらしょんぼりとしてしまうルナ。

　確かに乳房の弾力や唇の柔らかさにはドキドキした。けれどいまはルナの様子の方が気に掛かる。ほんと、どうしたんだろう？

　すっかりオレが困惑していたところ、見知らぬ女性がこちらへと近付くなり、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「もしかして、君があの噂うわさの忍さん？　いつもクールで格かつ好こうよくて優しい上に、たまに可愛かわいくてセクシーでさらに冗談まで面白いとルナちゃんが口にしていた……あの忍さん？」

「はい。オレが噂の忍さんです。噂以上で驚きましたか？」

「ある意味ね」

　……きっと悪い意味でだろう。あの顔から察するに間違いない。オレが心持ち肩をすくめていたところ、くいくいとルナがこちらの服の袖そでを引いてきた。

「忍さん、こちらの綺き麗れいな方は、アルバイト先の店長さんです。すごく優しくていい人なんですよ。お店のみんなからは『変態店長』って呼ばれて慕われています」

「……この人は変態だったのか。なんだか見た目のイメージと全然違うな」

　つーか、なんで変態なのに慕われているんだろう？

　少し疑問に思ったものの、いまは置いておこう。

　店の人ならルナがおかしくなった原因にも心当たりがあるかも知れない。オレは女性──店長さんに視線を投げる。

「ひとつ訊きたいんですけど、どうしてルナはこんな風になっているんですか？　なにか知っていることがあったら教えてください。さっきからこいつ、ちょっと変でしょう？」

「まあ、変なルナちゃんも可愛いとは思うけど、実は今日、バイトの娘が海外旅行の土産を持って来てくれたのよ。だから仕事終わりにみんなでその土産、チョコレートを食べていたところまではよかったんだけどね……」

　少し気まずそうに視線を泳がせ、店長さんは軽く頬ほおをかく。

「なんか、土産のチョコレートにアルコールが入っていたみたいなのよ。それですっかりルナちゃんが酔っちゃって、頬を赤くして忍しのぶさんがどうこうずっと言っていてあまりにも可愛かわいかったものだから、このままお持ち帰りして私のベッドの上で熱い夜を──コホン。いまのは失言だったわ。いますぐ忘れなさい」

「おい、忘れられるわけがないだろうが。ルナに妙なことでもしてみろ。いくらクールなオレでも黙っちゃいないぞ？」

「うふふ、悪いわね少年。すでに何度かルナちゃんのお尻しりを触った事があるわ。お詫わびに私のお尻を触らせてあげるから、それで機嫌を直しなさい──って、半分冗談なんだから、そんな怖い顔はしないでよ。さすがに驚くわ。人を三人ほど殺していそうな目ね……」

　ふむ、なかなかに失礼な変態だ。

　こっちもすっかり敬語を忘れてはいたが、真顔でなんてことを言いやがる。眉まゆを寄せつつも内心ではちょっぴり傷ついていたところ、静かにルナが店長さんに視線を向け、いつもは優しい瞳ひとみをギラリと光らせた。

「どうしてそんなことを言うんですか……店長さん。忍さんは怖くなんかないですよね？　なんで忍さんが傷つくようなことを言うんですか？　私だって怒りますよ？」

「ご、ごめんなさいルナちゃん。もう二度と言わないわ。少年は格かつ好こういいと思います」

「はい、店長さんも忍さんの良さをわかってくれて嬉うれしいです」

　Ｓに輝いた瞳から一転。いつもの穏やかな微笑ほほえみを見せるルナ。対して、オレのときとは明らかに違い、本気で怯おびえた様子の店長さん。

　この瞬間オレはふと、以前母さんがもらしていた言葉を思い出していた。

　母さん曰いわく、『ルナちゃんは意外に女王様が似合う』『うちのボスはルナ様に決まっている』『夜は優しいＳになる』とのこと。

　……な、なんか、ちょっと手に汗かいちゃった。

　わずかにオレが動揺する中、店長さんは顔を青くしたままこちらへと視線を投げる。

「それじゃあ少年、ルナちゃんのことは任せたわ。くれぐれも酔っている女性にしっぽりむふふなことはしてはいけないわよ？　だけどもしそのつもりなら、ちゃんと私も誘いなさいよ。私も参加するわ。むしろ割り込むわ。ちょっとうちに寄っていきなさい」

「誰だれが寄るか。さっさと帰れ。直ちに消えろ」

「……なんだか、その冷たい視線と言葉にゾクッと来たわ。もっと続けなさい」

　うっかり浅あさ田だにするみたくきつい冗談を飛ばしてしまったにも拘かかわらず、意外にも店長さんはご満悦である。

　心持ち妖よう艶えんな表情を見せて身み悶もだえる店長さん。少しセクシーだけどこれは怖い。オレは素早くルナの手を取り、躊ちゆう躇ちよなく店長さんに背を向けた。

「早く帰ろうルナ。このままここにいたら危険だ。変態がうつっては堪たまらない」

「……少年は失礼ね。だけどいいわ。もっとなじりなさい。少年だけでもいいから、今夜うちに泊まっていきなさいよ」

　あ、浅あさ田だの女バージョンだ。

　変態店長のあだ名は伊だ達てではない。速やかに逃げよう。オレはああいう変な人に好かれやすい──と、少し前に母さんも口にしていた記憶がある。

　そんなわけで、ルナの手を取ったまま素早く店長さんから距離を取り、そのまま早足で家路を辿たどることにしたのだが……いま問題なのは変態店長よりも、むしろ天然エロスお姉さんの方だったのかも知れない。

　おそらく酔っているせいだろう。

　ルナは再びオレの腕に抱きつき、隙すきあらば頬ほおや耳、さらに首筋にまでキスをしてくる始末。もう鏡を見なくても自分の顔が赤いとわかる。

「ふふ、忍しのぶさん、真っ赤になっています」

「どうやらクールなオレが、すっかりホットになっちまったようだな」

「私もなんだか身体が熱いです」

　あでやかなその言葉に反して、無邪気な微笑ほほえみと共に強く抱きついてくるルナ。

　……いつものスキンシップが少し過剰になってはいるものの、たまにはこんなルナもいいかも知れない。彼女から伝わる熱にドギマギしつつも、オレは微苦笑を浮かべた。

「しかしお前、ご機嫌なのはいいけど、店の人たちに迷惑はかけなかったか？　ご機嫌のままキスなんかしていないだろうな？」

「もちろんです。大好きな人たちにしかキスはしません」

　意外にもきっぱりと断言するや否や、もう一度ルナは、オレの頬に甘い口付けをする。

「……お前は本当にキスが好きなんだな」

「はい。大好きです。何度繰り返しても飽きません」

　見み惚ほれるような満面の笑みを浮かべ、ルナは口調を穏やかなものに変える。

「キスをするたびに嬉うれしくなるんです。私がキスをしても、怒らないでちゃんと受け容いれてくれる人たちがいるってわかって、なんだかすごく幸せで、何度でもしたいって、そう思うんです。子供の頃ころからずっと……憧あこがれていましたから……」

　穏やかな口調のまま、ルナはそっと顔を伏せる。

「子供の頃、皆はお母さんに『いってらっしゃい』『おかえりなさい』『好きだよ』ってキスをしてもらえて、皆もそれに応こたえて……いいなって、なんで私だけできないんだろう。なんで私には、お母さんがいないんだろうって、ずっと思っていました。でも今は……」

　ゆっくりと言葉を切り、柔らかな口調は崩さず、

「今は大好きな人たちがいます。夢が一つ叶かないました。だからもう、寂しくありません」

　迷いなく顔をあげたとき、ルナは花が咲いたように笑っていた。

　もしかしたら、酔っていたからこそ、いまの話ができたのかも知れない。けれど話を聞けて本当によかったと、強く思う。

　娼しよう婦ふが残した穢けがれた娘。誰だれからも求められず、愛されなかった優しい悪魔。ずっと誰かに甘えることができなかった……ルナ。

　彼女がオレに心を許してくれている。甘えてくれている。きっと彼女の言う大好きな人たちの中に、オレも含まれているのだろう。

　その事実が、胸に熱を宿した。

　しかしその一方で、不意に脳裏をよぎったのは、どこか寂しそうな表情を見せた聖ひじり。オレのことを好きだと言ってくれた、彼女の言葉。

　彼女の表情と言葉が頭から離れない。熱を帯びた胸に躊躇ためらいが広がる。だけど、オレは静かに手を伸ばし……ルナの頭を撫なでた。

　するとルナは幸せそうに微笑ほほえみ、掌てのひらに覚えたのは、柔らかな彼女の体温。そのぬくもりはわずかに胸の重みを和らげてはくれたが、痛みまでは消えることがない。

　けれどどうにか感情を隠し、オレは努めて普段の振る舞いを心掛けた。

　それからしばらく緩やかに歩みを進めていたところ、ふとルナが足を止め、すっと視線の先の公園──緑みどり川かわ公こう園えんを指差した。

「忍しのぶさん、ちょっと寄って行きませんか？」

「残念だけど、もう夜も遅いから、また今度だな」

「……頷うなずいてくれないと、唇にキスしちゃいますよ？」

「面白い。やってみろ──あっ、いや待て冗談だ。せっかくだから寄り道をしていこう」

　危うく唇を奪われるところだった。

　珍しく強引なルナ。

　彼女に手を引かれるまま、オレは苦笑をもらして公園へと移動。様々な遊具を横目に奥へと進んで行き、目に飛び込んでくるのは水面に月を映した小川。その周囲に設置されたベンチ。人っ子ひとりいない公園の中、オレとルナは揃そろって近くのベンチに腰を下ろした。

　本当は家に帰った方がいいのだろうが、ルナがこんなわがままを言うなんて滅めつ多たにない。今夜はルナの気の済むまで付き合ってやろう。オレもルナに倣って顔をあげ、夜空に浮かぶ見事な月を眺めていると、

「忍さん、覚えていますか？」

　そっと柔らかな声音で、ルナは静かに切り出す。

「再会してはじめて一緒にお出掛けしたときのこと、まだ覚えていますか？」

「……正直、あのときはすまなかったと思っている」

「ふふ、忍しのぶさん、私がお出掛けの前に『ルナって呼んでください』って頼んでも、『心の中では呼び捨てにする』とか『あんまり我わが侭まま言うと、「さん」をもう一個増やして「ルナさんさん」と呼ぶぞ？』なんて言って、ちょっと冷たかったです」

「ほんとすまん。反省している。若気の至りだ」

「忍さんはまだ若いじゃないですか」

　つんつんと軽くオレの頬ほっぺたを突っつき、ルナはやんわりと言葉を紡ぐ。

「でもあの日この公園で、忍さんは『泣いてもいい』って頭を撫なでてくれて、家に帰ったら、『おかえり』って言ってくれました。それなのに、私は泣き出しちゃって、いままでずっと伝えられなくて、なんだか今更かも知れませんけど……」

　一度言葉を止め、ルナは頬ほおを染めて微笑ほほえむ。

「忍さん、あのときは、本当にありがとうございました」

「……別に礼なんて言わなくてもいいよ。それに感謝するのはこっちの方だ。お前がうちに来てくれたから、前よりもずっと楽しくなった」

「私も、毎日がすごく楽しいです」

　嬉うれしそうに相あい槌づちを打ち、ルナは優しく目を細める。

「そういえば、忍さんと再会して、そろそろ半年になりますね」

「早いもんだな……」

「ほんとですね。だけどこの半年の間で、忍さんは少し変わりましたよ？　口調もどこか柔らかくなって、以前よりもずっと優しくなって、とても強くなってくれました」

「……自分ではよくわからないよ」

　けれどもしオレが変われたというのなら、きっとルナのおかげなのだろう。

　いま思い返してみると、ルナの義理の父親、ブラムのおっさんに彼女の記憶を消されてから長い間、オレは焦り続けていたのかも知れない。

　力のない自分に苛いら立だち、嫉しつ妬とばかりが胸に募り、いつもないものねだりばかり。

　なにか自分にしかできないことがあるんじゃないかと願って、でも結局なにも見つからなくて、妹のように武術の才能もなく、ただ弱いだけの自分が嫌いだった。

　だけどいまはもう違う。

　昔よりもずっと、自分のことを受け容いれられるようになったと思う。

　それは全部ルナのおかげだ。

　ルナとの約束があったから、昔よりも強くなれた。一度は逃げ出した爺じいちゃんの道場にも戻ることができた。弱いまま腐ることもなく……自分のことを好きになれた。

　あの日ルナと再会して、それから一緒に暮らすようになって、日々の生活の中で彼女に触れるたび、子供の頃ころに抱いた想おもいがどんどん強くなる。

　もう誤ご魔ま化かすことはできない。



　やっぱりオレは──ルナのことが好きなんだ。



　この想おもいは子供の頃ころよりも強い。ルナにはずっと傍そばにいて欲しい。けれどこの想いを、オレが出した答えを、この場でルナに伝えるような真ま似ねはしたくなかった。

　……はじめにこの気持ちを伝えるべき相手は、きっと聖ひじりなんだと思う。

　だけど、オレの答えを聞いたとき、聖はどんな顔をするのだろう？

「……重いな」

　両の拳こぶしを握って微かすかに呟つぶやき、再び夜空の月を見上げると、オレが考え事をしている間に眠ってしまったのか、気がつくと穏やかな寝息がもれており、やんわりとルナがこちらに身体を預けてきた……。
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　ルナが酔った日から瞬く間に時間は流れ、デート前日の夜。

　みんなで夕食を楽しみ、風ふ呂ろからあがったあとオレは自室に戻り、クローゼットの前でしばし頭を悩ませていた。

　明日はデートなわけだし、できればちょっぴり背伸びしてお洒落しやれとかしてみたい。

　けれど特にファッションセンスに自信があるわけでもなく、どうしたものかとクローゼットを漁あさっていたところ、前触れもなく部屋の扉が開き、微笑ほほえみと共にかおるんが姿を見せた。

「こんばんは。また遊びに来ました」

「さようなら。またお越しください」

「ひどく素っ気ない!?」

「……いや、すまん。冗談だったんだ」

　本当は玄関から入ってくるように促すつもりだったのだが、かおるんはちょっぴりショックを受けた様子。オレは苦笑をもらして彼女を手招きする。

　と、部屋に入るなり、かおるんは小さく唇を尖とがらせた。

「まったく！　わたくしのようなエンジェルメイドが遊びに来たというのに、その冷たい反応はなんです？　相変わらず忍しのぶ様はクールな人ですね」

「よく言われる」

「あの、堂々とウソをつかないでください」

「ウソではない。独断と偏見を捨ててオレをよく見てみろ。どこからどう見てもクールそのものじゃないか。オレからクールさを取ったらなにが残る」

「……見事になにも残りませんね」

「おいこら失礼な事を言うな。もっとちゃんと考えてくれ。他ほかにもなにかあるだろう？」

「たとえばなんです？」

「そうだな。たとえばほら、その、あれだ……め、目付きの悪さとか？」

　……自分で言っておいてなんだが、ひどく悲しくなってきた。

「忍しのぶ様、あまり自虐的になってはいけませんよ。確かに忍様の目付きはあまりよくありません。学校では陰で『ハーレム魔王』なんて呼ばれていることも知っています。ですが元気を出してください。わたくしのお尻しりを触ってもいいですから」

「マジかよ……じゃねえよ。励ますかふざけるかどっちかにしてくれ。というか、なんでお前はオレのあだ名を知っているんだ？」

「少し小耳に挟んだだけです。あまり気にしないでください。しかしそれにしても、噂うわさというのは本当にあてになりませんね……」

　ため息混じりに言葉を切り、かおるんは不満そうに声をあげる。

「なんですか『ハーレム魔王』というのは！　ひどい曲解です！　あれほどわたくしが『天然ジゴロ』だと念を押しておきましたのに！　もうがっかりです！」

「オレはお前にがっかりだわ！　なにを考えているんだよお前は！　妙な噂を作ったのはお前だったのか！」

「いえいえ忍様！　いまのはただの冗談です！　わたくしではありません！　少し冷静になってください！　できれば怒るのもやめてください！　ぎゅっとしてあげますから！」

「……そのときはオレもお前の首をぎゅっと絞めてやろうか？」

　などと口走ってはみたものの、そのような真ま似ねができるはずもなく、とりあえずオレはかおるんの頬ほおを指先でぐりぐりするだけに留とどめた。

　しかし意外にもかおるんはどことなく楽しそうである。さらに部屋に散らばったオレの服を認めるなり、彼女は笑顔で素敵な提案をひとつ。

「忍様、よろしければ、わたくしが服を見立ててみましょうか？　明日はデートなんでしょう？　悩んでいるようですし、どうぞわたくしにお任せください」

「……有り難い話だとは思うが、お前オレに変な服を着せるつもりじゃないだろうな？」

「ふふ、大丈夫ですよ。いつも魅力的な忍様でしたら、きっとどんな衣装でも自然と似合ってしまうことでしょう。試しにセーラー服を着てみませんか？」

「おいおい、ほんと乗せるのが上う手まいなお前……なんて言うわけがないだろうが。どんな衣装だよ。デートの前に警察と知り合いになるわ」

「そんなことはありませんよ。以前と同じような女装を施せば平気です。それに聖ひじりちゃんもルナさんも喜んでくれると思いますよ？」

　……認めたくはないが、あながち否定はできない。オレの女装姿は女性陣にも大好評だったような気がする。しかし女装してデートか……。

　ふとその絵を想像し、オレが身震いをする中、かおるんはクローゼットの前に立ち、てっきりまたふざけるのかと考えていたものの、予想に反して彼女は真剣な面持ちで、

「忍しのぶ様、Ｔシャツはこちらの方がいいでしょう。ズボンも替えてください。ベルトはこれがいいですね。それとアクセサリーですが……」

　と、真面目まじめに服を選んでくれ、促されるまま着替えたあと、オレはクローゼットの鏡で自分の姿を映し出し、思わず感嘆の声をもらした。

「おお、これは女にモテるわけだわ」

「失礼ながら忍様、妄言ばかり吐いていないで、鏡にも現実にもしっかりと目を向けた方がよろしいかと……」

「こらこら、あまり殺生なことを言うなよ。現実は厳しいんだ。たまには目を背けたくもなるさ。この目付きの悪さばかりはどうにもならん」

「果たしてそうでしょうか？　忍様はもう諦あきらめてしまっているようですが、わたくしにひとつ良いアイディアがあります。瞬く間にその鋭い目付きを和らげてみせましょう」

「なんだ、ドラえ○んでも呼んでくれるのか？」

　過剰な期待は深い絶望を生む。ちょっぴり達観しつつかおるんの挙動を目で追っていたところ、彼女が取り出したのは、なんの変哲もないただのメガネ。

「……実はオレ、名前も知らない連中から『南なん条じよう君がメガネをかけて髪をオールバックにしたら、もう完全にヤクザだよね』とか陰で囁ささやかれたことがあるんだけど……」

「むっ、それはひどいですね。もしその場にわたくしがいたら、発言者の寿命を少しばかり縮めていたところです。しかしまあそれはさて置き」

　自分のことでもないのに怒ってくれたと思ったら、ことのほかさらりと流し、かおるんはぐいっとメガネを差し出してくる。

「物は試しですよ忍様。見知らぬ他人よりもわたくしを信じてください。この伊だ達てメガネさえあればもう大丈夫です。どうか颯さつ爽そうとメガネを身につけ、胸に響くセリフのひとつでも聞かせてください」

「……任せろ」

　信じるって大事。オレはかおるんからメガネを受け取るや否や迷わずそれを装着。チラリと鏡に視線を移したのち、くいっとメガネのブリッジを中指で押しあげ、そのまま知的ですかしたセリフを飛ばす。

「最近オレは、ひとつの色に心惹ひかれている。そう、冴さえ渡る知性の煌き放つ──マーベラスオレンジだ。おっと、君には少し難しすぎたかな？」

「……なにやら不思議と腹が立ってきましたね。ちょっとそのメガネ、忍様の目の前で叩たたき割ってみてもいいですか？」

「や、やめてくれ。このメガネに罪はないだろう？」

　慌ててかおるんにストップを掛けたのにはわけがある。

　再び鏡に目を向けると、メガネの効果か、思った以上に自分の目付きが柔らかくなっており、つまりありていに言ってしまえば、オレはちょっぴり感動していたのだ。

「このメガネはなかなかにいい。こいつがあればオレはもう、起き抜けに鏡を見てビビって落ち込むこともなくなるかも知れないんだ。謝るから壊こわさないでくれ」

「うぅ……！　まさか忍しのぶ様がそんな切ない体験をしていただなんて！　いままで目付きの悪さをネタにからかって申し訳ありません！　知らなかったんです！」

　何な故ぜか突然、口元を手で押さえて涙ぐむかおるん。

　どうやら自分のことでもないのに悲しんでくれているようだが、またさらりと流されても困る。とりあえずかおるんは放置。みんなの意見も聞いてみよう。オレはメガネをかけたまま意気揚々と部屋を飛び出して廊下を歩く。

　と、タイミングよく、すぐに廊下でルナと鉢合わせた。

　しかしどういうわけか、ルナはオレを見るなりぱあっと顔を輝かせ、そのまま頬ほおを薔ば薇ら色に染める。

「忍さんどうしたんですか？　そのメガネ」

「ああ、さっきかおるんに勧められてな。試しにかけてみたんだ。そしたらもうすっかり知的な気分だよ」

　言葉の途中で再びメガネを中指で押しあげ、オレはクールにいつもの冗談を飛ばす。

「果たして人は、知性のみで生きられるのだろうか？　それが知りたい」

「……忍さん素敵です……」

　色っぽい吐息をもらし、うっとりと瞳ひとみをとろけさせるルナ。これは想定外の反応だ。先ほどかおるんが見せたリアクションとはまるで違う。複数のハートマークがルナの周囲で乱舞しているようにも思えた。

「あの、ルナ？　いまのただの冗談だぞ？　そう褒められても困る。遠慮せず『気持ち悪い』とでも言って笑ってくれ」

「そんなことできません！　忍さんは気持ち悪くなんかないです！　忍さんは息をしているだけでも格かつ好こういいんです！」

「さ、さすがにそれはないと思うが……」

　ルナの反応に再び戸惑いつつも、オレは微苦笑を浮かべて続ける。

「しかしなんだ、ひょっとしてお前、メガネとか好きなのか？」

「違います！　そういうわけではありません！　忍さんが掛けているからいいんです！」

　ぎゅっと拳こぶしを握り、少し興奮した様子で力説するルナ。

　なんだろう。やはり戸惑いはあるが、正直かなり嬉うれしい。

「そ、それじゃあこのメガネ、明日のデートにも使ってみるか」

「えっと、それは……」

　あんなにも喜んでいたのに、オレの言葉を受け、何な故ぜかルナは頬ほおに人差し指を添えて悩みはじめ、しばしの葛かつ藤とうを見せたのち、控え目にこちらの服の袖そでを掴つかむ。

「忍しのぶさん、できればでいいんですけど、明日はメガネを外してくれませんか？　確かに忍さんのメガネ姿はとても素敵です。だけどやっぱり、私はいつもの忍さんの方が好きです。それに明日のデートは……」

　途中でルナの言葉は、耳に入らなくなっていた。

　……いつものオレの方が好き。

　その一言が、心に染みこんでいく。

　自分に向けられた真まっ直すぐな好意。

　それは聖ひじりと同じものなのだろうか？

　こんなオレのことを、聖は好きだと言ってくれている。ルナも聖と同じ言葉を聞かせてくれた。もちろんルナの好きは家族という意味でなのかも知れない。だけどもしかしたらという期待もあり、胸の鼓動が高鳴っていく中、

「忍さん？　聞いてくれていますか？」

　突然ルナが顔を覗のぞき込んできたものだから、思わず驚き、オレは一歩後ずさる。

「どうしたんです？　なんだか上の空でしたよ？　頬も少し赤いです」

「な、なんでもない。ちょっとルナに見み惚ほれていただけだ。あまり気にしないでくれ」

「……え？　あの、そんな嬉しいことを言われたら、なんだかすごく気になっちゃうんですけど……」

　なにやらルナが顔を赤くし、人差し指同士をつんつんとさせていたが、オレは「それじゃあそういうことで」と、敢あえてスルー。逃げるように早足で自室へと舞い戻る。

　と、オレの帰りを待っていたのか、部屋にはかおるんの姿があった。

　彼女はベッドに腰掛けており、愛いとおしそうにひとの枕まくらを胸に抱いてはいたものの、オレを認めるや否や真っ赤になって不満の声をあげる。

「な、なんですか急に！　失礼ですよ！　ノックぐらいしてください！」

「あっ、すみません、つい──じゃねえよ。なんで自分の部屋に入るのにわざわざノックなんかしないといけないんだ。失礼なのはお前の方だろうが。なんなんだよお前は！」

「……チャ○リーズ・エンジェルかも知れませんよ？」

「んなわけがあるか！」

　まあ確かに美人ではあるが……。

　などと心の中で付け加えていたところ、かおるんは胸に抱いていた枕を脇わきに置き、赤い頬ほおのまま素早く話を変える。

「それはそうと、忍しのぶ様はどこに行っていたんですか？」

「廊下でルナと少し喋しやべっていた」

「メガネの効果はありましたか？」

「ああ。抜群だった。だけどルナのやつが──」

「わかりました。それ以上は結構です。忍様は『ルナのやつがあまりにも俺おれのメガネ姿にときめいていたものだから、このまま抱いてやった方がいいのかなって思った』と、ニヒルにジゴロっぽいセリフを飛ばしたいわけですね？」

「その通りだ」

　すかさず勢いに任せて真っ赤なウソをついたところ、かおるんはやれやれと肩をすくめ、小さくため息をもらす。

「……忍様、わたくしから振っておいてなんですが、冗談も大概にしてください。どうせ忍様のことですから、思いのほかルナさんに誉ほめちぎられ、恥ずかしくて堪たまらなくなり、言い訳のひとつでもして逃げて来たんでしょう？」

「その通りだ。よくわかったな。笑いたければ笑うといい」

「ではお言葉に甘えさせていただきますが、どのような笑いがお好みですか？　見下すように？　嘲あざけるように？　それとも蔑さげすむようにですか？」

「……どれを選んでも、同じぐらい傷つきそうだから、やっぱりやめてくれ」

　苦笑をもらしてそう返し、オレはそっとメガネを外す。

「それとなかおるん、悪いんだけどこのメガネ、もうお前に返すよ。ルナと話していたら、考えが少し変わった。デートには使わないことにする」

「……ひょっとして、ルナさんになにか言われたんですか？」

「まあ、なんだ、ルナはさあ、メガネもいいけど、いつものオレの方がいいんだってさ。だから、オレもいまのままでいい。目付きの悪さで怖がられるのはいやだが、ルナみたいにちゃんとオレのことをわかってくれる人もいる。それだけで十分だ」

「そうですか……」

　優しく相あい槌づちを打ち、かおるんは小さく微笑ほほえむ。

「ふふ、気づいていないんでしょうけど、忍様はいま、とても嬉うれしそうな顔をしていますよ？　まったく、忍様をこんな表情にさせるなんて、相変わらずルナさんはすごいですね。ちょっと羨うらやましいです」

　穏やかな口調の中にわずかな寂しさを滲にじませ、かおるんは浮かべた微笑みを曇らせる。

「ルナさんは忍様に想おもわれていて、ルナさんも忍様のことを想っています。けれど聖ひじりちゃんも忍様のことを見ていますから、いまの状況は忍様にとっては辛つらいものなのかも知れません。ここのところ、忍様は少し悩んでいるように思えます。ですが、わたくしは……」

　おそらく、聖ひじりから話を聞いていたのだろう。かおるんは小さな拳こぶしを握り締め、躊躇ためらいがちに言葉を搾り出す。

「答えを先延ばしにして欲しいと、そう思っています」

　その言葉は、あまりにも意外なものだった。てっきりかおるんは聖を応援しているものとばかり考えていた。しかしどうやら見当違いだったようだ。

「わたくしはいまの関係が好きです。忍しのぶ様の周りには、忍様を含め、わたくしの好きな人たちが何人もいます。けれど忍様が答えを出すことで、いまの関係が終わってしまうような気がして、わたくしはそれが……怖いんです」

　そっと目を伏せ、かおるんは微かすかなため息をもらす。

「きっと聖ちゃんも、わたくしと似たような気持ちなんだと思います。この前の勝負で少し暴走してしまったのは、おそらく不安だったからなんでしょう。聖ちゃんもわたくしも、忍様の事が大好きです。ただ、メイド志望のわたくしとは違って、聖ちゃんはもっと忍様のお傍そばにいたいのでしょうね。忍様に振り向いてもらおうと、努力を重ねています」

　かおるんの柔らかな声音。それは言葉を紡ぐたびに小さくなっていき、彼女は消え入りそうな声で「けれど」と続ける。

「忍様と付き合わなくとも、お傍にいることならできます。忍様でしたら、それも受け容いれてくれるでしょう？　いままで通り、みんなとずっと一緒にいたいとそう願うのは……わたくしのわがままなんでしょうか？」

「……オレが言わなくても、お前ならわかるだろう？」

　かおるんの願いは、彼女とオレの、わがままなんだと思う。

「オレもお前と同じ気持ちだよ。いまの関係がすごく好きだ。だからそれが壊れそうな気がして、オレも怖くて、どうしても答えが出せなかった」

　……これまで曖あい昧まいな態度で誤ご魔ま化かしてきた。

「だけど、いつまでもはぐらかすわけにはいかないさ。答えを先延ばしにして、ずっと逃げ続けていたら、きっといつか無理が出てくる。それこそいまの関係が壊れてしまう。聖には近いうちに、オレの気持ちを伝えるつもりだ」

　小さく息を吐き出して言葉を止め、オレは真まっ直すぐにかおるんの目を見つめる。

「もしかしたら、この先オレたちの関係は少し変わるかも知れない。けれど、いままでの繋つながりが全部消えてしまうとは限らないだろう？　ちゃんと繋ぎとめておきたいとは思うんだが、やはりひとりだと少し心もとない。よかったら、お前も協力してくれないか？」

「……条件があります」

　静かに口を開き、かおるんはオレの手を自身の両手で包み込む。

「忍様がどんな答えを出されても、お傍にいさせてください。たまにでもいいですから、頭を撫なでてください。こんな風にまた遊びにくることを、許してくれるのなら、忍様に協力すると、ちゃんと約束します」

　それは条件というよりもお願いに近い。オレは力強く頷うなずき、そっと空いた手をかおるんの頭に伸ばした。

「いつでも遊びに来てくれ。お前が傍そばにいてくれたら、オレも嬉うれしい。もっとも、遊びに来るときは、普通に玄関から入って来て欲しいんだがな……」

　言こと葉ば尻じりにわずかな冗談を乗せ、オレが優しく頭を撫なでると、

「……いいんですか？」

　こちらのジョークに応じるように、かおるんも表情を和らげる。

「そんな風に即答なんかして、あとで後悔しても知りませんよ？　わたくしは忍しのぶ様の言うところの変態メイドです。ストーカーのように付きまとう可能性もあるんですよ？」

「こらこら、お前こそ堂々とウソをつくな。本当はストーキングまでやるつもりなんてないんだろう？　まあお前だったら、それでも別に構わないけどな」

「……忍様の天然ジゴロ」

　どこか拗すねたような口振りだったが、かおるんの頬ほおはかなり赤い。オレが頭を撫で続けていると、しばらくは彼女も大人しくしてはいたものの、おそらく恥ずかしくなったのだろう。赤い頬のままオレから離れ、誤ご魔ま化かすように話を変える。

「そ、そういえば忍様、明日のデートなんですけど、服装ばかりに気をとられ、肝心のデートプランについてはなにも考えていない……なんてことはないですよね？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「大丈夫だ。心配するな。オレは石橋を叩たたいて叩いて叩き壊こわして結局渡らないような男だぞ？　慎重かつ綿密に計画を立てた──と、公的には建前を並べておく」

「あの、石橋を叩き壊すような迷惑な人にひとつお聞きしますが、本音を並べたらどうなるんです？」

「情熱に任せて自然体。いつものようにクールに、ときにワイルドに決める予定だ。水族館だけだと時間が余るから、みんなと相談してスケートにも行くことにした」

「スケートですか。前半の忍しのぶ様の妄言はともかく、いまの時期にスケートはいいですね。忍様は普段から滑っていらっしゃいますから、スケートも得意そうです」

「おい、確かに自慢のギャグも時折滑るわ潰つぶされるわスルーされるわで散々だが、こう見えても客を動かす力はあるんだぞ？」

「……お客様を出口に向かわせる力なら、間違いなくあるでしょうね」

「お前はオレを泣かせたいのか？」

　などと冗談を言い合いながら、少しの間談笑していたところ、ふと話の途中でなにかを思い出したのか、かおるんは「あっ、そうです」と懐を探り、取り出したのはメイドさんの絵が描かれた目覚まし時計。

「忍様にプレゼントです。明日にでも是非お使いください。寝坊してデートに遅れたりしたら目も当てられません。少し改造しておきましたので、きっと忍様も満足されるかと」

「そういうことなら、早速明日使わせてもらうよ。ありがとう」

　一応目覚まし時計ならすでに一個持っている。

　しかし好意は素直に受け取っておこう。オレが礼を言うと、かおるんは「どういたしまして」と何な故ぜか悪戯いたずらっぽい笑みを見せたのち、その足を部屋の扉へと向ける。

「それでは、わたくしはそろそろお暇いとまさせていただきますが……」

　扉の前でピタリと足を止め、かおるんは振り返って優美に一礼。

「おやすみなさい忍様。いいメイドの夢を」

「ああ、おやすみ。夢の中に変態メイドが出てこないよう祈るよ」

「ふふ、いくら祈りを捧ささげても、所しよ詮せんは苦しい時の神頼みでしょう。わたくしの事ですから、きっと忍様の夢の中にも現れると思います。さらに目を覚ました忍様の隣には静かに眠るわたくし。まさかの本人登場です。夢の中でも現実でも忍様を存分に楽しませ──」

「いや、冗談はもういいから、そろそろ帰れよ。聖ひじりが心配するぞ？」

　ソフトな突っ込みで言葉を遮り、それから部屋を出て行ったかおるんを見送ったあと、オレは彼女にもらった目覚ましをセット。明日に備えて早めに寝ることにした……。



    

  
    
      


第三章　離れたぬくもり



　少し肌寒いが、晴れ空を思わせる眩まぶしい朝日。デート当日の爽さわやかな朝。こちらの穏やかな眠りを妨げるように、

『あぁん！　いやん！　らめぇん！』

　突然艶つややかな嬌きよう声せいが部屋に響き渡り、さすがに面食らってオレは跳ね起きる。

「な、なんだ？　誰だれかいるのか？　ひとの部屋で一体なにをしている！」

　上体を起こすと同時にあたりを見渡す中、悩ましい声はいやらしくも止まらなく続く。

『やぁん……お尻しりばかりいじめちゃ……はぁん……だめです……忍しのぶ様ぁん！』

　なんとも甘い声でオレを呼ぶのは、昨夜かおるんがくれた目覚まし時計。どうやら音声を録音できるタイプのものだったようだ。

『もう……我慢してください忍様……ぁん……こんなお外でなんて……ひゃん……声が出ちゃいます……んぅ……こんな声……もし誰かに聞かれたら──』

「間違いなくオレが終わるわ！」

　誰かに誤解されては堪たまらない。

　オレはすぐさま時計の頭部ボタンに掌てのひらを叩たたきつけ、妙なアラームを止める。続いて額に滲にじんだ冷や汗を拭ぬぐい、小さくため息をついた。

　……あの変態メイドめ、相変わらずとんでもない悪戯いたずらを仕掛けやがる。

　まあ確かに一発で目は覚めた。ちょっぴりドキドキしたのも事実である。それにこれもかおるんなりの甘え方で、ただ構って欲しいだけなんだとも思う。

　しかし今度きちんと注意をしておこう。

　と、そんなことを考えていたところ、今度はオレの携帯電話が鳴り響き、かおるんから電話が掛かってきていた。

「……もしもし？」

『んぅ……こんな声……もし誰かに聞かれたら、見つかっちゃいます……きゃん……恥ずかしいです……忍様のエッチ……』

「クックックッ、口ではそう言いながらも、身体の方はもう待ち切れないみたいだぞ？　本当はお前だって──」

『忍様、セクハラはやめて下さい。今すぐ訴えますよ？　朝から破廉恥極まりないです』

「それはこっちのセリフだ！」

　冗談に乗り突っ込みで返そうと考えていたのに、なんとも最悪なところで遮りやがって。これではただの変態である。オレは遺憾の思いで目覚まし時計に視線を飛ばす。

「朝っぱらからなんて真ま似ねをするんだよお前は。この目覚まし時計はなんのつもりだ？　つーかお前、オレの部屋に盗聴器でも仕掛けているんじゃないだろうな？」

　電話のタイミングが絶妙すぎる。

　再びオレが部屋を見渡す中、かおるんは電話越しに『おはようございます忍しのぶ様』と朝の挨あい拶さつをひとつ。口調を柔らかなものに変える。

『一応断っておきますが、わたくしは盗聴器など仕掛けていませんよ。わたくしただ、なんとなく忍様が焦っているような気がして、試しに電話を掛けてみただけなんです。ひょっとして、ナイスタイミングでしたか？』

「最悪なほどにな」

『ふふ、ご期待に応こたえることができて良かったです。これも愛のなせる技ですね』

「……イヤな技だな。もうこりごりだよ。もはやそんな愛など要らぬ」

『それでは、忍様がわたくしのとろけるような愛を受け容いれてくれるよう、今度お部屋に忍び込み、目覚まし時計のセリフを仔こ猫ねこのような妹風、もしくは鋭い美人を思わせるお母さん風に変えておきましょう』

「もしかして、お前はオレを脅しているのか？　そんなセリフをなずなや母さんが聞いたら、気まずくもいたたまれない家族会議がはじまっちまうよ。頼むからやめてください」

　オレはわりとマジだった。しかしかおるんの方はくすりと笑い、さらりと話を変える。

『──さて、冗談はともかく忍様、そろそろ出掛ける準備をしてください。二度寝なんかを楽しみ、デートに遅刻してはいけませんよ？』

「……ヒーローは遅れた頃ころにやってくる」

『はいそこでストップです。いままさに枕まくらに頭を預け、二度寝を楽しもうとしているであろう忍様、ひとついいことを教えてあげますから、ちゃんと起きてください』

「いや、ただのジョークのつもりだったんだけど……いいことってなんだ？」

『実は忍様にプレゼントした目覚まし時計、たとえ頭部のボタンを押したとしても、本体側部のスイッチをオフにしなければ、再びアラームが鳴る仕組みになっております』

「……全然いいことじゃないな。時間差攻撃とは、ほんと恐ろしい目覚まし時計だ」

　おそらく二度寝など許してくれないだろう。もっとも、今日はそのつもりもない。オレはかおるんとの通話を終え、ベッドの上で軽く伸びをする。

　と、そこで、不意に扉がノックされ、ひょっこりマキナが部屋に顔を出した。彼女はオレを認めるなり少しだけ意外そうな表情を見せ、それからやんわりと微笑ほほえむ。

「おはよう忍。まだ寝ていると思ったんだけど、今日はひとりで起きられたのね」

「すごいだろう？　これでも頑張ったんだ。優しく褒めてくれ」

「……なにを言っているの？　子供じゃないんだから、ひとりで起きられて当然だと思うわよ？　ひょっとして忍ったら、まだこの前の赤ちゃんプレイを引きずっているの？　やっぱり母性を求めているんじゃあ……」

「マキナ、いまオレが求めているものは、母性ではなくお前の乗り突っ込みだ。いつもの乗りと突っ込みをくれ。そして赤ちゃんプレイは直ちに記憶から抹消してくれると助かる。女装以上のトラウマなんだよ」

　ため息混じりにオレが肩を落とすと、マキナはそっとこちらに手を伸ばし、慰めるように頭を撫なでてくれた。

「いい子いい子」

「……うん、お前は励ましているつもりかも知れんが、はっきり言って逆効果だからな？　なんだその妙にいい笑顔は。子供扱いしないでくれ」

　微妙にからかわれているようで恥ずかしい。

　とりあえず温かな手から逃げていたところ、ふとマキナがベッドの上の目覚まし時計に視線を移し、怪け訝げんそうに小首を傾かしげた。

「こんな時計、部屋にあったかしら？　なんだか時計のメイドの絵が、薫かおるにすごく似ているような気がするんだけど、ひょっとして忍しのぶが買ったの？」

「いいや、実は昨日の夜、かおるんがまた部屋に遊びに来て──」

『やぁん！　わたくしはただ遊びに来ただけですのに、こんなところに連れ込まれてしまうなんて……！　ああん、いけません忍様。エッチな声が出ちゃいます。んぅん……』

　オレの言葉を遮り、再び目覚まし時計からあがるかおるんの嬌きよう声せい。

　……いかん。時間差攻撃のことをすっかり忘れていた。オレは青くなると同時にアラームを止めたのだが、時すでに遅し。マキナはわなわなと唇を震わせていた。

「し、忍！　昨日の夜、薫に一体なにをしたの!?　しかも薫のあんな声を録音して目覚ましにするなんて！　忍はどれだけメイドのことが好きなのよ！」

「いや待て違う！　これは誤解だ！」

「なにが誤解よ！　ウソ言わないで！　忍がメイド好きだってことはもうわかっているのよ！　お姉さまがメイド服を着ているときは鼻の下を伸ばしているし！　薫とはいつも仲良く話していて楽しそうだし！　メイドのどこがそんなに好きなの!?」

「……主人に従順でご奉仕系なところかな？」

「な、なによそれ！　ふたつともあたしにはないものじゃない！」

　うっかり状況も忘れて本音を半分程こぼしたオレに、マキナは涙目で抗議してくる。

「大体、自分の言うことをなんでも聞いて欲しいのなら、メイドじゃなくて機械にでも頼んだらいいじゃない！　そっちの方がきっと効率的よ！」

「それは違うぞマキナ。自分の意思で従ってくれるのがメイドさんのいいところなんだ。そんな芸当は機械なんかには真ま似ねできない」

「な、なるほど、メイドも奥が深いわね──じゃないわよ！　そもそも変態メイドの薫は忍が好きな従順なメイドとは真逆のキャラじゃない！　それなのに薫に変なことをしたってことはつまり、忍しのぶはメイド服を着ている女性だったらなんだっていいってわけ!?」

「いやいや、別にオレはメイド服フェチというわけではないんだが……」

　これはどう誤解を晴らしたものか。

　なにやらマキナは泣きそうな顔をして「あたしもメイド服を着るから！　もっとあたしとも遊んでよ！」などと口走っている。オレがさらに焦る中、再び携帯電話が鳴り、またかおるんから電話が掛かってきた。

「……今度はなんの用だ？」

『いえ、いまふとメイドをバカにされたような気がして、試しに電話をしてみました』

「お前本当に盗聴器とか仕掛けてないよな？　どんなシックスセンスだよ。確かにマキナが『メイドよりも機械の方が効率的』みたいなことを言っていたけど……」

『あ、謝って下さい！　全国のメイドとメイドファンの方々に謝って下さい！　こうなったらマキナにもメイドの良さを教えてあげます！　ちょっとマキナと代わって下さい！』

「……ああ、わかった。あとついでに、昨日お前がくれた目覚まし時計のことについても話してやってくれ。見事に誤解された」

　かおるんにそう頼んでマキナに携帯電話を差し出し、しばらく様子を見ていたものの、どんな会話を繰り広げているのか、数秒も経たたないうちにマキナは顔をしかめた。

「本日のかおるんハート天気予報？　興味ないわよそんなの。え？　なに？　メイドをバカにするな？　ツンデレの嫉しつ妬と？　だ、誰だれがツンデレよ！　へ？　勝負？　勝ったらメイド服をくれるの？　いいわ！　もちろんやるわよ！　今日こそあんたに勝つからね！」

　……ほんと、どんな話をしていたことやら。通話を終えたマキナは携帯をオレに返すや否や「ちょっと出掛けてくるから！」と、背中を向けるなり部屋を飛び出して行った。

　あの様子を見る限り、全く誤解が解けていないような気がする。

　マキナの背中を見送りつつ、オレはため息をひとつ挟み込み、それからデートに備えて身支度を整えることにした……。
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　待ち合わせの場所は駅の噴水前。この場所は大きな噴水が目印になるため、やはり落ち合うには最適の場所かも知れない。視線の先には数人の男女の姿があり、きっとみんな誰かと待ち合わせでもしているのだろう。

　が、約束の時間よりもかなり早いせいか、そこにルナと聖ひじりの姿はない。ちなみにルナはなんでも母さんたちからデートの雰囲気を出すようにと勧められたらしく、結局彼女とも噴水前で落ち合うことになっている。

　正直そのあたりの女心はよくわからないが、せっかくのデートだ。今日だけは悩みを忘れ、三人でいい思い出を作ろう。聖ひじりの気持ちと向き合うのは、それからでも遅くないと、いまはそう思いたかった……。

　などと少し真面目まじめなことを考えていたところ、不意に後ろから人の気配。なにやら誰だれかが忍び足でこちらに近づいて来ている。

　……もしかしたらルナかも知れない。

　ああ見えてルナはスキンシップが好きだ。きっと後ろからこちらに抱きつき、『だーれだ』なんてやるつもりなのだろう。

　おそらくデートということでテンションが高くなっているんだとは思う。けれど少し恥ずかしいし人の目もある。悪いがここでは控えてもらおう。

　というわけで、オレは敢あえて知らないふりを続けつつ頃ころ合あいを見計らい、

「だーれ……」

「ちょっと待っ──」

　くるりと振り返り、制止のために勢いよく手を伸ばしたものの……掌てのひらからむにゅんとした感触が伝わり、思わず言葉が止まる。

　掌に収まらないほどの豊満な乳房。艶つややかに「んぁ……」ともれた甘い吐息。そして両目に映ったのは、頬ほおを朱に染めた聖の姿。

　……あ、相手はルナじゃなかったのか。まさか聖が『だーれだ』なんてやるとは思わなかった。というか、オレはいまとんでもないことをしてしまったんじゃないのか？

　予想外の事態にかなり動揺し、オレが胸を触ったまま硬直する中、聖の方は特に怒った様子もなく、やんわりと口を開く。

「忍しのぶくんは、やっぱり胸が好きなんだな……」

　うん、未いまだに胸に触れている状態では、否定の言葉を口にしても虚むなしく響くだけに違いない。すぐさま聖の胸から手を離して謝ろうと思ったのだけれど、

「あの、忍くん、私の胸は……どうだ？」

　止める間もなく聖は頬を上気させたまま、オレの手と自身の両手とを重ね合わせ、再び甘い吐息をもらして不安そうな表情を見せる。

「ルナさんほど大きくはないけど、ちゃんと気持ちいいかな？」

　はっきり言って最高である。むっちりとした胸の弾力は掌に心地よく、オレと聖の手によって柔らかく形を変えた乳房も実に悩ましい。質問に対してオレが小さく頷うなずいて返すと、聖は安心したように微笑ほほえんだ。

「よかった。気持ちいいのは、私だけじゃなかったんだな……」

　……早くもいまの言葉で理性にヒビが入った。このままではやばい。

　と、そう危き惧ぐしていたものの、さすがに人目を気にしたのか、聖もこれ以上続けるつもりはないようだ。少しだけ名残惜しそうにして、そっと自身の胸からオレの手を離そうとした──その瞬間である。

「……し、忍しのぶさんも聖ひじりさんも、こんなところでなにをしているんですか？」

　不意に響いた泣き声にも似たソプラノボイス。

　サァーと血の気が引くのを感じつつ、聖と揃そろって振り向くと、そこには予想通り、目に涙を滲にじませたルナの姿があった。

　途端、オレは慌てて聖の胸から手を離して弁解する。

「こ、これは違うんだルナ！　勘違いしないでくれ！」

「そうだぞルナさん！　妙な誤解はしないで欲しい！　これは事故だからな！」

「……本当ですか？」

　涙目のまま、ルナは怪け訝げんそうに訊たずねてくる。

「なんだか忍さんも聖さんも、すごく嬉うれしそうでしたよ？」

「ま、まあ、オレも男だからな。嬉しい事故だと思ったのは事実だ。すまん聖」

「そんな、忍くんが謝る必要なんてない！　悪いのは全部私なんだ！　昨日薫かおるさんに借りた漫画で『だーれだ』なんてシーンがあって！　真ま似ねしたくなって柄にもなくあんなことをしたのがいけなかったんだと思う！」

　どうやら聖はかなり動転しているようだ。彼女は早口に捲まくし立てる。

「確かに私も嬉しかった！　忍くんの手が触れたとき、胸が熱くなって、忍くんの手、温かくて大きくて気持ちいいだなんて思っていた！　自分でも大胆なことをしたとも思う！　だけど変なことまでしようなんて考えてなくて！　私はただ──」

「ス、ストップだ聖。人の目もある。そのあたりで止めた方がいいんじゃないか？」

「そ、そうですよ聖さん。もう事故だって十分わかりました。大丈夫ですからね？」

　それぞれ聖の言葉を遮り、オレとルナがほぼ同時に肩に手を載せたところ、余計なことまでカミングアウトしていると気づいたのか、彼女は顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「……ごめん。恥ずかしいことばかりして」

「いやいや、聖こそ謝る必要はないからな？」

「忍さんの言う通りです。実は私も『だーれだ』なんてやろうと考えていました。聖さんも私と同じで、デートが楽しみで仕方なかったんですよね？　それなら落ち込むよりも、みんなでデートを楽しみませんか？」

「……うん。ありがとう忍くん、ルナさん」

　顔をあげたとき、その頬ほおはまだ赤かったが、それでも聖は笑みを浮かべていた。

　そんな聖につられるように、オレとルナも小さく微笑ほほえみ、早速デートを楽しむため、それから電車を乗り継いでやって来たのは──スケートリンクのあるスポーツセンター。

　店内に入るなり、ルナは「私、スケートってはじめてなんです」と目を輝かせてはいたものの、なにやらスケート靴に履き替えたあたりから不安そうに瞳ひとみを揺らしはじめ、いまはスケートリンクの前で及び腰になっていた。

「あの、忍しのぶさん、私、たまになにもないところで転んじゃったりするんですけど……大丈夫なんでしょうか？」

「大丈夫だ。問題ない。きっとそのお尻しりがクッションの役割を果たしてくれるだろうさ」

「し、忍さん！　私のお尻はそんなに大きくないです！　よく見てください！」

「……ごめんなさい。冗談だったんです。許してください」

「忍くんがあっさり素直に謝った!?」

　いや聖ひじり、意外に思う気持ちはわかるが、あんな形の良いお尻を軽く突き出されてみろ。冗談を続けようにも言葉が出てこないんだよ。

　オレは心の中で聖にそう返し、ルナに目を戻して提案をひとつ。

「よかったら、オレが滑り方を教えてやろうか？」

「……忍さん、滑れるんですか？」

「当然だ。こう見えても昔、氷の妖よう精せいと呼ばれた……妹の兄貴だったんだぞ？」

「えっと、忍くん、それはあまり自慢にならないんじゃないかな？」

「それならあれだ。かおるんが言うには、オレは氷の上じゃなくても普段から滑りまくっているらしい。スケートも得意そうだと、そう口にしていた」

　誤ご魔ま化かすように軽い乗りで自虐ネタを飛ばした途端、ルナと聖に優しく頭を撫なでられてしまうオレ。これでは本当に可哀かわい想そうな人みたいだ。オレは軽く肩をすくめたのち、少しだけ口調を真面目まじめなものに変える。

「冗談はさて置き、一応スケートなら何度も経験している。多分オレでもルナに教えられると思うぞ？　聖の方はどうだ？」

「うん、私も滑れるから、ふたりでルナさんに教えてあげようか」

　聖が笑顔で頷うなずいたのを確認したのち、オレはそっとルナに手を伸ばす。

「ほら、手を繋つないでおけば転ぶこともないさ。とりあえず一度滑ってみよう」

「そうだな。まずは氷の上に慣れるところからはじめようか」

　こちらに同調するように聖も手を伸ばすと、ルナは怖々ながらもしっかりとオレたちの手を取り、三人で手を繋ぎながらスケートリンクへと向かう。

　ちなみにリンクの広さは直径三十メートルほどであり、しばらくオレと聖が手を引いたまま氷の上を滑っていると、次第にルナの表情から強こわ張ばりが消えていき、ゆっくりと口元が綻ほころんでいく。

「どうだルナさん、結構楽しいだろう？」

「はい。すごく楽しいです。でも聖さん、まだ手は離さないでくださいね？」

「……ルナ、ここでうっかりオレが手を離したら、やっぱり怒るか？」

「し、忍さん！　怖いことを言っちゃいやです！　やめてください！」

　からかい半分で訊たずねたところ、ルナは目に涙を溜ためてこちらの腕に抱きつき、聖ひじりは微苦笑を浮かべ、「ダメだぞ忍しのぶくん」と柔らかくオレをたしなめる。

　とまあそんなこともありつつ、ルナが落ち着いてきたあたりで試しに手を離してみると、意外に運動神経がいいのか……いや、意外には失礼かも知れないが、予想に反して彼女は一度も転ばず、普通に氷の上を滑っていた。

　一方、少し離れた場所でオレと一緒にルナの様子を見守っていた聖はわずかに目を見張り、続いて感嘆の声をもらす。

「ルナさんはすごいな。はじめてなのに……」

「ふむ、もはやヤツに教えることはなにひとつとしてない」

「あの、なんで忍くんはちょっとお爺じいさん口調なんだ？」

「一度言ってみたかっただけだ。気にしなくてもいい」

「ふふ、そうか。忍くんはお茶ちや目めだな。やっぱり可愛かわいい……」

　……さすがに可愛いは照れる。早いところ話を逸そらそう。頬ほおをかきながら、オレはルナに視線を移した。

「おっ、見ろよ聖。ルナのやつ余裕だな。ほら、手なんか振っているぞ」

「ほんとだ。ちょっとはしゃいでいるみたい──ん？　あれ？　なんだかルナさんの顔、少し青くなっていないか？」

「……確かに青いな。その上何な故ぜか涙目だ」

　ふとオレたちが違和感に気づいたところ、ルナは涙目のまま微かすかに声を震わせる。

「忍さーん、聖さーん、やっぱりこの靴、ブレーキは付いていないんですよね？」

「ま、まさかお前、止まれなくなっちゃったのか？」

「そうなんです！　助けてください！　少し怖いです！」

　焦った様子でこちらにＳＯＳを飛ばすルナ。わりとスピードも出ているし、壁にぶつかったりでもしたら大変だ。すぐさまオレは両手を広げた。

「ル──」

「こっちに来てくれルナさん！　私が受け止める！」

　……あ、オレが言いたかったセリフ、全部聖に取られちまった。

　こうなると広げた両手がなんとも虚むなしい。

　わずかな気まずさを覚え、オレが頬を熱くして立ち尽くす中、ルナはなかなかの勢いで聖へと迫る。対して聖はそんなルナをしっかりと抱き留める──つもりだったのだろうが、さすがに氷の上ではダメだったようだ。

　その場でバランスを崩してルナと一緒に転倒。しかし見事な受け身を取ったことから察するに、おそらく彼女に怪け我がはないと思われる。

　が、違う意味でふたりはとんでもないことになっていた。

　仰あお向むけに寝転がっている聖ひじり。彼女に覆おおい被かぶさるような体勢を取っているルナ。ふたりの大きな乳房は見事に重なり合っており、互いにふにゅんと形を変えている。さらにルナが身動みじろぎをした途端、聖は艶つややかな声をもらした。

「んぅ……ルナさん、そんな風に動いたりしたら……あぁ……ダメだ……」

「ごめんなさい聖さん……ふぅん……うまく……はぁん……立ちあがれないんです……」

　氷の上でルナが必死で起き上がろうとする中、おそらく本人の意図とは別だろう。より強く両胸が押し当たり、ゆっくりと上下左右へと擦こするような形になってしまい、

「やぁ……そこ、擦っちゃ……いやだ……あぁん……」

「違うんです……んぁ……わざとじゃ……ぅん……ないんです……」

　ルナの努力とは裏腹に、乳房同士が波打つように揺れ動いて悩ましく悶もだえ、時折ふたりはびくんと身体を震わせる。

　これは心に残しておきたい光景だな──などと凝視なんかをしている場合ではない。周囲の客たちも何事かとざわめきはじめている。我に返ったオレはすぐにルナと聖のもとへと近寄り、そっとふたりに手を伸ばした……。



　その後練習の成果もあってか、ルナは見る見るうちに上達し、皆でスケートを楽しんだのちファミレスで遅めの昼食を取り、電車で数分揺られた末、次に訪れたのは水族館。



    

  
    
      



    

  
    
      

　母さんから貰もらったチケットを片手に受付を済ませ、オレ達は足並みを揃そろえて中へと入る。

　すると館内は蒼あおく幻想的な雰囲気に包まれており、ちらほらとカップルの姿も確認することができた。そしてルナと聖ひじりは差し掛かった水槽の前で足を止め、それぞれ水槽の中を泳ぐイワシの群れに心惹ひかれている様子。

　小さい個体のイワシの群れは密集してひとつの生命体のようにも見え、キラキラと宝石のように輝き、像が鮮明で動きも早い。

　思わずオレも目を奪われ、聖も嘆声をもらす。

「これはすごいな……」

「ああ、すごく美お味いしそうだ」

「それじゃあ忍しのぶさん、今晩のおかずは魚にしましょうか？」

　うっかりエルニみたいなボケをかましてしまったオレに、笑顔で応じるルナ。本当は突っ込んで欲しかったのだが、とりあえずオレは冗談を重ねることにした。

「魚なら、刺身の大トロがいい」

「忍さんがキスしてくれたら、それでもいいですよ？」

「……すみません。わがままを言いました。あとそろそろ突っ込みをください」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむルナ。

　オレが頭をさげると、聖はくすりと笑みをこぼして「忍くんはルナさんに弱いな」とコメントをひとつ。それに特に否定は返さず、イワシの群れを後にしたのち、オレたちはゆっくりと水族館を回っていく。

　ルナは彩り鮮やかな熱帯魚を眺めては目を輝かせ、ちょっと怖い顔をした深海魚たちから聖が微妙に距離を取る中、

「気持ち良さそうに泳いでいますね」

　などと、深海魚たちにも微笑みを向けていた。

　ルナの表情はころころと変わり、気がつくと彼女の表情を目で追っていたところ、ふと視線を感じて振り向くと……どこか寂しそうに聖がオレを見つめていた。

「どうしたんだ？　そんな顔をして？　ひょっとして、体調でも悪くなったのか？」

「えっと、そういうわけじゃないんだけど、忍くんは楽しいかなと思って……」

「ん？　もちろん楽しいぞ」

　聖はどこか誤ご魔ま化かすような口振りだったが、本当に体調が悪いわけでもなさそうだ。オレは彼女に大きく頷うなずいて返す。

「ルナは見ていて飽きないし、それにさっきお前、深海魚を見て微妙に怖がっていただろう？　悪いとは思ったが、少し面白かった」

　オレが冗談混じりにそう伝えたところ、

「……忍くんは、私のこともちゃんと見てくれていたんだな……」

　小さく呟つぶやき、聖ひじりはそっとオレの手を取る。

　と、ルナもこちらの様子を認めるなり、聖に倣うようにオレの手を取り、わずかに声を弾ませた。

「忍しのぶさんの手、大きくて温かいですね」

「そうだな。ちょっとごつごつしていて、皮膚も厚いけど、私は好きだな。忍くんの手」

「私も好きです。ずっとこうしていたいですね」

「うん、そうできたら、ほんとにいいな……」

　話し合いながら、微笑ほほえみを浮かべるルナと聖。

　……オレの手は、武術をやっているせいか、聖の言う通り皮膚も厚く、それに細かい傷も目立つ。それでもふたりに好きだと言ってもらえ、恥ずかしくはあったが、手を離すことなんてできなかった。

　掌てのひらから伝わるふたりの熱が、ゆっくりと心を満たしていく。

　周囲には、ブルーの水槽の中を泳ぐ様々な海の生き物たち。そしてオレたちは、静かな空間の中、ただ穏やかに、手を繋つないだまま三人で歩く。

　……それだけで、いまは嬉しかった。

　不意に、このままいつまでも手を繋いでいたいと、叶かなわぬ夢を抱く。どちらか一方の手だけを離すことはひどく躊躇ためらわれ、このぬくもりをずっと自分の掌に収めておきたいと、そう願わずにはいられなかった……。



　館内を一通り回ったあと、オレたちは最後の楽しみにと取っておいたイルカショーを見に行く事にした。ショー会場に足を運んで前列の席に腰を下ろし、しばらくして催しがはじまると、愛らしいイルカの姿を見るなり、ルナと聖は揃そろってうっとりと頬を緩める。

「イルカさん、可愛かわいいですね」

「本当だな……」

「ふたりとも知ってるか？　イルカって漢字で『海』の『豚』と書くんだぞ？　なんで豚なんだろうな？」

「どうしてイルカさんは、あんなにも可愛いんでしょう」

「不思議だな……」

「あの、ふたりとも？　オレの話も聞いて欲しいんだけど？」

　というか、オレも話に混ぜてくれよ。若干の切なさを胸に抱いていたところ、聖とルナはオレをスルーしたまま会話を続ける。

「そういえば子供の頃ころ、父さんと母さんにイルカを飼って欲しいだなんてわがままを言って、ふたりを困らせたことがあったな」

「聖さんがそんなことを？」

「ほんとに幼い頃ころの話なんだ。当たり前だけど、イルカを飼うことはできなくて、私が落ち込んでいたら、薫かおるさんがイルカのぬいぐるみを作ってくれた。私はそれがすごく嬉うれしくて、いままでもそのぬいぐるみは大切に持っている」

「やっぱり、薫さんは優しいですね。少し忍しのぶさんに似ています」

「ルナさんもそう思うか？」

　オレが眉まゆをひそめたのにも気づいた様子はなく、聖ひじりはわずかに声を弾ませる。

「自分の感情を素直に出すのが苦手なところ、照れ屋なところ、それに冗談で誤ご魔ま化かそうとするところなんかは、忍くんとそっくりだ」

「それに格かつ好こういいところも似ていますよ」

「うん、そうだな。あと……」

　などと言いながら、イルカショーをそっちのけで会話に花を咲かせる聖とルナ。

　……ショーは見なくてもいいんだろうか？

　思わず首を捻ひねったものの、まあ口を挟むのも野や暮ぼだろう。気がつくとオレまでショーのことを忘れ、ルナと聖の微笑ほほえみに見み惚ほれていたところ、不意に視界の端でイルカが高いジャンプを決め、大きな水みず飛沫しぶきがあがるのが確認できた。

　このままではふたりが濡ぬれてしまう。

　とりあえずルナを──と、そこまで考えて、一瞬身体の動きが止まる。

　……どうしてルナに手を伸ばそうとした？　聖なら大丈夫だと思ったのか？　確かに聖は運動神経もいい。こんなときには勘が働いて逃げられるかも知れない。

　けれどこの咄とつ嗟さの選択が……ひどくオレの胸を締め付けた。

　もしこの先、さっきまで繋つないでいた手を、片方だけ離さなくてはいけなくて、ルナしか守れないというのなら、オレは──。

　数瞬のうちに様々な考えが脳裏をよぎる。躊躇ためらいや迷いもあった。けれど結局、オレは伸ばしかけた手でルナを抱き寄せることはなく……庇かばうようにふたりの前に立って両手を広げ、次の瞬間には顔面に冷たい感触。

　……季節のせいもあるのだろうが、頬ほおを流れる滴が妙に冷たい。

　もしかしたら、曖あい昧まいな態度ばかり取り続けているから、天罰のひとつでも下ったのかも知れない。そっと静かにオレがため息をこぼす中、ルナが慌てて立ちあがる。

「忍さん、大丈夫ですか？」

「やれやれ。すっかり水も滴るいい男になっちまったよ」

　心情を隠してオレは苦笑を浮かべる。しかし心配そうにハンカチを取り出すルナとは裏腹に、どうしてか聖は瞳ひとみを揺らし、

「……やっぱり、そうだったんだな……」

　消え入りそうな声で言葉を紡ぐ。

　その囁ささやきはこちらまで響かず、ルナがハンカチでこちらの頬ほおを拭ぬぐう一方、彼女はその場に留とどまったまま、決してオレたちの間に入ってくることはなかった。ただなにかに堪えるように両の拳こぶしを握り締め、無理をしたように微笑ほほえむだけだ。

　……彼女がなにを思っているのか、それがわからず、だけどその表情が泣き顔のようにも思えて、掛ける言葉が見つからないまま、いつしかイルカショーも終わる。そしてショーのあとは、もう三人で手を繋つなぐこともなく、顔を覗のぞかせはじめた夕日のもと、オレたちは水族館に別れを告げた……。



　帰りの電車には乗客たちの姿もほとんどなく、ひどく静かでどこか寂しい。聞こえて来るのは電車の揺れる音と、穏やかなルナの寝息。

　きっと遊び疲れてしまったのだろう。ルナはオレの肩に頬を預けていて、聖ひじりは無言のまま窓の外に目を向け続けていたが、不意にぽつりと言葉をもらす。

「……忍しのぶくん、今日はありがとう」

「ん？　急にどうした？」

　柔らかく問うオレに、聖は窓から目を離さず、小さく応じる。

「すごく、楽しかったんだ。こんな風に好きな男の子と、大切な友達と一緒に遊べるだなんて、これまで考えたことがなくて、なんだか夢みたいで……本当に楽しかった」

　穏やかな口調に反して、彼女の横顔からはいつもの凜り々りしさは窺うかがえない。

「……でも、叶かなわない夢は、いつか覚めて、終わってしまうんだな。そんなこと、ずっと前から、わかっていたのに……」

　わずかに声を掠かすらせ、長い沈黙のあと、聖はオレに視線を移す。

「本当はあのとき、イルカショーで水が跳ねたとき、忍くんは……ルナさんを庇かばうつもりだったんじゃないのかな？」

「……どうしてそう思うんだ？　オレは別に──」

「私に気を遣わなくてもいいんだ」

　そっとオレの言葉を遮り、彼女はまた泣き笑いのような表情を見せる。

「水が跳ねたことに、私も気づいていた。見てたんだよ。忍くんのこと。それに忍くんのことが好きだから、いままでずっと目で追ってきた。だからわかるんだ。忍くんが誰だれを見ているかなんて……ほんとはわかっていたんだ……それでも……私は……」

　形の良い唇を噛かみ、聖は目を伏せる。

「ごめん忍くん。もう少しだけでいいから、私のわがままに付き合って欲しい……」

　震えた唇からこぼれたささやかな願い。それに答えを返すよりも早く、車内にアナウンスが流れた。次の駅で降りなければならない。タイミングを逸そらされてオレが開きかけた口を閉じる中、いまのアナウンスで起きたのか、ルナが目を擦こすりながら声をもらす。

「……すみません。ちょっと寝ていました。いまどのあたりですか？」

「ちょうど次で降りるところだ。そろそろ起きておいた方がいいぞ」

「はい……」

　オレに頷うなずいて返しながらも、ルナはまだ眠そうであり、どこかぼんやりとしていたが、電車から降りたあたりで完全に目を覚ましたようだ。また、聖ひじりも先ほど浮かべた表情は一切見せず、楽しそうにルナと談笑を続けている。

　と、そのとき、不意にルナのポケットから携帯電話の着信音が鳴り響いた。

　するとルナは目を瞬かせて携帯を取り出すなり「店長さんからです」と呟つぶやき、オレたちに断ったあと、怪け訝げんそうに電話に出る。

　店長さんという言葉から察するに、おそらく電話は例の変態からなのだろう。

「……はい、私ですけど……え？　そうなんですか？　ええ……いま駅前にいます……えっと、ちょっと待ってくださいね」

　一度携帯電話を耳から離し、ルナはオレと聖に視線を投げる。

「どうかしたのか？」

「それがその、アルバイト先からの電話だったんですけど、今日出てくるはずだったバイトの人たちが、ふたりも風邪でお休みみたいなんです。それでできれば、いまから来て欲しいそうで……」

「それなら、ルナさんは行って来た方がいいんじゃないかな？」

　オレたちの顔色を窺うかがうルナに、聖は優しく告げる。

「これからどこかに行く予定もないし、このまま遊んでいても、バイト先のことが気になって、ルナさんも楽しめないだろう？　今日のデートは、ここまでにしよう」

「……そうですね。わかりました。ありがとうございます」

　聖に笑顔で応じ、ルナは再び携帯電話を耳に押し当て、それから通話を終えたのち、

「それじゃあ私はお店の方に行ってきます。忍しのぶさん、聖さん、またデートしましょうね」

　と、言い残し、その足でバイト先へと向かうルナ。一方、聖は小さく手を振って彼女の背中を見送り、

「……またデートしましょう、か」

　微かすかな囁ささやきをもらし、どこか寂しそうに微笑ほほえむ。

　その後、聖は静かに別れを告げ、オレに背中を向けて歩き出す。

　けれどどうしてか、彼女の背中がひどく小さく思えて、その姿が完全に視界から消えるまで、オレはただ立ち尽くしていた……。
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　──もう少しだけでいいから、私のわがままに付き合って欲しい。

　頭から離れない聖ひじりの言葉。終わりを予感させる囁ささやき。本当はもう、聖もオレの気持ちに気づいているんだと思う。

　先日のデートからはや一週間。

　その間、学校では相変わらず妙な噂うわさが囁かれてはいたが、オレはいつも通りに聖と接し、短い期間だけれど、彼女の想いに応こたえるように感情を抑え続けてきた。

　しかし、それもこのあたりで終わりにした方がいいだろう。これ以上は逆に聖を傷つけてしまうだけなのかも知れない。

　日曜日の夕暮れ時。我が家のリビングには聖の姿があった。なんでもエルニがここのところ練習していた手品を披露するとかで、聖をうちに呼んだそうだ。

　ちなみにルナはバイト、マキナは『もうエルニの手品の実験台にはなりたくないわ』と疲れた顔をして不参加を表明。その上かおるんは用事があるらしく、当のエルニも部屋でなずなとその友達、みーちゃんと一緒に準備をしているみたいで、いまリビングにはオレと聖しかいない。

　そんな中、聖はオレと一緒にソファーに座り、人差し指を頬ほおに添えて首を傾かしげる。

「それにしても、なんでまたエルニは手品なんかはじめたんだ？」

「ああ、なずなに教えるためだそうだ」

　……気持ちを伝えるのは、手品が終わってからにしよう。

　聖を家に送って、そのときに話を切り出した方がいいのかも知れない。

　胸中でそう考えながら、オレは彼女の質問に答える。

「なずなの友達が生徒会選挙に立候補するとかで、なずなは応援演説を頼まれたみたいでな、そのときに手品を使うんだとさ」

「応援演説で手品？　それはなんと言うか……ざ、斬ざん新しんだな」

「思ったまま『おかしい』と口にしてもいいんだぞ？」

「で、でも、インパクトはあるんじゃないか？　ほら、立候補者のことを知らない人たちもたくさんいるだろうし、印象に残るというのは大事だと思う。それになずなちゃんはすごく可愛かわいい。私だったら票を入れる気がする」

「いや、なずなが立候補するわけじゃないからな？　あいつはただの応援だぞ？　悪い印象が残って、友達に迷惑なんてかけないといいんだが……」

　などと口にしながらも、実はそこまで心配はしていない。基本的にどう転んでも、なずなは人から好かれる。必要なら友達が手品を止める可能性もあるし、まあ大丈夫だろう。

　と、そんなことを思っていたところ、

「生徒会選挙といえば、そろそろうちの学校でもはじまるな」

　ふと聖がそんな言葉を口にし、そのまま「実は」と切り出す。

「私も生徒会選挙に誘われているんだ」

「誘われているって……応援演説のことか？」

　だとしたら、それはやめた方がいい気がする。

　聖ひじりのように華がある人間が壇上に立ったら、多分立候補者にマキナレベルの魅力がない限り、いくら応援をしても、逆に当の候補者が霞かすんでしまう予感がした。

　その絵を想像して微苦笑をこぼしたオレに、聖は小さく首を横に振って応じる。

「忍しのぶくん、応援演説じゃなくて、立候補のことだよ。ごめん、ちょっと紛らわしかったな。この前いまの生徒会長から、後を引き継いで欲しいって頼まれたんだ」

「……相変わらずお前はすごいな」

　まあ、聖は学校でも人気と人望があり、それに責任感も強い。おそらく理想の生徒会長にもなれると思う。

「だけどお前はどうするつもりなんだ？　立候補するのか？」

「……一度は断ったんだ。家の仕事もあるし、部活だってある。当選できるかどうかはわからないけど、もし生徒会長になったら、忍くんと一緒にいる時間が減っちゃう。だから断った。でも会長はまだ諦あきらめてなくて、熱心に誘ってくれるから、少し迷っているんだ」

　オレと一緒にいる時間が減る。

　その言葉を受け、微かすかに胸に痛みが走った。

　オレが答えを出すことで、どこか気まずくなって、ひょっとしたら、友達のままでいるのは難しくなるかも知れない。

　もしそのまま聖と一緒に過ごす時間が減るというのなら……やはり辛つらい。

　そんな思いを抱えたまま、そっと聖に手を伸ばす。

「……お前が生徒会長になってもならなくても、この先なにがあっても、オレはお前の力になるからな」

「うん、ありがとう、忍くん」

　友達のままでいたい、そう想おもいを乗せて頭を撫なでると、聖はどこか寂しそうに微笑ほほえみ、躊躇ためらいがちにオレの肩に頬ほおを預けた。

「……やっぱり気持ちいいな。家族以外でこんな風に頭を撫でてくれるのは……忍くんだけだ。できることなら、このままでいたいな……」

　柔らかく目を細めながらも、彼女の表情から寂しさが消えることはなかった。

　それでもオレが頭を撫で続けていたところ、場の雰囲気を変えるようにリビングの扉がノックされ、控え目に「お邪魔します」と顔を出したのはほんわかした雰囲気の女の子。

　彼女はなずなの一番の友達、みーちゃんこと桜さくら井い瑞みず希きちゃんだ。

　エルニの準備を手伝っていた彼女がここに来たということは、もう手品の準備が整ったのかも知れない。しかしそれにしてはエルニとなずなの姿がない。不思議に思ってオレが首を傾かしげる中、どうしてかみーちゃんはこちらを認めるや否や涙目になり、

「と、年下には年下の魅力があるはずです……！」

　そう自分に言い聞かせるようにぎゅっと拳こぶしを握ってこちらへと近づき、ちょこんとオレの隣に腰を下ろしたと思ったら、迷いながらも聖ひじりのようにこちらの肩に頬ほおを預けてきた。

「えっと、みーちゃん？　どうしたんだ？」

　再び首をひねりつつも、とりあえず空いた方の手で頭を撫なでてはみたものの、何な故ぜかみーちゃんはしょんぼりと肩を落としてしまった。

「うぅ……撫で方が全然違います。まさに大人と子供です。わたしも聖さんみたいに背が高くて、ルナさんのように胸が大きかったら、また違った結果だったんでしょうか？」

　切なげに言葉をこぼし、羨うらやましそうに聖に目を向けるみーちゃん。

　ちなみに、聖とみーちゃんは以前一度顔を合わせたことがある。

　あれは体育祭前、オレが聖と南みなみに女装を施され、そのまま三人で外に出たときに、みーちゃんと彼女の友達の環たまきと鉢合わせたのだ。そしてみーちゃんは聖にわずかばかりの対抗心と、強い憧あこがれを抱いているらしく、

「わたしも聖さんみたいな、クールで凜りんとした大人の女になりたいです」

　と、凜り々りしさとはほど遠い、ほんわかした表情を浮かべている。そんなみーちゃんの頭を撫でたまま、オレはやんわりと口を開いた。

「それはそうとみーちゃん、手品の準備は終わったのか？　エルニとなずなは？」

「あっ、はい、仕込みはもう完かん璧ぺき……だと思うんですけど、エルニさんの心の準備はまだできていないみたいなんです。なずなちゃんと一緒に手品の本を読んでいて、先に行っててと、言われました。でもそろそろふたりも降りてくると思いますよ？」

「……オレは期待して待っていてもいいのか？」

「も、もちろんですよ！」

　力強い声音とは裏腹に、なにやら目を泳がせているみーちゃん。彼女の反応を受け、オレが軽く肩をすくめる一方で、聖は微苦笑を見せながらみーちゃんに視線を移す。

「瑞みず希きちゃん、なんかエルニに『手品をするから感想を聞かせて欲しい』なんて頼まれたんだけど、もしかして、それはなずなちゃんの応援演説のためなのかな？　私たちの意見を取り入れて、なずなちゃんは本当に演説で手品を見せるつもりなのか？」

「すごくいいアイディアですよね！　エルニさんはすごいです。なずなちゃんに応援をお願いした立候補者の有あり栖す川がわさんも、手品の話を聞いたら、『開いた口が塞ふさがりませんわ！』と、嬉うれしい悲鳴をあげていました」

「そ、それはほんとに嬉しい悲鳴だったのかな？」

　微苦笑を完全に苦笑へと変え、控え目に訊たずねた聖に、みーちゃんは大きく頷うなずいて返す。

「有栖川さんは『さすがはワタクシのライバルですわ！　その発想はありませんでした！　これで生徒会長の座はワタクシのものですわね！　お～ほっほっほ！』って、いつもの高笑いを決めていました。もうご機嫌です」

　……その娘もちょっとアホなんだな。

　などと若干失礼なことを考えていたところ、不意にオレは思い出す。

　確か有あり栖す川がわさんの下の名前は千ち早はやさんで、彼女は臨海学校なんかでなずなに絡んでいた女の子だったよな？　そういや夏休みに、なずなはデパートで千早さんと喧けん嘩かとかしていたけど、知らない間に仲直りをして、すっかり友達になったのだろうか？

　と、再度オレが首を傾かしげる中、ようやく準備を終えたのか、今度はエルニとなずなが揃そろってリビングに顔を出した。どうにもなずなは少し不安そうであり、対してエルニは自信満々に大きく胸を張る。

「お待たせしました！　神です！　この前占い師に『たかだか占いなのであまり気にしないでください』と慰められました！　だから全然気にしていません！」

「エルニさんワイルドです！」

「エルちゃん格かつ好こういい！」

　大きな拍手でエルニに応こたえるみーちゃん。笑顔を見せるなずな。彼女たちとは対照的に、苦笑いを濃くする聖ひじり。

　……エルニが占い師にどれだけ最悪なことを言われたのかはわからない。

　だが当人は本当に気にしていないようだ。なずなが背中に隠していたシルクハットを差し出すと、エルニは迷わずそれを装着。懐からトランプを取り出してクールにカードを切り、トランプをふたつの山に分けてテーブルに載せ、聖へと視線を移した。

「さあ聖、いまからわたしが見事な手品を見せてやる。なんでも好きなカードを一枚引いてくれ。そのカードがどんなものかを確認したら、わたしから見えないようにカードをトランプに戻すんだ」

「う、うん……」

　苦笑いのまま、聖はエルニの指示に従ってカードを引き、オレは何気なく彼女の手元を覗き込んだ。ふむ、カードはハートのエースか。聖がカードの内容を確認してそれをトランプの山に戻すと、エルニはトランプの山をひとつにまとめて素早くカードを切る。そしてトランプを広げたのち、不敵な笑みと共に、聖に一枚のカードを手渡した。

「ふふ、聖が引いたのは……このカードだろう？」

「……え？　あっ、うん！　実はその通りなんだ！　ど、どうしてわかったんだ？　エルニはすごいな手品は成功だそれじゃあこのカードはもう戻そうな」

　渡されたカードを見るなり、目を泳がせて早口になる聖。怪訝に感じてオレが再び彼女の手元を覗き込もうとした途端、聖はさっとカードを自身の豊満な胸に押しつけた。

「し、忍しのぶくんダメだ！　見ないで欲しい！」

「いいじゃないか別に。減るもんじゃなし」

「それでもダメなんだ！　こんなの見せられない！」

「……そこまでイヤがられたら、さすがに……」

「もう諦あきらめてくれるかな？」

「いいや、むしろどうやっても見たくなってきた」

「さ、触っちゃダメだからな！　やめてくれ忍しのぶくん！　お願いだ！　見ないで！」

「へっへっへっ、もっと抵抗してくれ。そっちの方が燃える」

　怪しく両手をわきわきとさせ、オレがいつもの冗談を飛ばしていたところ、それまで静観を保っていたエルニがじっとこちらを見つめ、ぽつりと呟つぶやいた。

「なんだか、ふたりの会話だけを聞いていたら、忍が嫌がる聖ひじりに無む理り矢や理りエッチなことをする変態みたいに思えるな。まるで獣のようだ」

「……案外オレもワイルドだろう？」

　苦しまぎれに冗談を重ねつつ、オレはさり気なく聖へと手を伸ばす。

　と、動揺のためか聖は真っ赤になっており、彼女の手から容易にカードを抜き取ることができたわけだが、

「えっと、エルニ、聖が引いたカードはハートのエースだ。スペードの４ではない」

　カードに目を落とし、オレが控え目に間違いを指摘したところ、エルニはしゅんと項垂れてしまい、それを見たみーちゃんとなずながすぐに励ましの声をあげる。

「どんまいですよエルニさん！　失敗は誰だれにでもあります！」

「みーちゃんの言う通りだよ！　大丈夫だよエルちゃん！　こんなのウォーミングアップのうちだもん！　気にせず次の手品にいってみよう！」

　……ウォーミングアップの時点で躓つまずいているのに、次に進んでも平気なのか？

　思わずそう口を挟みたくなったが、ここで突っ込むのは無粋かも知れない。エルニは「おかしいな。なずにゃんに見せたときはうまくいったのに……」と首を捻ひねったのち、なんとか気を取り直したらしく、今度は懐から銀色に輝く手錠を取り出した。

　……手品用の手錠だろうか？　それにしてはなかなかの迫力。プラスチック製の玩具おもちやとはわけが違う。見た限り本物と遜そん色しよくがない。そんな手錠をくるくると指先で回したあと、エルニは得意げに口上をひとつ。

「さあ取り出したるこの手錠、正真正銘本物、見た目通り頑丈な拘束具。一度はめたらもう最後、鍵かぎがなければ外すことも叶かなわない。次はこの手錠を使ったマジックをお見せしよう。さてそこのクールな人、ちょっとこっちに来てくれ」

「どうやらオレの出番のようだな」

「ううん。ごめんだけど忍はまだお呼びじゃない。聖の方だ」

「……失礼しました。オレが失礼しました」

　エルニに真顔で返され、邪魔をしても悪いと思い、あっさりとオレは引き下がる。

　と、エルニの手招きに応じ、そっと聖ひじりが立ちあがった。

「えっと、私はなにをすればいいのかな──って、うわっ！　な、なにをするんだ？」

　言葉の途中でエルニは聖の右手にガチャッと手錠をはめ、続いて彼女をビシッと指差す。

「聖ぃ！　お前は普段から竹刀袋に日本刀を忍ばせているな！　銃刀法違反とムッツリスケベの容疑で逮捕だ！　観念しろ！」

「わ、私はムッツリスケベなんかじゃないぞ！　と、突然なんなんだ！　そもそも刀は仕事で使うものだから、ちゃんと許可をもらっている！」

　……聖みたいな退魔士は、日本刀を携帯できるのだろうか？

　少し興味を引かれつつ、チラリと視線を向けると、そこにはわずかに眉まゆをひそめたみーちゃんの横顔。ひょっとしたら、聖が刀を持ち歩いていることに疑問を感じたのかも知れない。みーちゃんは妙に難しい顔をしたまま顎あごに手を当てる。

「……やっぱり、応援演説で手品を見せるときは、いまみたいな小芝居も必要ですね。マギ○さんみたいな感じで面白いです。忍しのぶお兄さんはどう思いますか？」

「マ○ーさんはとても面白いと思います」

　どうやらオレの杞き憂ゆうだったようだ。表情を笑顔に変えるみーちゃん。彼女に曖あい昧まいな微笑ほほえみで応じていたところ、エルニがオレに目を向け、再び手招きをひとつ。

「そこの天然ジゴロも、ちょっとこっちに来てくれ」

「今度はお前が失礼だからな？」

　ソフトな突っ込みを入れつつ足を伸ばすと、エルニは無言でオレの左手に手錠をはめた。

　ふむ、瞬く間に聖と手錠で繋つながれてしまった。手錠の鎖はわりと短く、隣からはほのかに花の香りが漂ってくる。いい匂においではあるが、落ち着かないし気恥ずかしい。

「……エルニ、別にオレは悪いことなんてしていないだろう？」

「いや！　忍はとんでもないものを盗んでいきました！　わたしの心です！」

「なんなら返そうか？」

「か、返さなくてもいい！　話を進められなくなっちゃうだろう！　とりあえずわたしの心は金庫にでもしまっておいてくれ！」

　若干焦った様子で振り返り、まだ小芝居を続けるつもりなのか、エルニは勢いよくなずなに視線を飛ばした。

「なずにゃん裁判長！　罪を犯したこのふたりに判決を！」

「──ギルティ！」

　笑顔で有罪判決を下すなずな。それを受けてエルニは負けじと叫ぶ。

「なずにゃん裁判長！　再審議を要求する！」

「それでもギルティ！」

「なずにゃん裁判長！　お菓子もつける！」

「やっぱりギルティ！」

「なずにゃん裁判長……愛してる」

「わたしも愛してる！　だけどギルティ！」

「むぅ！　それじゃあなずにゃん裁判長はなにがなんでもギルティなんだな！」

「じゃあ無罪」

　……なんとも軽い乗りだった。すっかりオレが呆あきれる中、聖ひじりは「なずなちゃんは本当に可愛かわいいな……」と頬ほおを緩めており、エルニはこちらを尻しり目めにポケットからハンカチを取り出し、さっと繋つながれた手錠をハンカチで隠す。

「よし、なんとか無罪も勝ち取れたことだし、わたしの力でこの手錠を外してやろう！」

「……オレたちに問答無用で手錠をはめたやつがどの口で言うんだよ」

「この口」

「あらやだ、可愛いお口──じゃねえよ！　まったく！　可愛い顔までしやがって！　もうなんでもいいから早く外してくれ」

「任せろ！　わたしのマジックで手錠を解錠する！　ワン・ツー・スリー！」

　元気一杯の掛け声と共に、エルニは勢いよくハンカチを捲まくった。

　が、視線の先に映ったのは……未いまだに繋がれたままの手錠。



    

  
    
      



    

  
    
      

「あ、あれ？　おかしいな？」

　不思議そうに首をひねり、手品の仕掛けでも探しているのか、エルニはガチャガチャと手錠をいじくってはいたものの、オレと聖ひじりの手から拘束具が外れることはなかった。

　するとエルニは申し訳なさそうに頭を下げる。

「……ごめん。また失敗したみたいだ。手品で手錠を外せない。仕方がないから、鍵かぎを使うことにする」

　どこか切ない表情を見せながら、エルニは懐に手を伸ばす。

　きっと鍵を探しているのだろう。エルニはごそごそと懐を探り、続いてポケットを探り、またまた懐を探ったのち、サァーッと顔を青くした。

「お、おい、その顔色はなんだ？　まさかお前、鍵をなくしたとか言わないよな？」

「…………そのまさかみたいだ」

　ぽつりとエルニがそうこぼした途端、みーちゃんとなずなは顔を青くするや否や、焦った様子でエルニへと詰め寄る。

「エ、エルニさん、本当に鍵をなくしちゃったんですか？」

「大変だよエルちゃん。鍵がなかったら、誰だれが手錠を外すの？　このままだとお兄ちゃんと聖お姉ちゃん、ずっと繋つながれたままなんだよ？」

「……私はずっと繋がれていたいな」

　ざわめくみんなを他所に、微かすかな呟つぶやきをもらす聖。

　彼女は微笑ほほえみこそ浮かべてはいたが、その横顔はひどく儚げに思えて……一瞬かける言葉を見失う。だけどみんなの前だ。オレは小さく息を吐き出し、もう少しだけいつも通りに振る舞うことにした。

「えっと、聖、さすがにこのままだとまずいだろう？　よく考えてもみろ。こんな状態で風ふ呂ろはどうするんだよ？」

「……確かにこれじゃあ、忍しのぶくんの背中をうまく流せないかも知れない」

「いやいや、それ以前に手錠があったら服も脱げないからな？　それに問題はまだあるぞ。寝るときはどうするつもりだ？」

「この時期にふたりで寝るのはいいと思う。温かいんじゃないかな。よかったら、私が腕うで枕まくらをしようか？」

「……正直言って、こういう事はあまり口にはしたくないんだが、その、トイレは？」

「お、お互いに目を瞑つぶって耳を塞ふさげば、きっとなんとか……！」

「ならないだろ。すまんが冷静になってくれ」

　そんな風に真っ赤になってまで無理をする必要はないだろう。オレは微苦笑をこぼし、聖から手錠へと視線を移す。

「よし、この程度の隙すき間まがあればなんとかなりそうだ。ちょっと待っていろ。軽く関節を外して手錠をどうにかする」

「……関節？」

「おう、この前読んだ小説に書いてあった手錠外しだ。せっかくだからこの機会に試させてくれ。まず中手骨と基節骨を外す。小指から親指、中指……」

「ダ、ダメだ！　忍しのぶくんこそ待ってくれ！　忍くんにだけそんな痛そうなことはさせられない！　そもそもこれは手品用の手錠なんだろう？　きっとなにか仕掛けがあって外す方法があるはずだ！　そうだよなエルニ！」

　関節を外そうとしたオレにストップを掛け、聖ひじりはエルニに期待の眼まな差ざしを向ける。

　が、やはりエルニは申し訳なさそうに縮こまるだけだった。

「本当にごめん。わたしにも外し方がわからなくなっちゃったんだ。でもその手錠はかおるんに借りたものだから、かおるんなら外し方もわかるだろうし、スペアキーも持っているかも知れない」

「……それにあいつなら、ピッキングでも手錠を外せそうだな」

　しかしかおるんは用事があるらしく、残念ながらいまうちにはいない。

「とりあえず、一応電話してみるか」

　エルニに相あい槌づちを打ったのち、オレは携帯電話を取り出し、かおるんと連絡を取ることにした。すると驚くほど早く電話が繋つながり、すぐにかおるんの声が聞こえてくる。

『──突然ですが問題です。わたくしはいまどこにいるでしょう？』

「オレの心の中に、いつまでも……」

『あの、死んだ人みたいなのでやめてください』

「すまん。正解がわからなかったんだ。どこにいるのか教えてくれ」

『──わたくしかおるん。いまあなたの後ろにいるの』

「マジかよ……」

　かおるんならやりかねない。試しに振り返ってみたものの……なずにゃんと目が合っただけだった。なずにゃんは不思議そうに「なに？」と首を傾かしげている。

「なんだよ。後ろにいないじゃないか。期待して損した」

『まさかの期待っ!?』

　電話越しに裏返ったような声があがり、続いて微かすかなため息が耳に触れる。

『……忍様、ホラーじゃないんですから、わたくしにそこまで求められても困ります。ちゃんと突っ込んでください。ちなみにわたくしはいま仕事帰りなのですが、運の悪いことに渋滞につかまり、暇と火照った身体を持て余しています。せっかくなので話し相手になってください。エッチな話でもいいですよ？』

「オレはお前と猥わい談だんがしたくて電話したわけじゃない。いまちょっと困っているんだよ」

『忍様は忍様で性欲を持て余しているんですか？』

「違う。いま聖ひじりと手錠で繋つながれている。この手錠が外せない」

『……早速猥わい談だんですね。その妄想シチュエーション、わたくし的にはありです。ときに忍しのぶ様は手錠をつけさせたい派ですか？　それとも逆に手錠で縛られたい派ですか？』

「どちらでもない。オレは手錠なんて必要としていないからな」

『なるほど。要するに「手錠なんかなくても、俺おれ様の魅力で女共を繋ぎとめておくぜ」と、そういうわけですね。薔ば薇ら色の鎖とは素敵です──なんて冗談はここまでにして、手錠で繋がれているとはどういうことですか？　なにがあったんです？』

「ああ、実はな……」

　ジョークを止めて口調を正したかおるんに、オレは事の顛てん末まつを説明する。それから少しの間かおるんと話をしたのち電話を切ると、みんなが窺うかがうようにオレへと視線を投げた。

「……ダメだった。かおるんの見立てだと、手錠の仕掛けが壊れている可能性もあるそうだ。スペアキーも持っているみたいだが、かおるんは渋滞に捕まっているらしい。戻ってくるまで時間が掛かる」

　肩をすくめてオレが電話の内容をみんなにも伝えたところ、みーちゃんとなずなは揃って困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「そ、それじゃあ、しばらく忍お兄さんと聖さんは手錠で繋がれたまま、ということなんですよね？　なんだか少し羨うらやましい──いえ、これは一大事です」

「うん。お兄ちゃんたちの姿を見たら、きっとお母さんやルナお姉ちゃん、それにマキナちゃんも誤解しちゃうよ。特にルナお姉ちゃんなんか、ショックで泣いちゃうかも」

　……ルナに泣かれるのはいやだな。あと母さんやマキナに勘違いされるのも面倒だ。おそらく誤解を解くのにも苦労するだろう。

「聖、ひとまずオレの部屋に避難しよう。ルナたちに見つかるのはまずい」

「そ、そうだな。薫かおるさんが来るまで隠れていよう」

　危うい状況のせいか、聖の表情には緊張の色が見える。

　と、そこで、突然エルニが焦ったように小さく声をあげた。

「み、みんな！　大変だぞ！　マキナだ！」

「ええっ!?　こんなときに!?　逃げよう忍くん！」

　エルニの言葉に聖はいち早く反応。動揺して手錠のことが頭から飛んでしまったのか、それとも条件反射だったのか、間髪を容いれずに踵きびすを返すと同時に勢いよく駆け出す。

　……多分、普段だったらそれでも問題はないんだと思う。

　しかしオレは聖の速さについていけなかった。

　いきなり力強くぐいっと、手錠で繋がれた手を引っ張られたものだからバランスを崩し、さらに足までもつれて結局その場で聖を巻き込んで転倒。大きな物音と共に両りよう頬ほおに覚えたのは、大きくまろやかなふたつの膨らみ。むにゅんとした感触が頬に心地いい。

　が、これは間違いなく聖ひじりの胸だろう。気づくや否やオレはすぐさま身体を起こす。

「い、色々と悪い聖！　怪け我がはないか？」

「うん、私なら大丈夫だ。忍しのぶくんの方こそ大丈夫かな？　急に走ったりしてごめん」

　全く怒った様子もなく、心配そうにオレを見つめてくる聖。間近で映ったのは、彼女の整った顔立ち。思わず鼓動が高鳴りかけたところで、再びエルニが小さく声をあげた。

「忍も聖もそんなことをしている場合じゃないぞ！　早く逃げるんだ！　わたしたちがマキナを引きつけておく！」

　オレたちに声をかけるなり、エルニはみーちゃんとなずなと一緒にリビングの床を蹴ける。

　振り返って彼女たちの行き先を目で追うと、リビングとダイニングキッチンを仕切るアコーディオンカーテン。その隙すき間まからチラリとマキナの姿が確認できた。まずいことに、彼女は怪け訝げんそうにこちらへと近づいてきている。

「ちょっと、なにを騒いでいるのよ？　エルニが手品をするとか言っていたけど、そんなに面白かったの？　練習台になったあたしから言わせてもらえば、まだ失敗が──」

「マ、マキナ！　いまこっちに来たらダメだ！　そこで止まってくれ！」

「そうですよマキナお姉さん！　いまこっちに来たら危険です！」

「絶対にダメだよ！　マキナちゃんはそこにいて！」

　瞬く間に距離を詰め、早口でマキナの動きを止めるエルニとみーちゃんとなずな。彼女たちがオレたちの姿を隠そうと背伸びなんかをしているせいか、あるいは床に倒れているため死角になっているのか、まだマキナはこちらに気づいていないようだ。

「ねえ、みんなしてあたしになにか隠してない？　どうしてそっちに行ったらいけないの？　なにかするつもりなら、あたしも仲間に入れてよ」

「ごめんマキナ！　やむにやまれぬ事情があるんだ！　お願いだから来ないでくれ！」

「複雑な事情なんです！　ストップですよマキナお姉さん！」

「ほんとごめんねマキナちゃん！　入り組んだ事情はあとで説明するから！　だからいまこっちに来ないで！」

「……なによそれ。どんな事情があるか知らないけど、結局あたしだけ仲間外れってことじゃない。みんな揃そろって『来るな』だなんて、あんまりだわ」

「マ、マキナ、そんな、なにも泣かなくても……」

「泣いてないわよ！　こういうのには慣れているもの！　全然平気だわ！　変なことを言わないでよエルニ！」

　言葉とは裏腹に、マキナは物もの凄すごく悲しそうだった。

　……すまんマキナ。

　胸中でそう呟つぶやきつつ、申し訳なさそうな表情の聖と顔を見合わせたのち、オレたちは忍び足でリビングから離れる。

　続いて忍び足を維持したまま階段に差し掛かったところ、ひどいタイミングで玄関の扉が開き、バイトから帰ってきたのか、笑顔のルナが姿を見せた。

「あっ、忍しのぶさん、聖ひじりさん、ただいま……」

　挨あい拶さつを口にしつつも、その途中でルナは笑顔のままピキッと固まる。

　彼女の視線はオレたちの手錠に釘くぎ付づけだ。よし、とりあえずここは冷や汗を拭ぬぐって冷静に対処しよう。

「ルナ、落ち着いて聞いてくれ。お前ならきっとわかってくれると思う。これにはやむにやまれぬ複雑で入り組んだ事情があるんだ」

「はい。わかっていますよ。大丈夫です」

　想定外にもルナは素直に頷うなずき、手錠に目を向けたまま微かすかに唇を震わせる。

「す、素敵なブレスレットですね、それ」

　……ルナは現実から思いっ切り目を逸そらしていた。瞳ひとみもどこか虚うつろだ。

「それにしても、私ったら、また変な夢を見ていますね。忍さんと聖さんが手錠で繋つながれているなんて、なんだかちょっとマニアックです。そろそろ起きないといけませんね」

　乾いた微笑ほほえみを浮かべ、ふらふらとおぼつかない足取りでリビングへと向かうルナ。

　それから「お姉さま！　ちょっと聞いてよ！　エルニたちがひどいのよ！」「ふふ、大丈夫ですよマキナ。全部夢ですからね」「……あの、なんでお姉さままで半泣きなの？」といったマキナとルナの切ない声が微かに聞こえてきた。

　……かなり気になる。

　しかしこのまま母さんにまで見つかったら、さらに騒ぎが大きくなってしまうだろう。申し訳ないとは思ったが、ルナたちのことはエルニたちに任せ、オレは聖と共に早足で自室へと向かった。



　……エルニたちは上う手まくやってくれているだろうか？

　少し心配だったが、下手にリビングに顔を出すことは躊躇ためらわれ、オレは聖と一緒に自室でかおるんが来るのを待っていた。

　その間、もう一度手錠をチェックしてみた。けれど結局仕掛けがわからず、オレは勧められるまま聖に退魔の稽けい古こを見てもらっており、いまはこちらが操る霊符が部屋の上空をくるくると舞い踊っている。

　その霊符を眺めながら、聖は小さく微笑んだ。

「忍くんはすごいな。普通は霊符を動かせるようになるまで一年、早くても半年はかかるんだけど……やっぱり、退魔の才能があるんだな。私が教えることは、もうあまり残っていないかも知れない」

「いや、そんなことはないんじゃないか？　まだ現場にも出してもらえないわけだし」

「それは仕方がないと思う。さっきも言ったが、霊符を扱えるようになるまで時間がかかる。ほかにも悪魔や退魔の知識、それに体術も必要なんだ。大抵は退魔士になるまで三年は訓練を続ける。忍しのぶくんなら、もっと早いかも知れないけど、ただ、それでも……」

　言こと葉ば尻じりを濁して聖ひじりは口を閉ざし、オレは怪け訝げんに思いながらも、宙を舞う霊符を手元に戻して話を続けることにした。

「まあ、退魔の稽けい古こは結構楽しいし、ゆっくりとやるさ。しかしそれにしても、オレに退魔の才能か……。自分ではよくわからないが、オレとしては、武術の才能の方が欲しかったかな」

「そういえば、忍くんは子供の頃ころから、お爺じいさんの道場に通い続けていたんだよな？」

「ああ、そうなんだが、本当は一度逃げ出したんだ。爺ちゃんや父さん、それになずなとは違って、オレには武術の才能が欠片かけらもなくて、みんなと比較されて道場の連中にバカにされて、それが悲しくて……逃げ出した」

「それでも、ずっと頑張ってきたんだろう？　お爺さんの道場に戻って、身体にたくさん傷を作って、諦あきらめずに努力を重ねてきたのに……」

　わずかな躊躇ためらい。聖が途切れた言葉を紡ごうとする間に、オレはある予感を覚えた。

　もしかしたら彼女は……オレの答えを聞こうとしているのかも知れない。そして短い静寂を破るように、聖はゆっくりと切り出す。

「忍くんは、どうして退魔の稽古を受けにきたんだ？　忍くんが強さに拘こだわっていることは知っている。だけどどうして、そこまで強さを求めるんだ？」

「……守りたい人が、いるからだよ」

　自分の口からこぼれる想おもいは、きっと聖を傷つけるだろう。

　けれど、もう止めることはできない。

　これ以上誤ご魔ま化かすなんて真ま似ねはしたくなかった。

「一度逃げ出した爺ちゃんの道場に戻ったのは、道場を継ぐためじゃない。その人を、好きな人を守れるぐらい、強くなりたかったからだ」

「……やっぱり、そうだったんだな」

　穏やかな微笑をはりつけ、聖は静かに言葉をもらす。

「この前、忍くんが道場を継ぐつもりはないって口にしたとき……ううん、本当はもっと前から、薄々と気づいていた。忍くんが誰だれを見ていて、誰を想っていて、誰を守りたいのか……ほんとはわかっていたんだ。だけど、それでも私は……」

　わずかに声を震わせ、しかし柔らかな声音を崩さず、

「なにか変えられるんじゃないかって思って、振り向いて欲しくて変な誘惑なんかを繰り返して……ダメだな。結局忍くんに迷惑をかけるだけで、なにも変えられなかった……」

　微かすかなため息をこぼして、彼女は小さな拳こぶしを握り締める。

「忍しのぶくんが求めている強さは普通のものじゃない。当然だ。忍くんが守りたい人は、好きな人は……普通の人じゃないんだから……」

　掠かすれかけた声を整え、そっと聖ひじりはこちらの目を見つめ、オレの答えを訊たずねてくる。

「忍くんが好きな人は……ルナさんなんだよな？」

「ああ。オレはルナのことが……好きだ」

　ついに口にした自分の答え。それはわずかに聖の瞳ひとみを滲にじませる。けれど彼女は決して涙を見せず、ただ懸命に笑顔を作り、謝罪の言葉を口にする。

「ごめんな。私が好きだなんて言ったから、忍くんも困ったと思う。忍くんはすごく優しい。私のことも大事にしてくれる。私を傷つけないようにって、ずっと頑張ってくれて、私の我わが侭ままにも付き合ってくれて、でも時々ひどく辛そうに見えて……本当にごめん」

「……お前が謝る必要なんてないよ」

「ううん。私の勝手で忍くんを振り回して、ルナさんにも迷惑をかけたと思う。もうこんなことは、終わりにしないとな……」

　無理に浮かべた彼女の笑顔はわずかに軋きしみ、ますます声の震えが強くなる。それでも滲んだ瞳から涙は流さず、聖は優しく言葉を続ける。

「きっと忍くんなら、ルナさんに自分の気持ちを伝えても、大丈夫だと思う。絶対にうまくいくよ。私も……応援する。忍くんたちのことを……認めさせてみせる。私はこれからもずっと……ずっと……忍くんの味方だから……」

　彼女の震えた声が、まるで泣き声のように思えた。

「ありがとう」

　そんなありふれた言葉を口にしたとき、自分の声もひどく掠れていると気がつく。

　これからも傍そばにいて欲しいと思った。だけど、友達のままでいてくれ──なんて言葉は、彼女の胸にどう響くのだろう？　もしかしたら、いまその言葉を伝えても、ただ聖を傷つけるだけなのかも知れない。

　だから考えても言葉が見つからず、どこか重い静寂が漂う中、いつしか聖は顔を伏せ、ただじっと、繋つながれた手錠に目を落としていた。

　……この手錠が外れたとき、オレたちの関係はどうなるんだろうか？

　拭ぬぐいきれない不安を抱えたまま時間だけが流れ、その後うちにやって来たかおるんの手によって、繋がれていた手錠は呆あつ気けないほど簡単に外れてしまう。

　このまま、聖との繋がりまで消えてしまうような気がした。

　別れ際に小さく手を振る聖。彼女の横顔はひどく儚はかなくて、胸の中の不安が強くなる。けれど手を伸ばすことはできず、オレは去り行く彼女をただ見送るだけだった……。
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　夕焼けが差し込む学校の教室。

　居残った数人の生徒たちが談笑を楽しむのを尻しり目めに、オレは机に座ったまま、ただぼんやりと暮れていく空を眺めていた。

　隣に座ったマキナは特になにも言わず、静かに本を読んでいる。おそらくオレが帰ると立ちあがるのを待ってくれているのだろう。

　頭の片隅でそう考えながらも、変わらず夕日を眺め続けていたところ、ガラリと音を立てて教室の扉が開いた。

　チラリと視線を移すと、そこに浅あさ田だの姿があり、あいつはこちらを認めるなり笑顔を見せ、軽い口調で話しかけてきた。

「なんだ、珍しいな、南なん条じようもオランジェロさんもまだ残っていたのか」

「読書を楽しむのにはいい場所だからね。静かに本が読めるわ」

「……読書？　へえ……しかも手品の本だな。オランジェロさんがこんな本を読むなんて意外だけど、本当は南条のことが心配で待っているだけなんだろう？　最近南条のやつ少しおかしいからな。俺おれも心配で堪たまらない」

　言葉と共にこちらに顔を寄せ、じっと真顔でオレを見つめてくる浅田。かなり距離が近い。変態の吐息が頬ほおに触れて気持ちが悪い。堪らずオレも真顔で返す。

「……お前、豚みたいな顔をしているな」

「よく言われる」

「言われるのかよっ！」

「言われちゃ悪いかよっ！　いいじゃねえか！　夢の中でくらいＳＭの女王様に豚呼ばわりされて楽しんでも！」

「おいおい、お前は今日どころかいつもおかしいな。オレも心配で堪らない。直ちに病院へ行け」

　なんていつものようにハードな冗談を言い合ったあと、浅田はオレの肩をぽんと叩たたき、少しだけ口調を柔らかくする。

「しかしお前、ほんとどうしたんだ？　ひょっとして、いまになって五ご行ぎようさんのファンクラブの連中が怖くなったのか？　ちょっと前にも言ったが、それなら問題ないぞ？」

　安心させるようにもう一度こちらの肩を叩き、浅田はオレの顔を覗のぞき込んでくる。

「ほら、最近五行さんも忙しいみたいで、お前と少し距離を取っているだろう？　ここのところファンクラブの連中も落ち着いてきている。今が好機だ。全すべて俺に任せておけ」

「……なにをするつもりなのかはわからんが、あまりに無理はするなよ？　変なこともするなよ？　あと顔が近いからすぐさま消えろ」

「ふふ、南条のそのツンデレっぷりが、どうしようもなく好きなんだよな……」

　こちらから離れて独り言のように呟つぶやき、用事でもあったのか、浅あさ田だは教室に残ったクラスメイトたちに声をかけたのち、数人の生徒たちを連れて教室を出て行く。

　……浅田がなにを企たくらんでいるのか、多少の興味はあった。

　しかしいま問題なのはオレと聖ひじりの関係だろう。聖が忙しいからオレと距離を取っていると、浅田は考えているようだが、実際はそうじゃないと思う。

　確かに聖はここのところ忙しそうにしている。けれど、それはオレの答えを聞いてすぐあとの話だ。たまに顔を合わせたときには簡単な会話もできたが、それも長くは続かず、大抵は聖の方から背中を向けてしまう。

　まるで深く知り合う前に戻ったみたいだ。

　普段から聖はいつも生徒たちに囲まれていて、話の中心で、なにか用がない限り、オレなんかがその輪の中に入るのは難しかった。

　きっといままで聖がオレの傍そばにいたから、話もできたのだろう。

　みんながオレを羨うらやむのも、ファンクラブの連中が怒るのも、無理もないかもな。

　しかし改めて聖の人気の高さを痛感したのが、彼女との距離がひらいてからだなんて、なんとも情けない話だ。オレは苦笑と同時にため息をこぼし、肩を落としながら席を立つ。

「マキナ、そろそろ帰ろうか」

　心情を隠して目を向けると、マキナは小さく頷うなずき、そっと読みかけていた本を閉じた。

　それからマキナと一緒に学校を出たあと、静かに家路を辿たどっていたところ、さっきまでの晴れた夕空はどこへいったのか。気がつくと雨雲が空を覆おおっており、どこからか不気味な雷鳴が響き渡った。

「……結構近いな」

「ほんとね。降り出さないうちに帰りましょう。雷は好きじゃないわ」

「なんだ、怖いのか？」

「怖いとまではいかないけど、苦手であることは確かね。雷には嫌な経験があるのよ。子供の頃ころ、山でお父さまが雷に打たれて死にかけたから……」

「なんか、ブラムのおっさん、海でも溺おぼれて死にかけたとか、お前臨海学校のとき言ってなかったか？」

「お父さまはよく死にかけるのよ。なんか『雷など滅めつ多たに当たりはしない。当たらなければどうということはない。そもそも悪魔が雷など恐れてどうする』とか言った瞬間に雷に当たって、結局お母さまを心配させて泣かせて、ほんとダメなところばかりよ」

　なにやら知らないうちにおっさんへの愚痴がはじまってしまった。マキナは「こっちが手紙を出してもやっぱり全然返事がこないし、たまに返ってきても……」と不満そうに頬ほおを膨らませている。

　本当はこのとき、彼女の愚痴に相あい槌づちのひとつでも挟むつもりだった。

　けれど再び雷鳴が耳に触れたとき、不意に聖ひじりも雷が苦手だったことを思い出し、次第にマキナの声が遠くなっていく……。

　そういえば、前にマキナの手料理から逃げようとして、誘われるまま聖のうちにお邪魔した夜、あのときも、いまみたいな雷鳴が響いていた。

　結局、あの日は聖のうちに泊めてもらったんだ。それで聖が雷を怖がって、オレのところにきて、気づいたら客間で彼女と一緒に寝ていた。それから朝にはかおるんに見つかって、からかわれて、少し困ったけど、それ以上に楽しかった。

　緩やかに脳裏をよぎる思い出。

　これからも、あんな思い出を作っていけるだろうか？

　もしこのまま聖との距離がどんどん離れて、この先思い出の中でしか会うことができなくなって、いつしか彼女の存在が過去へと流されていくのだとしたら……。

「ん？　忍しのぶ？　どうしたの？」

　覚えずオレが足を止めたところ、マキナは怪け訝げんそうに小首を傾かしげた。

「……悪いマキナ。用事ができた。先に帰っていてくれ」

「用事？　もうすぐ雨が降ると思うわよ？　いまじゃなきゃダメなの？」

「どうしても外せないんだ。待っていてくれたのに……ごめんな」

「あ、あたしは本を読んでいただけよ」

　微かすかに頬ほおを染めながら、マキナは鞄かばんに手を伸ばして中から折り畳み傘を取り出し、そっと傘をこちらへと差し出してくる。

「はい、持っていってもいいわよ。鞄も預かるから貸しなさい。あとどんな用事なのかは聞かないけど、遅くなるようだったら、ちゃんと連絡してよ？」

「ああ、わかった。助かるよ」

　礼を言ってマキナから折り畳み傘を受け取り、申し訳ないが鞄を手渡し、駆け足でオレは来た道を引き返す。

　おそらくこの時間だと、聖は部活で剣道場にいるだろう。

　聖は剣道部の女の子たちからも人気があるみたいだから、ひょっとしたらオレの手なんか必要としないかも知れない。雷に怯おびえる聖に、誰だれかが手を伸ばす可能性は十分にある。

　けれど、それでも、もしオレを必要としてくれるのならと思うと、足を止めることはできず、校門をくぐり、下げ駄た箱ばこに着いたところ、部活はどうしたのか、意外にもそこには聖の姿があった。彼女はどこか青い顔をしており、オレは躊躇ためらいつつも声を掛ける。

「よお、こんなところでどうした？　部活は？」

「……忍くん？」

　オレを認めると、聖はわずかに目を見張ったのち、静かに質問に答える。

「今日は部活を早退させてもらったんだ。忍くんこそどうしたんだ？　忘れ物かな？」

　ぎこちなく微笑ほほえむ聖ひじり。そんな彼女に、オレは控え目に応こたえた。

「忘れ物というわけじゃないんだが……よかったら、一緒に帰らないか？　雷のこともあるだろう？　家まで送るよ」

「……ありがとう」

　微笑んだまま頷うなずき、聖はオレの隣に足を伸ばし、彼女と一緒に校門へと向かう。しかしそのあたりからとうとう雨が降り出し、オレはマキナに借りた折り畳み傘を広げ、小さな傘の中、聖と肩を並べて歩きながら、やんわりと訊たずねる。

「なあ、雷が苦手なこと、部活の連中には言わなかったのか？」

「うん。情けない話だし、みんなに心配をかけるのも悪いから……」

「そうか」

　みんなに心配をかけまいとして、でもオレが家に泊まったときは、ちゃんと頼ってくれたんだな。オレに甘えてくれたんだな。

　そう思った途端、心に熱が宿る。

　どこか遠くから再び雷鳴が響き、雨音が強くなる中、オレは静かに切り出した。

「なんだか、お前とこうして一緒にいるのも、久しぶりな気がするな」

「最近少し忙しいんだ。生徒会選挙に、立候補することにしたから、しばらくは落ち着かないと思う」

「……生徒会選挙か。それじゃあ仕方がないな。準備とかもあるだろうし」

　なんて言葉を口にしながらも……胸が痛かった。

　オレと一緒にいる時間が減るから、選挙には立候補しないと言っていたのに……。

　思わず傘を握る手に力がこもる。

　と、そこで、聖が心配そうにオレを見つめてきた。

「忍しのぶくん、私の方にばかり傘を向けていたらダメだよ。忍くんが濡ぬれちゃってる」

「いいんだよ。濡れた方が色気もあがる」

　確かに折り畳み傘は小さく、聖が濡れないようにと心掛けていたら、自分の肩が濡れていた。しかし気にせずオレがいつもの冗談を飛ばすと、聖は柔らかな笑顔を見せ、そっとこちらの腕に抱きついてくる。

「こうすれば、忍くんも濡れないで済むな」

「ああ、温かいし助かるよ」

　腕に覚えた優しい体温。そのぬくもりが心を動かし、抑え切れず、オレは自分の想おもいを溢あふれさせる。

「……なあ聖、またこんな風に、一緒に帰らないか？　また一緒に話したり、みんなと遊んだり、どこかに行ったりして……前みたいに、一緒にいられないか？」

　自分の想いを乗せた言葉。

　それを受けて聖ひじりは不意に足を止め、なにを思っているのだろうか、長い静寂のあと、彼女は唇を噛かみ締めて俯うつむき、小さくこぼす。

「……いままで、ありがとう、忍しのぶくん」

　こぼれた聖の言葉には、涙が滲にじんでいるように思えて、いやな予感が胸を襲う。

「私のこと、怖がらないでいてくれて、ありがとう。薫かおるさんのことも助けてくれてありがとう。こんな私に、『可愛かわいい』なんて言ってくれて、ありがとう」

　別れを惜しむようにオレの腕に強く抱きつき、聖は声を震わせる。

「頭を撫なでてくれて、嬉うれしかった。忍くんはいつも欲しいときに欲しい言葉をくれた。忍くんは、すごく温かい。だけど、私は……」

　ひどく震えた声はわずかに途切れて、



「──忍くんの傍そばにはいられない」



　その言葉と共に、聖の声に嗚お咽えつが混じりはじめる。

「このまま傍にいたら、きっと迷惑をかける。そんなのはいやだ。また自分のわがままを押しつけて、困らせたくない。だから私はもう……忍くんの傍にはいられない」

　悲しい言葉と共に……腕からぬくもりが消える。



    

  
    
      



    

  
    
      

「私なら大丈夫だ。薫かおるさんもいる。自分のことなら自分でなんとかできる。忍しのぶくんが守りたい人は、ルナさんだろう？　こんなわがままな私に、これ以上構ったら……だめだよ」

「聖ひじり──」

「来ちゃだめだ！」

　伸ばしかけたオレの手を、聖は涙で滲にじんだ声で拒絶する。

「もういいんだ。私なら本当に平気だよ。私に気を遣わなくてもいい。忍くんの周りには、魅力的な人がいっぱいいる。私がいなくても、忍くんなら、大丈夫だよ」

　……傘から離れた聖に、冷たい雨が降り注ぐ。

　彼女の頬ほおを伝うのは、雨の滴か、それとも彼女の涙か、それを確認する間もなく、

「ばいばい、忍くん」

　聖はオレに背を向けて、ひとりで駆け出していく。

　伸ばしかけた手は宙を舞い、彼女の背中を追うこともできず、この日を境に、聖は完全にオレから離れていった……。



    

  
    
      


第四章　繋いだ絆の糸



　──退魔士だろうと悪魔だろうと、オレには関係ない。オレからしたら五ご行ぎようさんもルナもマキナも、ただの可愛かわいい女の子だ。怖がる必要なんてないだろう？

　いつか忍くんが言ってくれた言葉。

　私に向けてくれた笑顔。

　それはいまでも色いろ褪あせずに、ずっと胸の中に残っている。

　薫さんが運転する車の中、窓から覗のぞく静かで暗い夜道を眺めながら、私は忍くんの言葉と笑顔を思い返す。

　……あのとき、すごく嬉うれしかったんだ。

　子供の頃ころ、大好きな友達の力になりたくて、退魔の力を見せたら、あの娘は私を見て『化け物』だと泣いた。学校でも変な噂うわさが流れて、私はひとりになって、誰だれかに退魔の力を見せたら、またあんな風になるんだと思っていた。

　けれど、忍くんは違う。

　本当は忍くんの前で退魔の力を見せたとき、ある程度の覚悟はしていたんだ。

　だけど忍くんはルナさんが悪魔なのに、彼女を守ろうとして、私のことも全然怖がらなかった。

　私は不思議に思って、なんだか気になって、いつしか忍しのぶくんのことを目で追っていた。みんなは怖い人だとこぼしていたけど、ほんとは忍くんが優しい人だと気づいて、薫かおるさんと少し似ていると感じて……好きになっていたのは、いつからなんだろう？

「……男の子に可愛かわいいだなんて言ってもらえたのは、はじめてだったな……」

　照れたときに、赤い頬ほおを隠す仕草。

　頭を撫なでてくれる大きくて温かい手。

　不意に見せる優しい笑顔。

　そのすべてが愛いとおしく思えて、会えた日は嬉うれしくて、会えない日は忍くんのことばかり考えていた。

　だから、忍くんの態度や言動なんかを見ていたら、彼がルナさんのことを想おもっているって、すぐに気がついた。でも諦あきらめることができなかった。自分勝手な夢を忍くんに押しつけて困らせた。私は……大好きな人を悲しませたんだ。

　この前、雷が鳴り響いて、忍くんは私のことを心配してくれて、迎えに来てくれたのに、友達のままでいて欲しいと思ってくれていたのに……私は、忍くんの優しさを振り払うことしかできなかった。

　忍くんが伸ばした手はどこか震えていて、なにかに堪えるように噛かみ締められた彼の唇が、ただ悲しかった……。

　けれど、このまま傍そばにいたら、きっと私はまた忍くんに甘えて、困らせて、迷惑をかけて……そんなことを続けていたら、いつか忍くんに嫌われてしまうと思った。

　そっちの方が、ずっと辛つらい。

　だけど、本当は……。

　知らない間に滲にじみ出た涙。気づかれないように私がそれを拭ぬぐっていると、車を運転していた薫さんが小さくこぼす。

「……聖ひじりちゃん、もう少しだけ、仕事の量を減らせませんか」

　ふと目を向けると、薫さんは心配そうに眉まゆ尻じりを下げていた。

「学校では生徒会選挙に出るんでしょう？　ただでさえ忙しい時期に、これ以上退魔の仕事まで増やしたら、身体を壊こわしてしまいます」

「ごめん薫さん。いまはこの方が楽なんだ」

　忙しくしていたら、色々と忘れられる。

「それに私は、いまのうちに実績を作っておかないといけないから」

「……それは、忍様のためですか？」

「薫さんのこともあるよ」

　特に否定はせず、私は無む理り矢や理りに笑ってみせる。

　確かに、薫かおるさんを家族だと認めさせるためにも、退魔の組織を変えたいと思っている。だけどそれだけじゃない。ルナさんやマキナさんのこともある。けれど、それは忍しのぶくんが知らなくてもいいことだ。

　……私はもう、忍くんとは一緒にいられないけど、味方になるって言った。ルナさんとの仲を応援するって、そう口にした。

　みんなと一緒にいることができたら、きっと忍くんは喜んでくれるんじゃないかな？　たとえ私がみんなの中にいなくて、大好きな笑顔を見られなくなったとしても、忍くんが幸せなら……それだけで、私も幸せでいられると思う。

「聖ひじりちゃん」

　不意に私の思考を遮るように、薫さんが震えた声をあげる。

「どうして忍様から離れるんですか？　忍様はわたくしや聖ちゃんのことも大事にしてくれています。傍そばにいることも許してくれています。それなのに……どうしてですか？　忍様もきっと、悲しんでいると思います……」

「忍くんは私なんかいなくても平気だよ。忍くんの傍にはルナさんがいる。私が傍にいても迷惑になるだけだ。ただのわがままだよ。それに私の傍には薫さんがいてくれるだろう？　それだけで十分だ」

　そんな言葉を口にしながらも、頭をよぎるのは忍くんの優しい笑顔。

「……ダメだな」

　あの日、エルニの手品が失敗して、手錠で繋つながれたとき、忍くんはルナさんのことが好きだって、ちゃんと教えてくれた。

　それなのに私は、このまま繋がれていたいと思ったんだ。繋がれたままだったら、傍にいてもいい気がして、忍くんなら許してくれそうだなんて考えて……。

「本当に、ダメだな……」

　もう夢から覚めないといけないのに、ダメなのに、溢あふれた涙を抑えきれず、冷たい滴が頬ほおを伝い、自分の口から嗚お咽えつがもれた……。



　●　　●　　●



　友達のままでいてくれ──と、もしあのときはっきり伝えることができたら、こんな結果にはならなかったのだろうか？

　この数日のうちに、聖とはただのクラスメイトという関係に戻ってしまっていた。その間、相変わらず聖は生徒たちに囲まれていて、オレはその輪の中に入れない。

　それに先日、雨の中で伸ばしかけた手を聖に拒絶された事実が胸を締め付け、あのとき彼女が見せた悲しい表情が頭から離れず、傍にいたらまた彼女を傷つけてしまうような気がして、今日も掛ける言葉が見つからないまま、重い足取りで登校。

　マキナと教室で別れたあと、授業がはじまるまで、オレは廊下の窓から覗のぞく曇り空をぼんやりと眺めていた。

　そんなとき、ふと視界の端で捉とらえたのは、いつものように生徒たちに囲まれて歩みを進める……聖ひじりの姿。

　彼女はこちらに気づくと、ひどく優しく微笑ほほえみ、だけどその表情がどこか寂しそうにも見えて、いつものようにオレが掛ける言葉を探す中、彼女は再びみんなと談笑を続け、そのまま教室へと消えていく……。

　頭を掠かすめるのは、以前見た無邪気な微笑み。

　みんなから離れて、すぐに駆け寄ってくれたときの眩まぶしい笑顔。

　いつも見み惚ほれていた凜りんとした瞳ひとみ。

　それらはもう、オレに向けられることはないのかも知れない。

　……このままオレたちの関係は終わって、聖はただの他人になってしまうのだろうか？　胸に覚えるこの痛みも、いつしか消えてしまうのだろうか？

　後悔も寂しさもいつしか跡形もなく消えて、思い出も色いろ褪あせてしまうのだとしたら、それはとても……。

　と、教室に戻ったのち、授業を受けながらもそんなことを考えているうちに、気がつくともう昼休み。

　今日は浅あさ田だと南みなみがオレとマキナの机に集まり、みんなで弁当を食べている中、誰だれともなしもらしたため息が、周囲に連鎖していき、オレの周りでは寂しい吐息が響き渡っていた。

「はあ……」とオレ。

「ふぅ……」とマキナ。

「あぁ……」と浅田。

「やだなぁ……」と南。

　みんなのそんな声を聞いているうちにさらに暗くなり、オレは再びため息をつく。

「はあ……」とオレ。

「ふぅん」と浅田。

「やぁん」と南。

「だめん」と浅田。

「いやん」と南。

　どうしてか、浅田と南は途中から艶つややかな声をもらし、しかもさらに続ける。

「うぅん、そんな、ダメだぜ」

「あたしも、あぁん、それは、らめぇん」

「もう、うぅん、やめてくれ、ぁあ、オランジェロさん」

「きゃん、お願い、いじめないで、んぁあ、女王様」

「ふふん、浅あさ田だも南みなみも、『やめてくれ』とか、『いじめないで』なんて言うわりには嬉うれしそうな顔をしているじゃない。いいわ。もっといじめてあげる──じゃないわよ！　なにふたり揃そろって変な声をもらしているのよ！　大体なんであたしの名前を出すの！　南に至っては女王様なんて呼んでいるじゃない！」

「だって、いつまで経たっても南なん条じようが突っ込んでくれない上に、ちっとも構ってくれなくて寂しいから、もうオランジェロさんしかいないと思って……」

「あたしも浅田君と同じ。忍しのぶちゃんの反応が薄いし、最近五ご行ぎようさんと一緒にご飯食べられないし、ここのところ忍ちゃんは元気ないし、五行さんは忙しいみたいで休み時間にも教室にいないしで、もうオランジェロさんに構ってもらうしかないんだよ」

　それぞれ浅田と南がそんな言葉をもらし、少しだけ心配そうにこちらへと目を向ける。けれどオレが無反応だとわかると、浅田は軽く肩をすくめて話を変えた。

「しかしそれにしても、五行さんが昼休みにいないのは痛いな。いつもあの笑顔をおかずに飯食っていたのに……って、冗談だから、オランジェロさんも南も睨にらまないでくれ。だけどまあ、五行さんも生徒会長に立候補するわけだし、仕方がないか」

「生徒会長？　聖ひじりが？」

　知らなかったのか、浅田の言葉を受けてマキナがわずかに目を丸くすると、南が肩を落として説明をひとつ。

「なんかね、五行さん、いまの生徒会長に後を引き継いでくれって頼まれたみたいなの。この前五行さんから教えてもらったんだけど……あたしはいやだなあ。五行さんと全然遊べないし、それにこの頃ごろ、五行さん少し変だもん」

　ため息と共に、南はわずかに眉まゆ尻じりを下げる。

「忙しいせいかな？　授業中もどこか上の空で、五行さん本人は普段通りに振る舞っているつもりかも知れないけど、友達だからわかるんだよ。やっぱり五行さん、少し無理しているんだと思うの」

「……いつものような余裕もないからな」

　南の話を聞き、浅田は珍しく真剣な面持ちで口を挟む。

「俺おれから見ても、五行さんは無理をしているように見える。五行さんは綺き麗れいで責任感も強いから、みんなに慕われているが、五行さんが辛つらいときに頼れるような相手は、そのみんなの中にいないのかも知れないな。だけど……」

　真剣な面持ちのまま、不意に浅田はオレに目を向ける。

「いつも一緒にいた南条なら、五行さんの力にもなれるんじゃないのか？」

　柔らかな浅田の声音が、オレの胸をひどく締め付けた。

　ただ言葉に詰まり、オレがなにも返せずにいると、浅田は小さく頬ほおをかいたのち、どこかぎこちなくも、話題を変えるように、

「えっと、その、なんだ、南なん条じようの悩んでいる顔って、わりと可愛かわいいな。その顔にキスしてみてもいいか？」

　などといつもの冗談を飛ばした。

　すると浅あさ田だのジョークを受け、すぐさま南みなみが抗議の声をあげる。

「キ、キスって……なにを考えているのよ浅田君！　忍しのぶちゃんに変なことをしないで！　忍ちゃんにキスをするのはあたしなんだからね！」

「ちょっと！　南こそなに考えているのよ！　忍から離れなさい！」

　オレに抱きつこうとする南。慌ててそれを止めるマキナ。そして浅田はといえば、暗い雰囲気を振り払おうとしてか、その後も冗談を繰り返し、それに応こたえるように南とマキナもそれぞれ突っ込みを入れる。

　……きっとみんなも、オレに気を遣っているのだろう。

　いつも以上に賑にぎやかに振る舞うみんなの姿は、まるで落ち込んだオレを笑わせようとしているみたいに思えて、みんなの顔を眺めているうちに、少しだけ胸が軽くなる。

　気がつくとオレは小さく笑みをこぼしており、賑やかなままどこか優しく、休み時間は過ぎていった……。



　昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り響き、担任教師の柊ひいらぎ茜あかね先生が姿を見せる中、どうしてか聖ひじりの姿は教室になく、彼女の机は未いまだに空席のままだ。

　それを認めた柊先生が首を傾かしげると、クラスのみんなも聖が不在であることに気づきはじめたらしく、いつしか教室に小さなざわめきが広がる。

「……五ご行ぎようさんどうしたんだろう？」「まだ戻ってこないな」「なんかね、五行さんお昼休みの終わりに、廊下で倒れちゃったんだって」「……マジかよ」「全然知らなかった」「五行さんは大丈夫なの？」「いま保健室で休んでいるみたい」

　……聖が倒れた？

　微かすかに聞こえてくるクラスメイトたちの話。じわじわと胸に不安が宿り、オレが顔をしかめると、マキナがぽんとこちらの肩に手を載せた。

「忍、心配だったら、聖の様子を見に行ったら？　ノートならあたしがちゃんと取っておくわよ？」

「……すまんが頼む」

　マキナにそう返して立ちあがると、柊先生が不思議そうにオレに目を向ける。

「南条くん、どうしたんですか？」

「体調が悪いので保健室に行ってきます」

「え？　それなら先生も付き添いましょうか？」

「いえ、大丈夫ですから」

「でも、みんなの話を聞いていると、五ご行ぎようさんも保健室に──って、南なん条じようくん？」

　背中で柊ひいらぎ先生の戸惑ったような声があがったが、オレは悪いと思いつつも教室を飛び出し、廊下を走る。続いて階段を駆け下り、急いで保健室の扉を開く。

　と、教室にいた白衣を着た保健の先生。彼女はオレを見るなり、微かすかに眉まゆをひそめた。

「……元気一杯ね。足音がこっちまで聞こえてきたわよ？　ひょっとしてサボり？」

「まあ、そう言われればそうなんですが、聖ひじりが倒れたと聞いて……」

「聖？　ああ……五行さんのことね。五行さんならいまベッドで寝ているけど、あなた彼女の友達なの？」

「オレはそう思っています」

「そう、それならちょうどよかったわ」

　迷いなくオレが頷うなずくと、保健の先生はそっと席を立つ。

「さっきうちの人に電話したら、五行さんのお姉さんが迎えに来てくれるっていう話になったのよ。でも私はちょっと職員室に用事があって、担任の柊先生にも話を通しておかないといけないから、少しの間だけ五行さんのことを見ていてくれる？」

　おそらく、聖のお姉さんとはかおるんのことなんだと思う。オレが首肯で応じたところ、保健の先生は、「もしうちの人が来たら、私が戻って来るまで待っているように伝えてちょうだい」と、軽く手を振って教室を出て行った。

　その姿を見送ったのち、保健室の奥に足を伸ばすと、そこにはベッドで眠る聖の姿が確認できた。

　やはり体調がよくないのだろう。心なしか顔色も優れず、彼女の寝顔からは微かに疲労の色も見える。そして苦しそうな吐息の中、寝言だろうか、

「……忍しのぶくん」

　ぽつりと聖の口からオレの名がこぼれ、彼女の閉じられた目に涙が溜たまる。

　それなのに、オレはなにもできず、それがイヤで、ただ唇を噛かみ、拳こぶしを握り締める。

　と、そのとき、教室の扉が開き、多分、聖を迎えに来たんだと思う。心なしか顔を青くしたかおるんが保健室に姿を見せた。彼女はオレに気づくと表情を和らげて小さく微笑ほほえみ、静かにこちらへと足を伸ばす。

「忍様が、聖ちゃんの傍そばにいてくれたんですね」

「……少しの間だけだよ。悪い。聖が倒れたことに気づいたのは、ついさっきなんだ」

「それでも、忍様は授業を抜け出して、聖ちゃんの様子を見に来てくれたんでしょう？　ありがとうございます。きっと聖ちゃんも喜ぶと思いますよ」

　軽く頭を下げてかおるんは聖へと視線を移し……すぐにその表情を曇らせた。それから彼女はしばらく口を閉ざしていたが、ゆっくりと、躊躇ためらいがちに言葉をこぼす。

「……この前、聖ひじりちゃんが話してくれました。『忍しのぶくんにふられちゃった』と。愚痴るでもなく、涙するわけでもなく、ただ微笑ほほえんで、『忍くんの迷惑になるから、離れないといけない』なんて口にして、ずっと本音を隠して…………困った人です」

　言いながら、かおるんは優しく聖の頬ほおに手を添える。

「本当は聖ちゃんだって、友達のままでもいいから、忍様の傍そばにいたいと願っているはずなんです。けれどおそらく、ふられてしまったことが悲しかったんでしょうね」

　聖の頬を撫なでながら、かおるんは眉まゆ尻じりを下げて続ける。

「忍様の傍にいたら泣いてしまう。困らせてしまうなんて考えて、忍様のことを忘れようと忙しく振る舞って、敢あえて自分から距離を取って、だけどそうすることで忍様が辛そうにしていることに気がついて……耐えられなくなってしまったのかも知れません」

　柔らかく言葉を紡ぎながらも、彼女の瞳ひとみにはわずかだが涙が溜たまっていた。

「忍様になにかお詫わびがしたい。お返しがしたい。せめて陰からでも応援したいと、そう思ったのでしょう。ここのところはずっと、退魔の仕事も増やし続けています」

「退魔の仕事も？　生徒会選挙もあるのに……どうしてだ？」

「これは聖ちゃんから強く口止めされていることなのですが、実は──」

　と、かおるんが言葉を続けるよりも早く、再び扉が開き、授業はどうしたのか、今度は保健の先生と一緒に、柊ひいらぎ先生が不安そうに教室に姿を見せた。

　するとかおるんはそっとこちらに顔を寄せ、

「忍様、聖ちゃんのことはわたくしにお任せください」

　言葉を変えて、彼女は小声で囁ささやく。

「この前、約束したでしょう？　忍様と聖ちゃんが前みたいな関係に戻れるように、わたくしも頑張ってみます。もう少しだけ待っていてください」

　そう言ってどこか無理をしたように微笑み、かおるんはオレから離れて柊先生たちのもとへと向かう。そして簡単な挨あい拶さつを交わしたのち、彼女たちと話をはじめた。

　その話に耳を傾けていたところ、保健の先生は『五ご行ぎようさんは過労で倒れたんじゃないか』と自身の診断結果を口にしており、どうやら柊先生の方は授業を自習にしたようだ。その後オレが聖を背負い、かおるんが運転してきた車まで彼女を運ぶ中、

「五行さんは、早く元気になってくれればいいんですけど……」

　などと、かおるんの隣を歩きながら、柊先生は終始心配そうな表情を見せていた。

　それから車で学校を出て行くかおるんと聖を見送ったあと、オレは重い足取りで柊先生と共に教室へと戻る、その途中──ふと顔をあげて空を見る。

　……聖はオレになにかお詫びがしたくて、退魔の仕事を増やし続けていると、かおるんがそう教えてくれた。しかし何な故ぜ、退魔の仕事がオレへのお返しになるのか、結局その理由はわからない。

　これからオレはどうすればいい？　かおるんの言葉に甘えたまま、ただ待っているだけでいいのか？

　自分が本当にやりたいこと。

　胸に抱く想おもい。

　叶かなえたい願いがあるのに、自分の望みから目を逸そらしているせいか、視界に映った空は朝と変わらず、ひどく曇って見えた……。
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　ここ数日の間、オレはうまく眠ることができなかった。

　学校で倒れたにも拘かかわらず、聖ひじりは仕事の量を減らさなかったのか、ここのところ、彼女の表情には疲労の色が目立つようになっている。クラスのみんなも心配していたが、聖は「大丈夫だから」と笑顔を作るだけで取り合わず、ますます仕事に没頭し……そんな彼女に、オレはなにもできずにいた。

　いまでも頭を掠かすめる聖の拒絶の言葉。それがオレの心と足を重くして、かおるんに言われるまま、ただ待っているだけの日々が流れた。

　そんなある日の放課後。

　いつものようにマキナとふたりで家路を辿たどっていたところ、静かな住宅街の中、彼女はどこか寂しそうに切り出す。

「あんなに忍しのぶの傍そばにいたのに、最近聖は全然こっちに来ないけど……」

　一度言葉を止めてオレの目を見つめ、マキナは躊躇ためらいがちに続ける。

「やっぱり忍は、聖の告白を断ったの？」

　その問いにオレが小さく頷うなずいて応じたところ、マキナはさらに訊たずねてくる。

「友達のまま聖の傍にいることは……できないの？」

　オレの目を見つめるマキナの瞳ひとみはわずかに揺れていた。けれどオレがなにも返せずにいると、彼女は顔を伏せ、ため息混じりに呟つぶやく。

「……人間は難しいわね。魔界は一夫多妻制だから、好きな人たちと、ずっと一緒にいられるのに……」

　好きな人たちとずっと一緒にいられる。

　その言葉がどうしてか心に残り、いつしかオレ達は口を閉ざし、無言のまま再び家を目指していたところ、ふと通りかかった十字路で、見覚えのある女性の姿が目に留まった。

　あの人は以前、聖が退魔の試験を受けた際、立会人となった橘たちばなさんだ。

　橘さんはこちらに気づくと、洗練された立ち振る舞いで会釈をひとつ。そこでオレも軽く頭を下げると、彼女は小さいが不思議とよく通る声で話しかけてくる。

「ちょうどよかったです。いまから南なん条じよう殿に会いに行くところでした」

「オレに？　なにか用事でもあるんですか？」

「はい。それが……」

　わずかに言葉に詰まったのち、橘たちばなさんは複雑そうな表情を見せる。

「本日から聖ひじり様に代わり、私が南条殿に退魔の指導をすることになりました」

「橘さんが？　急にどうして？」

「……聖様から直接頼まれたのです。ここのところ聖様はお忙しくされています。退魔の仕事量を前よりもずっと増やし、退魔士としての地位を高めようと努力されているんですよ。おそらく……南条殿のためにでしょう」

　オレのため？　思いがけない言葉に戸惑っていたところ、橘さんはマキナに視線を移し、わずかに躊躇ためらったのち、再び口を開いた。

「あなたの傍そばにいる悪魔や半人半魔を黙認させることに、聖様がどれだけ尽力したか、南条殿は知らないでしょう？」

　重い口調で、やはり迷いながらも、橘さんは教えてくれた。

「退魔の組織は、あなたの傍にいる悪魔たちに対して、未いまだに警戒体勢を取っております。なにかのきっかけで退魔士たちが動く可能性は十分にあります。聖様はそれを危き惧ぐして、完全に放置させるようにと、力を尽くしているんですよ」

　その事実は、全部オレが知らないことだった。

　いままでずっと、聖は陰でルナたちのことを守ってくれていたんだ。オレから距離を取ったあとも、ずっと……。



　──忍しのぶくんは、これからもルナさんやマキナさんたちと一緒にいられたら、嬉うれしいかな？



　──それじゃあ私は、もっと頑張って仕事をする。



　──きっと忍くんなら、ルナさんに自分の気持ちを伝えても、大丈夫だと思う。絶対にうまくいくよ。私も……応援する。忍くんたちのことを……認めさせてみせる。私はこれからもずっと……ずっと……忍くんの味方だから……。



　不意に脳裏をよぎったのは、これまで聖がこぼしてきた言葉の数々。

　頑張って仕事をする。

　応援する。

　認めさせてみせる。

　その言葉の本当の意味を、今更ながらに理解して、胸の中がひどく熱くなり、握り締めた手が震える。

　そんな中、橘たちばなさんはそれ以上なにも言わずにそっとオレの肩を叩たたいたのち、ゆっくりと立ち去って行き、一方マキナはどうしてか唇を噛かみ、再び顔を伏せていた……。
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　帰宅したあと、身体を鍛えることも忘れ、夕食の間も風ふ呂ろからあがってからも、寝不足の頭で考え続けていたのは……聖ひじりのことだ。

　けれどどんなに考えても悩みは消えず、オレは自室のベッドに腰掛けたまま、思考を休ませるように、ぼんやりと天井を眺めていた。

　すると小さなノック音が響き、

「忍しのぶさん、ちょっといいですか？」

　と、そんな言葉と共に、ルナが部屋に顔を出した。

　彼女はオレの顔を見ると、少しだけ心配そうな表情を見せたが、それでも歩みを進めてこちらの隣に腰を下ろし、

「……最近忍さん、少し元気がないですよ？　やっぱり、なにかあったんですか？　悩みがあるのなら、なんでも聞きますよ？」

　控え目に口を開き、いつもの微笑ほほえみを向けてくれるルナ。彼女の言葉に甘えてもいいのかと躊躇ためらう中、ルナはそっとオレの手と自身の手とを優しく重ねた。

「この前、アルバイトの帰り道で一緒になったとき、忍さんは言ってくれましたよね。『愚痴りたくなったら、いつでも聞くからな？』って。私も同じです。忍さんのお話ならなんでも聞きます。もし言いたくないのなら、いまじゃなくてもいいんです。忍さんが話したくなったときに、お話を聞かせてください」

　眉まゆ尻じりを下げながらも、ルナは微笑みを崩さない。

　オレは彼女の想おもいと手の温ぬくもりに心を動かされ、

「……ここのところ、聖が無理をしているんだ」

　気がつくと、重い口を開いていた。

「学校で一度倒れたのに、生徒会選挙の準備もあって忙しいのに、退魔の仕事を増やして、無理を重ねて……ずっと辛そうにしている」

「忍さんが手伝うことは、できないんですか？」

「……色々とあって、聖とは距離ができちまったんだ。オレなんかが傍そばにいてもいいのか、正直よくわからない」

　歯は噛がみと共に搾り出した言葉。それが虚むなしく部屋に響き、しばしの間のあと、

「……忍さんは、どうしたいんですか？」

　ルナは重ねた掌てのひらにわずかな力を込める。

「このまま諦あきらめて、大切なものを手放してもいいんですか？」

　柔らかな声音で、だけど力強く、ルナは言葉を続ける。

「私は、忍しのぶさんに諦めて欲しくありません。なにもしないまま後悔して欲しくありません。もしかしたら、諦めずに前に進んでも、うまくいかないかも知れません。辛つらく苦しいかも知れません。それでも、どんな形でも、忍さんには前に進んで欲しいです」

　真まっ直すぐにこちらの目を見つめたあと、ルナはぎゅっとオレを抱き締める。

「たとえどんな結果になっても、私は忍さんの味方です。だから、諦めないでください。自分の想おもいから目を背けていたら、きっと後悔してしまいますよ」

　……ルナの言葉と身体はとても温かく、徐々にオレの迷いを消していく。

　けれど、胸の中にわずかに残った躊躇ためらい。ルナが部屋から立ち去ったあともそれを拭ぬぐい切れず、机の上に転がった携帯電話をじっと眺めていたところ、



『こんばんは、忍様』



　不意に、しかし静かに、かおるんの声が聞こえてきた。

　以前かおるんがくれた目覚まし時計。アラームをセットした覚えはないが、そこから前とは違うかおるんのセリフが聞こえてくる。

『失礼かとは思いましたが、本日部屋に侵入させてもらいました。これはそのときに録音したものです。改造を施していますので、数分は持ちますが、単刀直入に言わせていただきます……』

　そこで言葉は止まり、重く長い沈黙のあと、



『……聖ひじりちゃんを、助けてあげてください』



　ひどく震えたかおるんの声が耳じ朶だを打つ。

『ごめんなさい。忍様がどんな答えを出しても、聖ちゃんと一緒にいられるように協力すると約束しましたのに、任せてくださいと、待っていてくださいとそう言ったのに……結局、なにもできませんでした』

　もう一度謝罪の言葉を口にし、さらに声を震わせて、

『わたくしがどんなに言っても、聖ちゃんは聞いてくれなくて、忍様のことを諦めて、忘れられるはずもないのに、自分の身体なんて気にしないで仕事ばかり増やして、怪け我がをして、このままだといつか……』

　とうとう声に嗚お咽えつが混ざりはじめたが、それを抑えてかおるんは続ける。

『確かに聖ひじりちゃんは学校でも人気があります。聖ちゃんの周りにはたくさんの人達がいます。けれど聖ちゃんを支えてくれるような人はいません。聖ちゃんはいつも頼られてばかりです。だから聖ちゃんも凜りんと振る舞って、誰だれかを助けてばかりでした。そんな中……』

　ゆっくりと、彼女の言葉が胸を焦がし、

『家族以外で聖ちゃんがはじめて求めて、甘えた相手が、忍しのぶ様なんです。悔しいですけど……わたくしだけでは……聖ちゃんを支えられません。お願いですから、聖ちゃんの傍そばにいてあげてください。聖ちゃんは今夜もお仕事に出ています。仕事先は──』

　その後かおるんの声は、今夜聖がどこで仕事をしているのかを教えてくれ、部屋に静寂が戻るよりも早く──オレは駆け出していた。

　凜とした優しさで、いつもみんなを包んでいる聖。みんなが頼って、彼女を慕うけど、聖が辛つらい思いをしているときは、一体誰が彼女を受け止めるのだろう？

　もし支える相手がかおるんだけで、聖が頼る相手も彼女だけなのだとしたら、オレは走らずにはいられなかった。

　走る速度も次第に速くなる。

　頭をよぎるのは聖のことばかりだ。

　かおるんとの約束を果たすため、彼女を家族だと認めさせるために、退魔の組織を変えようと努力を重ねている聖。

　臨海学校の際、オレが仕事の見学に行ったとき、南みなみに家のことがバレて、いまにも泣き出しそうな表情を浮かべた聖。

　……オレが聖の力になりたいと思ったのは、一体いつからだったのだろう？

　彼女のことを深く知るたび、力になりたいという気持ちが溢あふれ、その想おもいが完全に固まったのは、きっと体育祭の日なんだと思う。

　あの日、家族のもとから離れようとしたかおるんの手を取り、懸命に彼女を繋つなぎとめた聖。退魔の組織を変えたいと、心から願った聖とかおるん。

　彼女たちの夢がひとつになったのを目の当たりにしたあの日、オレはふたりの願いが叶かなう瞬間が見たいと、確かにそう感じた。

　それはオレの中で新たに芽生えたもうひとつの夢でもある。

　このままこの夢を手放して諦あきらめて、消してしまうわけにはいかない。

　胸に溢れた気持ちが背中を押し、暗い夜の街を走り抜け、息を切らせながらも、かおるんが教えてくれた場所に向かい、そこで彼女たちの姿を目にしたとき、わずかな間、言葉に詰まった。

　月と街灯の明かりの下、聖はかおるんに肩を支えられていて、おそらく仕事中に負ったものなんだと思う。彼女の手足にはいくつかの青あお痣あざがあり、巻かれた包帯からは血が滲にじみ出ている。表情も力なく、いつもの凜とした輝きは見えない。

　……どうしてこんな風になるまで、目を逸そらし続けていたのだろう？

　聖ひじりはオレを認めると、この前と同じ、ひどく優しい微笑ほほえみを見せたのち、かおるんに視線を移す。

「もしかして、薫かおるさんが忍しのぶくんを呼んだのかな？」

「……聖ちゃんには、必要なことだと思いました」

　そう小さく返し、そっとかおるんは聖から離れる。

　一方、オレは真まっ直すぐに聖へと足を伸ばした。伝えたいことが胸にいくつもある。聖の目を見つめ、オレは静かに切り出した。

「橘たちばなさんから聞いたよ。お前はいままでずっと、ルナやマキナのことを守ってくれていたんだな。かおるんからも聞いた。お前が無理をしていることも」

「……そうか。橘さんも薫さんもバラしちゃったんだな」

　微かすかなため息をこぼしながらも、聖は表情を変えずに「でも」と続ける。

「私は無理なんかしていないよ。ルナさんもマキナさんも私の友達だから、これぐらいは当然だ。それに退魔の組織を変えるためにはもっと実績がいる。忍くんが気に病むことじゃない。この仕事は私にとって必要なものだ」

「だからといって、ひとりで抱え込むことはないだろう？」

「心配してくれてありがとう。だけど私なら大丈夫だ。気にしなくてもいいよ」

「……お前が大丈夫でも、オレは……堪えられない」

　変わらず聖は笑顔をはりつけている。

　拳こぶしを握り締めて、必死で自分を支えるように、無む理り矢や理りに笑っていて、そんな笑顔を見ていることが、オレには堪えられなかった。

「こんな怪け我がまでして、ひとりで頑張り続けて、そんな風に悲しく笑うお前を……放ほうってはおけない。ずっと悩んでいたけど、オレはもう決めた」

　わずかに掠かすれた声を整え、オレはしっかりと想おもいを伝える。

「この先どんなことがあっても、オレはお前を支える。お前の力になる。お前を守り続ける。二度とお前から目を逸らしたりはしない」

「……なにを、言っているんだ。ダメだよ、忍くん。忍くんの守りたい人は、私じゃなくて、ルナさんだろう？　私なんかに構っていたら……ダメだ」

「聖、オレが退魔士を目指したのは、ルナのためだけじゃない。お前とかおるんの夢が叶かなう瞬間を、お前たちの傍そばで見たかったからだ。オレは必ず退魔士になって、お前たちの夢を支えてみせる」

「そんな理由で……退魔士になるなんて……おかしいよ。忍くんの望みは……ルナさんたちと一緒にいることなんだろう？　ルナさんやマキナさんのことは……私がなんとかする。だから忍くんは……退魔士になんか……ならなくてもいいんだ……」

「お前がなんと言おうと、オレは考えを変えるつもりはない。たとえお前がオレから距離を取っても、何度拒絶されても、お前に嫌われることになっても、オレはお前の力になる。お前がしてくれたように、陰からでもお前を支え続ける」

「…………忍しのぶくんが思っている以上に、私は弱いんだよ？」

　震えた声と共に、作られていた表情が、徐々に泣き顔へと変わっていく。

「私を支えるなんて、きっとすごく大変だと思う」

「お前を放ほうっておくことの方が、オレにとっては辛つらい」

「もしかしたら、忍くんにいっぱい甘えちゃうかも知れないんだよ？」

「それでも構わない」

「苦しいとき、忍くんの前で泣いちゃうかも知れない」

「そのときはお前が泣き止むまで、お前の傍そばにいる」

「……たくさん……迷惑かけちゃうかも……知れない……」

「それも全部受け止める」

「私のこと……嫌いになる……かも……」

「それだけは絶対にない」

　強い断言で、想おもいを紡ぎ、

「お前がどんなに甘えても、苦しいときに泣いても、オレは迷惑だなんて思わない。決して嫌いになんかならない」

　一度拒絶された手を、オレは迷わずに聖ひじりへと伸ばす。

「言っただろう？　この先どんなことがあっても、オレはお前を支え続ける。だから、ひとりで泣かないでくれ。ひとりで傷つかないでくれ。ひとりで全部背負わなくてもいい。これからは、オレを頼ってもいいんだ」

「……ありが……とう……」

　くずれるように微笑ほほえんで、聖は「ありがとう」と繰り返す。

「私は……忍くんがいないとダメだった。自分の弱さにも気づかなくて、無理を重ねて薫かおるさんを心配させて、悲しませてきたと思う。でも、忍くんが傍にいてくれたら、私はもう大丈夫だから……」

　瞳ひとみから大粒の涙をこぼしながら、聖は両手でオレの手を包みこむ。

「退魔の組織を変えるだなんて、そんな子供染みた私たちの夢に、付き合って欲しい」

「ああ、ずっと付き合うよ。お前たちの夢は、もうオレの夢でもあるんだ。これからは一緒に……夢を叶かなえていこう」

「うん……うん……私も、忍くんのことを支えたい。ルナさんたちが忍くんの傍にいられるように、私も頑張る。だから、私の傍にもいて欲しい」

「……お前が傍にいてくれたら、もうなにも怖くないな」

　想おもいを込めた言葉。

　自分の本当の気持ち。

　聖ひじりの瞳ひとみからはとめどなく涙が溢あふれ、彼女は小さな泣き声をあげ、そのままオレに抱きついてくる。そしてオレは、身体に触れた温ぬくもりを、そっと抱き寄せた。

　ほどけかけた絆きずなの糸を、自分の温もりで繋つなぎとめるように、強く優しく、いつまでも彼女を抱き締める。

　そんな中、視界の端で、オレたちの様子を見守っていたかおるんも、聖と同じように、頬ほおを温かな涙で濡ぬらしていた……。
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　車の窓から見える、どこか明るい家々の明かり。緩やかな車内の運転席にはかおるん。助手席には聖。残ったオレは後部座席のシートに背中を預けていた。

　あれから聖との話が終わったあと、かおるんが家まで送ると言ってくれ、オレは彼女に促されるまま車へと乗り込んだわけだが、ここのところ寝不足だったせいか、どうにもさっきから瞼まぶたが重い。

　一応目を擦こすりながら眠気に耐えてはいたものの、いつしか意識が薄くなり、かおるんと聖の会話が遠くから聞こえてくる。

「それにしても、本当によかったです。これから聖ちゃんも、ずっと忍しのぶ様の傍そばにいられますね」

「うん、薫かおるさんのおかげだよ。ありがとう。それと心配をかけてごめん。もしよかったら、これからも私のことを、支えてくれないかな？」

「わたくしははじめからそのつもりですよ。なんせわたくしは聖ちゃんのお姉ちゃんですからね。遠慮なく『薫お姉ちゃん』と甘えてくれてもいいですよ？」

「……薫さん、呼び方を変えるのは、私たちの夢が叶かなってからにしないか？　そっちの方が頑張れると思うんだ」

「ふふ、そうですね。一緒に頑張りましょう」

　なにやらかおるんと聖は楽しそうに話しているようだけど……もうダメだ。眠すぎる。家までもちそうにない……。

「ときに聖ちゃん、ふと気になったのですが、聖ちゃんと忍様は、お互いにお互いを支え合う関係になったわけですよね？」

「うん。そうだな。なんだかすごく嬉うれしい」

「……しかしお互いに支え合うとなると、これはもう友達以上の関係ですね」

「え？　そうかな？」

「はい。むしろもう、聖ひじりちゃんが忍しのぶ様の愛人になったと言っても過言ではありません」

「あ、愛人!?　そうなのか!?」

「ええ、おそらく忍様も受け容いれてくれると思いますよ」

「う～ん、だけど、ルナさんは許してくれるかな？」

「きっとルナさんなら大丈夫でしょう──って、聖ちゃん!?　まさか本気にしちゃったんですか？　断っておきますが、愛人は冗談ですよ？」

「……ルナさん、許してくれるといいな」

「聞いていらっしゃらないっ!?」

　なんか、かおるんが妙に騒いでいるような気がして怪け訝げんに感じたが、意識を保つことができず、オレはそのまま眠りについた……。



    

  
    
      


エピローグ



　少し肌寒いはずの朝。何な故ぜか今日はベッドの中がとても温かく、甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐり、さらに身体の両りよう脇わきには柔らかな感触。

　……ひょっとして、誰だれかが忍び込んで来たのか？

　う～ん、両脇に感じる温ぬくもりから察するに、どうやらふたりもベッドにいるようだ。

　まあ多分、エルニとなずなだろう。あいつらなら、寒いからという理由でひとのベッドに侵入して来てもおかしくはない。ただ休日ならともかく、今日は学校もある。一応きちんと注意をしておこう。

　少しぼんやりとした頭でそう考え、オレが瞼まぶたを開けると、

「あっ、おはよう、忍くん」

　予想外にも、聖と視線が合ってしまった。

　……まだ寝ね惚ぼけているのか？　思わず我が目を疑いながらも、ベッドにいるもうひとりの存在が気にかかり、おそるおそる振り向いたところ、

「ふふ、おはようございます、忍様」

「振り向けばヤツがいた!?」

「……忍しのぶ様、わたくしにだけその反応はなんです？　とても失礼ですよ。ちょっと傷つきました。お詫わびにキスをしてください」

「いやいや、確かに悪かったと思うが、こんなの普通誰だれでも驚くだろ。朝っぱらから、お前も聖ひじりもなにをやっているんだよ？　どうしてここにいるんだ？」

　というか、この状況はおかしいよな？

　まさかのふたり揃そろっての添い寝状態である。

　弾力ある聖の豊満な乳房。張りのあるかおるんの美乳。彼女たちの胸の柔らかさをしっかりと感じ、さすがに動転しつつオレが事の経緯を訊たずねると、聖は穏やかに応じた。

「実はルナさんと相談した結果、これから交替で忍くんを起こすことになったんだ。昨日はルナさんだったから、今日は私の番だよ。起きるまでもう少し時間があるから、まだ寝ていてもいいぞ？」

「さあ忍様、どうぞわたくしたちの温ぬくもりに包まれてお休みください」

「あの、緊張して眠れそうにないんだけど……？」

　どうにも頬ほおが熱い。しかしルナと交替でオレを起こすか。ひとつ疑問が減ったものの、オレは上体を起こしながら聖に視線を向け、もうひとつの疑問を口にする。

「なあ、聖が起こしに来てくれたことはわかったんだが、この添い寝はなんなんだ？」

「それはえっと……忍くんの寝顔が可愛かわいかったから」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ついついわたくしと同じように、エッチな気分になってしまったんですよね？」

「ぜ、全然違う！　薫かおるさんと一緒にしないでくれ！　確かに少しドキドキはしたけど、忍しのぶくんが寒そうにしていたから、その、温めてあげたかっただけだ！」

「……ちなみに忍様、聖ひじりちゃんも口では否定していますが、さっきまでは『忍くんの寝顔可愛かわいいなあ。頭も撫なでてあげたい』などと言いながら、うっとりした様子で頬ほおをとろけさせていました」

「か、薫さん！　やめてくれ！　バラさないで欲しい！」

　瞬く間に真っ赤になる聖。その仕草はかなり可愛い。オレは口元を緩めつつも、すぐさまベッドから離れようとしたのだけれど、それよりも早く、かおるんがこちらの服の袖そでを掴つかんで制止の声をあげる。

「逃げないでください忍様。ここはひとつ男の甲か斐い性しようを見せて欲しいです。愛人のひとりやふたりの添い寝ぐらい、忍様の広い心で受け止めてください」

「……愛人？」

　かおるんの発言を受け、再びオレは首をひねる。

　なんだかよくわからないが、聖のことを支えると約束した日以降、かおるんは度々『愛人』という言葉を口にし、それを耳にすると、どうしてか聖はいつも頬を赤くする。

　その理由がわからず、オレは首を傾かしげたままかおるんに目を向ける。

「念のため断っておくけど、オレに愛人を養う財力はないぞ？」

「わ、私がちゃんとお金を稼ぐから大丈夫だ！」

　何な故ぜか頬を朱に染め、間髪を容いれずに口を挟んできた聖。対してかおるんはくすりと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、いつものジョークを飛ばす。

「仮に聖ちゃんが養うとしたら、まるで忍様はヒモ男ですね。聖ちゃんが稼いだお金で遊び惚け、競馬や競艇、そしてパチンコに明け暮れていそうです」

「こらこら、失敬なことを言うな。誰だれがヒモ男だ。大体、もしオレがそんなダメ男になったとしても、ちゃんとお前が止めてくれるだろう？」

「……わたくしも忍様と一緒にパチンコを楽しんでいるかも知れません」

「おい！　しっかりしろ！」

「まあまあ忍様、わたくしがいくら適当でも、忍様がきちんと稼いでくれれば問題はないでしょう？」

「……オレも金銭面でお前に頼るかも知れん」

「忍様！　しっかりしてください！」

「まあ落ち着けかおるん、オレがどんなに適当でも、お前がきちんと働いてくれれば問題はないだろう？」

「あの、ここでわたくしのセリフをパクってしまったら、もう完全にヒモ男ですよ？」

　なんて冗談を言い合っていたところ、くすくすと聖ひじりが声をもらし、柔らかくオレたちを見つめ……花が咲いたように微笑ほほえんだ。

「やっぱり、忍しのぶくんと一緒にいるのは楽しいな。少しの間だけど、離れていたから、すごく嬉うれしい。これからもずっと、忍くんの傍そばにいてもいいかな？」

「……お前のことは放ほうっておけないからな。ちゃんと約束は守るよ。だけどなんだ、その、なんと言うか……そろそろ着替えるから、ふたりとも部屋から出て行ってくれないか？」

　なにやら急に恥ずかしくなってきた。言葉の途中でオレが誤ご魔ま化かすように視線を逸そらすと、かおるんはからかうみたいにひとの頬ほおを軽く突っつきはじめ、聖の方は「忍くん、可愛かわいい」と頬を緩めていた。

　──それはいつもとは少し違う朝。両目に映る大切な存在。手放したくないもの。朝日を浴びながら眩まぶしく、そして綺き麗れいに微笑む聖とかおるん。

　彼女たちのことも手放さないように、ずっと守れるように、いまよりも強くなりたいと、深く思った。彼女たちを支えられるぐらい強くなりたいと、深く、深く……。
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　学校での昼休み。クラスメイトたちの談笑が耳に触れる中、弁当箱を持った南みなみがこちらに近づいてくるのが見えた。

　最近聖が忙しくしていたせいだろう。普段彼女と昼食を取っていた南は、ここのところオレとマキナと一緒に食事を楽しんでいた。

　しかし今日は意外にも、南に倣うように、聖もオレたちへと足を伸ばしている。

　と、南とマキナがそれぞれ不思議そうに首を傾かしげた。

「あれ？　もしかして五ご行ぎようさん、今日は一緒に食べられるの？」

「選挙の準備があるんでしょう？　大丈夫なの？」

「実はその……結局選挙には出ないことにしたんだ」

　少し気まずそうに、聖は言葉を続ける。

「多分、私が学校で倒れたせいだと思う。辞退するって伝えたら、会長もみんなもどこかほっとしていて、気にしなくてもいいって言ってくれた。でもやっぱり申し訳ないから、私のできる範囲でみんなの仕事を手伝うつもりだ。もうしばらくは忙しいかも知れないけど、お昼ぐらいは一緒に食べられるよ」

「……聖は、会長になりたいんじゃなかったの？」

　怪け訝げんそうに口を挟んだマキナに、聖は小さく首を振って応じる。

「会長になるよりも、大切なことがあるって、改めて気づいたんだ。私には家の仕事もあるし、部活だってある。それに……」

　微かすかに頬ほおを上気させながら、聖ひじりはそっとオレに目を向ける。

「忍しのぶくんと一緒にいる時間が減っちゃうのは、もういやだから」

　と、聖がそうはっきり口にした途端、南みなみは「なんだか忍ちゃんと五ご行ぎようさん、前よりも仲良くなってる……」と羨うらやましそうな表情を見せ、マキナは「聖と一緒にいられてよかったわね」とオレの肩に手を載せ、浅あさ田だは「俺おれも嬉うれしいぜ」などとわざとらしく涙ぐむ。

　……ん？　ちょっと待て。この変態はいつからいた？

　わずかにオレが驚く中、マキナを真ま似ねるように浅田はこちらの肩に手を載せ、何な故ぜか口調を妙なものに変える。

「南なん条じようよ、その面を見る限り、どうやらもう迷いは吹っ切れたようじゃな。もはやお前の目に一切の曇りはない。ワシも力を尽くした甲か斐いがあったというものじゃ」

「おい、その爺じいさん口調はなんだ？　それと力を尽くしたって……お前一体なにをやったんだよ？」

「よくぞ訊いてくれたな。もし訊いてくれずに放置でもされたら、そのときは危うく嗚お咽えつをもらすところだった」

　妙な口調を止め、浅田は自慢げに胸を張る。

「ここのところ、俺はお前が五行さんと一緒にいられるようにと、五行さんファンクラブの勢力を削そぐために努力を重ねてきたんだ。知り合いたちに頼み込んで……お前の女装写真と女装の動画を後輩の女の子を中心に見せて回ってもらった」

「……お前、なにとんでもないことをしてくれてんの？」

「いや、それがさあ、これが予想以上の効果があったんだよ。お前の女装姿にときめいた女の子たちも多いらしくてな、五行さんからお前に心変わりした娘もいるそうだ。見事にファンクラブの勢力を削ぐことができた。あと加か藤とうなんて、お前のファンクラブを作るとか息巻いていたぞ。お前も人気が出てくれて、俺も友人として鼻が高いぜ」

「ははは、お前は本当に愉快なやつだな……あとでちょっと校舎裏に来い」

「愛の告白……じゃないよね？　絶対に俺をボコるつもりだよね？　でも南条だったらアタイはいいわ！　好きにしてん！」

　気持ち悪く身体をクネクネとくねらせる浅田。

　思わず目を覆おおいたくなるような気色の悪さだったが、オレのためを思ってやってくれたことだと考えると、どうにも怒るに怒れない。

「浅田……ありがとうな」

　囁ささやくように礼を言い、オレがみんなに視線を移したところ、浅田は「俺も南条と一緒に食う！」と妙に弾んだ声をあげ、結局変態も交えてそのまま昼食タイム。食事の談笑の中、浅田は「そういえば」と口を開いた。

「五行さんはもう、生徒会選挙に立候補しないんだよな？」

「うん、そうなんだ。ごめん……」

「いやいや、五ご行ぎようさんが謝る必要なんてないから」

　再び聖ひじりが気まずそうな表情を見せると、浅あさ田だは慌てて両手を振ったのち、腕を組んでわずかに眉まゆをひそめた。

「しかし五行さんが出ないとなると、正式な発表はまだだが、立候補予定の連中は、どいつもこいつも真面目まじめだけが取り柄のようなやつばかりだな。俺おれが言うのもなんだが、正直パッとしない。全員、会長の器じゃないだろうな」

　そんな言葉をこぼしつつ、浅田はまた気持ち悪くオレの肩に手を載せる。

「なあ南なん条じよう、こうなったら、お前が会長に立候補してみたらどうだ？　得意の女装を見せたら、きっと女性票を稼げると思うぞ？」

「……お前ほんとぶっ飛ばすよ？」

　軽くオレが睨にらんだところ、浅田は「南条が会長なら面白そうなんだけどなあ……」と、ちょっぴり残念そうに呟つぶやきつつ、ふとマキナに目を向けたと思ったら、急に真面目な顔をしてぽつりともらす。

「……南条、オランジェロさんが会長になるってのは、どうだ？」

「え？　あたし？」

　突然自分の名前を出されてマキナが目を瞬かせる中、浅田は真面目な顔のまま言う。

「オランジェロさんは生徒たちから人気もあるし、美人だし女王様だしカリスマもあるだろうし……いいんじゃないか？」

「あんたいま、さり気なくあたしのことを女王様って言ったでしょう？　あたしはそんなんじゃないわよ。それに生徒会には多少の興味はあるけど、あたしなんかじゃ、きっと当選しないわ」

「ん？　そんなことはないんじゃないか？　お前ならいけると思うぞ？」

　自信なさそうに肩を落とすマキナ。彼女の頭に手を載せつつ、オレは笑顔を浮かべた。

　浅田の言う通り、マキナは生徒たちからも人気がある。そしてマキナは意外に面倒見もいい。彼女が生徒会長として壇上に立つ姿は様になるように思われ、頭の中でその絵を想像していたところ、

「マキナさんにやる気があるのなら、私も協力するぞ。マキナさんだったら、必ずいい会長になれると思う」

「あたしも五行さんと同じ気持ちだよ。オランジェロさん優しいもん。本当にいい会長になりそうだね」

　それぞれ聖と南みなみもオレに同調するように頷うなずく。

　するとクラスの連中もオレたちの話を聞いていたのか、興味津々な様子でこちらへと近づいて来るや否や、

「オランジェロさん会長に立候補するの？」「だったらわたし応援するよ！」「俺おれも気合い入れて応援するぞ」「オランジェロさんには会長になってもらいたい」「そして踏んで欲しい」「なじって欲しい」「蔑さげすんで欲しい」

　などと、クラスメイトたちは揃そろって応援するとマキナに温かな言葉を掛ける。

　まあ、言葉の中には若干アブノーマルなものも混ざっていたが、それにいつもの乗り突っ込みを入れるでもなく、また怒るでもなく、

「……考えてみるわ」

　と、マキナはどこか寂しそうに、小さくそう返した……。



　●　　●　　●



　その日の放課後。いつものようにマキナと一緒に家路を辿たどっていたのだが、なにやら彼女は考え事をしているらしい。歩きながら頬ほおに人差し指を添え、微かすかに眉まゆを寄せていた。

　その様子を横目で眺めつつ、オレはやんわりと口を開く。

「ひょっとして、立候補するかどうか悩んでいるのか？」

「……そうね。生徒会長も面白そうだとは思うわ。それにお姉さまもアルバイトをはじめて社会勉強をしているし、あたしも勉強という意味でも、生徒会に入ってみたいけど、当選するのは難しそうね」

「なんだ、自信がないのか？　もしお前が選挙に出るつもりなら、オレは全力でサポートするぞ？　応援演説なんかでクールに決めてやる」

「なずなみたいに、手品をするとか言い出さないでよ？」

「任せろ。オレにひとつ考えがある。エルニはギターが弾けてルナはピアノが弾けるみたいだからな、ふたりを学校に連れて来て応援演説で音楽を奏で、オレがロックな歌声を披露する。そのうえお前が自分の演説中に歌えばもう完かん璧ぺきだな」

「多分、部外者のエルニとお姉さまは、すぐにつまみ出されちゃうと思うわよ？」

　……今日はいつもの乗り突っ込みがなかった。

　どうやら本気で悩んでいるようだ。オレは冗談をやめて口調を真面目まじめなものに変える。

「まあ、応援演説なら聖ひじりに任せておけばいいだろう。オレは裏方に回る。浅あさ田だにも協力を頼もう。あいつは意外に顔が広い。きっと役に立つ。さらに委員長の片かた霧ぎりさんや南みなみが加われば、今度こそ完璧だ。上う手まくいったら当選できるかも知れないぞ？」

「……それなら、嬉うれしいわね。ほんとうに興味はあったから。でも……」

　不意に足を止め、マキナはわずかに表情を翳かげらせる。

「この前、珍しくお父さまから手紙が返ってきたのよ」

　小さく唇を噛かみ、短い躊ちゆう躇ちよのあと、マキナはおずおずとオレの目を見つめる。

「──ねえ忍しのぶ、もしあたしがいなくなったら、どうする？」



    

  









    
      


あとがき



　苦しまなければ面白いものは出てこない――と、ある作家さんがおっしゃっていましたけど……苦しくて死にかけました。ところがどっこいまだ生きている！　後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　実は今巻の執筆中、辛いことや悲しいこと、また色んなアクシデントにも見舞われました。ですが逃げ出さずに前へと進めたのは、ひとえに読者の皆様の応援があったからだと思います。これからも挫けずに頑張ります！

　さてさて、肝心の今回の『つきツキ！』ですが、メインは聖ひじりです。黒髪美人。クールで凜々しく学校の人気者。そんな女の子が好意を寄せてくれる、甘えてくれるというのは、なんだか素敵ですね。読者の皆様が少しでも楽しんでくだされば幸いです。

　このあたりで謝辞を。

　前担当の庄しよう司じ様。これまでご面倒ばかりおかけしたと思います。そんな中、優しさのある厳しいお言葉、励ましのお言葉、懇切丁寧なアドバイスをくださり、本当にありがとうございました。学んだことを活かせるように、これからも努力を重ねていきます。いままでお世話になりました。

　新担当の神かみ長なが様。初っ端からご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ありません。けれど私がご迷惑をおかけしたのにも拘わらず、電話では相談に乗ってくださり、鋭く的確なご指摘までくださり、感謝の言葉が尽きません。これからもどうかよろしくお願いします。

　梱こり枝えりこ様。原稿が遅れてしまったせいで、多大なご迷惑をおかけしたと思います。お忙しい中、今回も最高に素晴らしいイラストをありがとうございます。また、少し前の話になってしまいますが、初画集『キャンディーどろっぷす』の発売、おめでとうございます。画集に収録された愛らしく華やかなイラストにも心癒されております。

　コミック版を担当してくださっている柴しば嶺みねタカシ様。単行本の三巻ではとうとうかおるんが登場し、これから一層楽しくなりそうです。『つきツキ！』を面白く魅力的に描いてくださり、ありがとうございます。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、その他この作品に関わってくださったすべての方々。読者の皆様。モバイルアンケートにて優しいメッセージを送ってくださった方々にも深く感謝を！



　最後に、私事ではありますが、執筆中に亡くなった愛犬のミミ。十九年という長い間、ずっと傍にいてくれてありがとう。頑張って生きてくれてありがとう。空の上で、家族みんなのことを見守ってくれていたら、嬉しいかな……。

後藤祐迅



    

  









    
      


　著者

　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ時々コンタクト野郎。

　　最近、健康に気を遣おうと思い立ちました。そしたら友人が粗食を勧めてくれ、色んなメニューを教えてくれたのですが……普段私が食べているものよりも豪華でした。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行くこと。

　　ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/



    

  
    
      

つきツキ！９
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